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ヤましがき

大阪府の東部に位置する八尾市は、東部の生駒山地西麓部から西部に広がる河内平野

を占地しており、その豊かな自然環境のもとで、先人達が残した貴重な文化遺産が数多

く遺存しています。

平野部では、古大和川水系の豊かな水量と肥沃な土壌を背景に、水稲耕作の初期段階

の弥生時代前期から活発な開発が行われています。

一方、市域東部の生駒山地西麓部においても、旧石器時代以降の遺跡。遺物が数多く

残されています。なかでも、古墳時代後期には、日本有数の群集墳に数えられる「高安

古墳群」が形成されており、この地域一帯で古墳文化が昇華した証を今に伝えています。

また、瀬戸内海 。河内湖・大和川水系を介して、国内はもとより大陸や朝鮮半島との

交流の中継地としての役割を果してきたほか、難波と大和を結ぶ交通至便な土地柄から

奈良時代後期には、本市南部の弓削郷に「西の京」が設けられています。

このように、本市には先人が残した貴重な文化遺産が数多く遺存しており、これらの

文化財を開発による破壊から守り、後世に永く伝承させることが我々の大きな責務と認

識しております。そこで私共では、破壊され消滅する危険にさらされている埋蔵文化財

を、後世に永く伝えるため事業者の御協力を仰ぎ、事前に発掘調査を行い、その記録保

存に務めている次第であります。

今回、平成 8年度に実施しました 20件の発掘調査の整理が完了しましたので、これ
をまとめ報告書として刊行することに致しました。

本書が地域の歴史を解明していく資料としてはもとより、埋蔵文化財の保護・普及の

ため広く活用されることを願ってやみません。

最後になりましたが、一連の発掘調査に対して御協力いただきました関係諸機関の皆

様に深謝すると共に、発掘調査や整理作業に専念された多くの方々に心から厚く御礼申

し上げます。

平成 lo年 9月

財団法人 八尾市文化財調査研究会
理事長   木 山 丈 司



1■ 本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が平成 7年度・平成 8年度に実施した発掘調査の成

果報告を収録 したもので、内業整理及び本書作成の業務は各現地調査終了後に着手し、平成

10年 3月 をもって終了した。

本書に収録した報告は次のとおりである。

本書に収録した各調査報告の文責は、 I・ Ⅱ・Ⅸ・�・�・�・�が高萩千秋、Ⅵ・Ⅶ・

WIll・ �・�が岡田清一、Ⅳ・X・ Шが原田昌則、Ⅲ・�が西村公助、vo� が古川晴久、
Ⅸが森本めぐみで全体の構成 。編集は原田が行った。

本書掲載の地図は、大阪府八尾市役所発行の2,500分の 1(昭和61年 8月 )・ 八尾市教育委

員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』 (平成 8年10月 1日 改正)を もとに作成した。

本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海面である。

本書で用いた方位は磁北及び国土座標の真北を示している。

遺構は下記の略号で示した。

竪穴住居一 SI 掘立柱建物一 sB 井戸― SE 土坑― sK 溝― SD
小穴・柱穴― SP 落ち込み― SO 土器集積― SW 自然河川一 NR
遺物実測図は断面の表示によつて下記のように分類 した。

弥生土器 。土師器・瓦器 。埴輪―白 須恵器・陶磁器―黒 石製品・木製品・屋瓦―斜線
上色については、『新版 標準土色帖』1996 農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法
人日本色彩研究所色票監修を使用した。

1.各調査に際しては、写真・実測図のほかにカラースライドも多数作成しており、市民の方々

に広く利用されることを希望する。
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I 跡部遺跡第22次調査 (AT96-22)



夕J

1.本書は大阪府八尾市太子堂 1丁目地内で実施した公共下水道 (7-19工 区)工事に伴う発掘

調査報告書である。

1.本書で報告する跡部遺跡第22次調査 (A T96-22)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋633-3号 平成 8年 3月 4日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査研
究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1。 現地調査は平成 8年 4月 10日 から4月 19日 (実働 5日 )にかけて、高萩千秋が担当者として

実施した。調査面積は約33m2を 測る。なお、調査においては人田雅美 。中村百合・西岡千恵

子・市森千恵子が参加した。

1.本書に関わる業務は、図面レイアウト・トレースー中村・西岡・市森が行った。

1.本書の執筆・編集は高萩が行った。
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I 跡部遺跡第22次調査

I 跡部遺跡第22次調査 (AT96-22)

(食T96-22)

lH はじめに

跡部遺跡は八尾市西部に位置し、現在の行政区画では跡部本町 1～ 4丁目、跡部南の町 1・ 2

丁目、跡部北の町 1。 2丁目、春日町 1～ 4丁 目、太子堂 1・ 2丁 目、東太子 1丁目、安中町 3

丁目にあたる。地理的には旧大和川の主流である長瀬川左岸の沖積地上に立地しており、同一沖

積地には東に本直松遺跡・老原遺跡、西に亀井遺跡、南に太子堂遺跡・木の本遺跡、北に久宝寺遺

跡が接している。

当遺跡では、人尾市教育委員会が昭和53年に春日町 1丁目内の旧国鉄職員寮建設工事の際に、

弥生時代前期の上器、鎌倉時代の瓦が出上したと記録されている。その後昭和56年以降、市教

委 。当調査研究会により十数次の発掘調査が行われている。現在までの調査成果から、弥生時代

前期から近世にわたる複合遺跡であることが明らかになっている。特筆としては、平成元年度に

当調査研究会が実施した公共下水道工事に伴う第 5次調査 (A T89-5)か ら銅鐸を埋納した土

媛が検出され注目された。

→翠 〃£
AT95-19

古,ヤ|:幸i奉
AT88-4

卵 嘲

3熙蕩瞥F

第 1図 調査地位置図及び周辺図 (S=1/5000)

TS91-3

-1-



2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の調査は公共下水道 (7-19工区)工事に伴う立坑部分の調査で、当調査研究会が跡部遺

跡内で実施した第22次調査 (A T96-22)に あたる。調査区は立坑 ユケ所で、面積約33ドを測る。

調査期間は、平成 8年 4月 10日 から4月 19日 までであった (う ち実働 5日 )。

調査は、工事進行に沿って進めた。まず覆工板を設置するため、現地表(約 T.P.+8.9m)下約

1.5mま でを立ち会いのもとで機械掘削を実施した。その結果、南西角で旧耕土下より切り込む

井戸を検出した。続いて 1段 目の支法工までの 1次掘削については、周辺の調査で現地表下1.5

～2.Omの上層で古墳時代前期に相当する包含層及び遺構面を検出しており、当地にもその存在

が予想されていたため、機械と人力を併用して徐々に掘削を行った。その結果、現地表下1.6～

1.9mで層厚0.3m前後を測る古墳時代前期の包含層が認められた。包含層下の上層上面で精査を

行ったが、遺構は認められなかった。 2段 日の支法工までの 2次掘削では現地表下2.0～ 3.5mの

掘削を実施し、土層の確認を行ったが遺構・遺物は認められなかった。 3次掘削は最終掘削深度

までで、現地表下3.5～ 4.5mま での上層の観察を行ったが 2次掘削の土層と同様、遺構・遺物は

認められなかった。

第 2図 調査区位置図

-2-



I 跡部遺跡第22次調査 (AT96-22)

2)基本層序

第 1層 盛土 (層厚80cm)。 道路下は、アスファルト・バラス・盛 り土が堆積している。また、
公共 (水道 。排水管など)施設の埋設工事で撹乱 。削平している。

第 2層 旧耕土 (層厚15cm前後)。 上部は削平されているが、近代の耕作土と思われる。
第 3層 乳灰茶色粘土 (層厚20～30cm前後)。 粘性のある粘上である。遺構と認められるものは

なかった。

第 4層 暗灰褐色粘土 (層厚30～ 50cm前後)。 粘性のある粘土で褐色の斑点がみられる。内部に

古墳時代前期の上器片がごく少量含まれている。

第 5層 暗灰色粘質シルト (層厚10～ 25cm)。 古墳時代前期の遺構面と考えられる。
第5'層 淡灰色粘質シルト (層厚15cm前後)。 調査区ゴヒ部の一部で検出した層である。
第 6層 青灰色シルト～微砂 (層厚60cm前後)。 植物遺体を少量含む。
第 7層 灰色粘土 (層厚10clll前後)。 粘着度の強い粘土である。
第 8層 暗灰色粘土 (層厚30cm前後)。 炭化物を含む。
第 9層 灰青色シルト (層厚50cm前後)。 植物遺体が少量含まれる。
第10層 青白色微砂～細砂 (層厚110cm前後)。 下部へ行 くに従い砂粒が粗 くなる。
第11層 黒灰色粘土 (層厚40cm前後)。 植物遺体を多く含む層である。
第12層 黒青灰色粘土 (層厚10cm以上)。 植物遺体を多く含む層である。

TP+80m

東壁

1

3

4

6

I

第 3図 断面図

70m

50m

ベース面

40m

-3-



3)検出遺構 と出土遺物

調査の結果、現地表下約 1.6～ 1.9m(標高7.2～ 7.5m)の 第 4層で古墳時代前期の包含層を検出

した。その下の第 5層上面では遺構 は認められなかった。遺物は包含層内から土師器片をごく少

量出土 した程度である。工事最終掘削深度までの上層を観察 したが、遺物を含む層や遺構面 とな

る層は認められなかった。旧耕土直下 より切 り込む近代の井戸 1基を検出した。井戸は円形の桶

状にしたものである。この井戸の内部からビニール物が出土 してお り、当地周辺の住宅開発によ

り埋 まったものと思われる。

3.ま とめ

今回の調査は、公共下水道工事の立坑部分の小面積の調査であった。調査の結果、古墳時代前

期 (布留式古相)の遺物包含層を検出することができたが、遺構 と認められるものは検出されな

かった。 しか し、この時期のものは調査地周辺の調査で検出されてお り、集落域の範疇に入るも

のと想定できる。

参考文献
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東壁断面

調査風景 (西から)

下層状況 (南から)
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Ⅱ 跡部遺跡第24次調査 (AT96-24)



TテJ

1。 本書は大阪府八尾市太子堂 1。 2丁目地内で実施した公共下水道 (8-114工 区)工事に伴

う発掘調査報告書である。

1.本書で報告する跡部遺跡第24次調査 (A T96-24)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋524-3号 平成 8年11月 14日 )に基づき財団法人人尾市文化野調査研
究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 9年 3月 3日から3月 6日 (実働 2日 )にかけて、高萩千秋が担当者として

実施した。調査面積は約 8〆を測る。なお、調査においては人田雅美・中村百合・市森千恵

子が参加した。

1.本書に関わる業務は、図面レイアウト・トレースー中村・市森が行った。

1.本書の執筆・編集は高萩が行った。
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Ⅱ 跡都遺跡第24次調査 (AT96-24)

Ⅱ 跡部遺跡第24次調査 (AT96-24)

1. はじめに

跡部遺跡は八尾市西部に位置し、現在の行政区画では跡部本町 1～ 4丁目、跡部南の町 1・ 2

丁目、跡部北の町 1・ 2丁目、春日町 1～ 4丁目、太子堂 1・ 2丁目、東太子 1丁目、安中町 3

丁目にあたる。地理的には旧大和川の主流である長瀬川左岸の沖積地上に立地しており、同一沖

積地には東に植松遺跡、西に亀井遺跡、南に太子堂遺跡、北に久宝寺遺跡が接している。

当遺跡では、八尾市教育委員会が昭和53年に春日町 1丁目内の旧国鉄職員寮建設工事の際に、

弥生時代前期の上器、鎌倉時代の瓦が出土したと記録されている。その後昭和56年以降、市教

委 。当調査研究会により二十数次の発掘調査が行われている。現在までの調査成果から、弥生時

代前期から近世にわたる複合遺跡であることが明らかになっている。特筆としては、平成元年度

に当調査研究会が実施した公共下水道工事に伴う第 5次調査 (A T89-5)か ら銅鐸を埋納した

土娠が検出され注目された。今回の調査地は遺跡範囲の西部にあたり、調査地の西側は亀井遺跡

が隣接する。

今回の調査地 |

(AT96-24)|

緯
0            100m

―
第 1図 調査地位置図及び周辺図 (S-1/5000)
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2.調査概要

1)調 査の方法と経過
今回の調査は公共下水道 (第 8-114工 区)工事に伴う人孔 (マ ンホール)部分の調査で、当

調査研究会が跡部遺跡内で実施した第24次調査 (A T96-24)に あたる。人孔は 9ヶ所で、その

うちの2ヶ 所を平成 8年度に行うこととなった。2ヶ 所分の面積約 8m2を 測る。今回対象となる

人孔No 3(第 1区)と 人孔h3-1(第 2区)である (第 2図 )。 調査期間は、平成 9年 3月 3日 か

ら3月 6日 までであった (う ち実働 2日 )。

調査は人孔 (一辺約2m、 深さ2.7m)部分を現地表(T,P.+8,9～ 9,Om)下 1.6～ 1.7mま でを立ち

会いのもとで機械掘削を実施し、遺構・遺物の検出及び地層の堆積状況等の記録保存の作成。次

いで工事掘削深度 (現地表下2.7m)ま での地層状況を確認した。なお、掘削にあたっては隣接

住宅、壁面崩壊防止による安全等の諸条件により、現地表下1.5m前後より下部の掘削について

は簡易矢板を打った。

周辺の調査で現地表下1.5～ 2.Omの土層

で古墳時代前期に相当する包含層及び遺構

面を検出しており、当地にもその存在が予

想されていたため、機械と人力を併用して

徐々に掘削を行った。その結果、現地表下

1.6～ 1,9mで層厚0,3m前後を測る古墳時代

前期の包含層が認められたが、遺物は出土

しなかった。下層調査では現地表下2.7mま

での工事掘削深度までの掘削を実施し、土

層の観察を行ったが遺構・遺物は認められ

なかった。

―
第2図 調査区位置図

2)基本層序

第 1層 盛土 (層厚80～ 160cm)。 道路下は、アスファル ト・バラス・盛 り土が堆積 している。ま
た、公共 (水道・排水管など)施設の埋設工事で撹乱・削平している。

第 2層 旧耕土 (層厚20cm前後)。 上部は削平されているが、近代の耕作土と思われる。
第 3層 灰緑色粘質土 (層厚40～ 50cm)。 粘性のある粘上である。遺構と認められるものはなか

った。

第 4層 淡灰褐色粘土 (層厚30～ 40cm)。 粘性のある粘土で褐色の斑点がみられる。
第 5層 暗茶褐色粘質土 (層厚20～ 30cm)。 古墳時代前期の包含層と思われる。
第 6層 灰青色細砂混シルト (層厚60伽前後)。 第 1区で検出した。古墳時代前期のベース面。
第 7層 青灰色粘土 (層厚20cm前後)。 第 1区で検出した。
第 8層 青灰色シル ト (層厚30cm以上)。 第 1区で検出した。粘着度の強い粘土である。
第A層 暗灰緑色粘土 (層厚50帥前後 )。 第 1区で検出した。近代の溝又は近世井戸の掘 り方 ?

「

副

-8-



Ⅱ 跡部遺跡第24次調査 (AT96-24)

と思われる落ち込み。

第B層  淡灰色粘土 (層厚30cm)。 第 1

区で検出した。調査区北部の一

部で検出した層である。

第 C層  暗褐灰色細砂混粘土 (層厚20cm

前後)。 第 1区で検出した層で、

遺構と思われる落ち込み。

第 D層 淡灰色細砂 (層厚7 0cm以上 )。
第 2区のみで検出した河川跡の

堆積土。

TP+30m

A

1

―

TP+80m

第 3図 断面図

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表下約1.6～ 1.9m(標高7.2～7.5m)の第 5層で古墳時代前期の包含層と土層

を検出した。その下面では第 1区で遺構と思われる落ち込み、第 2区で河川跡と思われる砂層の

堆積が認められた。下層調査 (工事最終掘削深度)では遺物を含む層や遺構面となる土層はなか

った。遺物は遺物包含層と思われる土層や下層調査でも出上しなかった。

第 1区 (人子LNQ 3)

当調査研究会第22次調査 (A T96-22)の 調査区 (立坑)の西側に接する調査区である。現地

表下約1.3～ 1.6mま では埋設工事等の掘削で埋め戻した土層である。その下 (T.P.+7.5m前後)

で古墳時代前期の包含層と思われる土層 (第 5層 )を検出した。第 5層 は上面を現在の埋設工事

で削平され、調査区北部では近世の落ち込みがあった。この落ち込みは第22次調査で検出した近

世井戸の掘り方の一部である可能性が考えられる。

第 2区 (人孔胞3-1)

第 1区より西へ約20mの所に位置する調査区である。現地表下約0。9～ 1.6mま では第 1区 と同

様、現在の埋設工事で埋め戻された土層である。大部分は現地表下約1.6m(T.P.+7.5m前後)

まで削平されていた。かろうじて南西部の一部で旧耕土から残存する土層があつた。この上層観

察では第 5層が古墳時代前期の包含層に対応する層である。その下層 (第 12層 )は砂層の堆積す

る河川跡が厚 く堆積していた。工事掘削深度である現地表下約2.7mま でも続いており、層厚0.8

m前後までの堆積を確認できたのみである。

3.ま とめ

今回の調査は公共下水道の人孔部分の工事に伴う小規模な調査であった。調査の結果、古墳時

代前期の遺物包含層を検出することができた。遺構は遺物の出土や形状は確認できなかった落ち

込みを検出できた。この時期のものは調査地周辺の調査でも検出しており、集落域の範疇に入る

ものと推定できる。

-9-



参考文献
。高木真光 1983.8「第 6章 跡部遺跡 (春 日町1丁 目51番地)」 『入尾市埋蔵文化財発掘調査概報 1980。
1981年度』八尾市教育委員会

・西村公助 1983「 H.跡部遺跡」『昭和57年度における埋蔵文化財発掘調査―その成果と概要―』俯)人尾
市文化財調査研究会
。米田彼幸 1984「第 6章 跡部遺跡発掘調査概要報告」F昭和58年度事業槻要報告』針)人尾市文化財調査
研究会
・成海佳子 1988「 19.跡部遺跡」F人尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』針)八尾市文化財調査研究
会
・西村公助 1989「19.跡部遺跡 (第 4次調査)」『入尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』は)人尾市
文化財調査研究会
・成海佳子 1991『跡部遺跡発掘調査報告一大阪府八尾市春日町 1丁 目出土銅鐸―』は)入尾市文化財調査

研究会
・米田彼幸 。西村歩 1991「跡部遺跡発掘調査報告」『人尾市文化財紀要 5』 八尾市教育委員会
・高萩千秋 1992「 � 跡部遺跡第 6次調査 (AT 91-6)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』針)人尾市文
化%調査研究会
・原田昌則 1993「 I 跡部遺跡 (AT 92-7)第 7次調査」『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』阿)八尾市
文化財調査研究会
・原田昌則 1993「Ⅲ 跡部遺跡 (AT 92-9)第 9次調査」『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』研)人尾市
文化財調査研究会
・成海佳子 1994「 1.跡部遺跡第11次調査 (AT93-11)」 『平成 5年度  ω)八尾市文化財調査研究会事業
報告』研)人尾市文化財調査研究会
・坪田真- 1994「2.跡部遺跡第12次調査 (AT93-12)」 『平成 5年度  ω)八尾市文化財調査研究会事業
報告』慨)人尾市文化財調査研究会
・坪田真- 1994「 3.跡部遺跡第13次調査 (AT 93-13)」 F平成 5年度  ω)人尾市文化財調査研究会事業
報告』僻)八尾市文化財調査研究会
・高萩千秋 1994「 I 跡部遺跡第14次調査 (AT 93-14)」 F財団法人入尾市文化財調査研究会報告42』 (財 )
人尾市文化財調査研究会
・岡田清- 1994「 5.跡部遺跡第15次調査 (AT 93-15)」 F平成 5年度 ω)八尾市文化財調査研究会事業
報告』俯)人尾市文化財調査研究会
・成海佳子 1995「 1.跡部遺跡第16次調査 (AT 94-16)」 F平成 5年度 は)八尾市文化財調査研究会事業
報告』研)八尾市文化財調査研究会
,原田昌則 1995「 2.跡部遺跡第17次調査 (AT 94-17)」 F平成 6年度  研)八尾市文化財調査研究会事業
報告』研)人尾市文化財調査研究会
,原田昌則 1995「 3.跡部遺跡第18次調査 (AT 94-18)」 F平成 6年度  は)八尾市文化財調査研究会事業
報告』俯)人尾市文化財調査研究会

-10-



―TT―





Ⅲ 植松遺跡第 5次調査 (UM96-5)



例

1.本書は、八尾市植松町7丁 目地内で実施した公共下水道 (7-27工区)工事に伴う発掘調査

の報告書である。

本書で報告する植松遺跡第5次調査 (U M96-5)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋386-3号 平成 7年10月 16日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査
研究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 8年5月 27日 から平成 8年 5月 31日 (実働 4日 )にかけて西村公助を担当者

として実施した。調査面積は38m2を測る。なお、調査においては中西明美、西村和子が参加

した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西村 (公 )、 西村 (和 )、 図面レイアウト・トレースー西岡

千恵子、西村 (公 )、 西村 (和)が行った。

本書の執筆、編集は西村公助が行った。
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Ⅲ 植松遺跡第 5次調査 (UM96-5)

Ⅲ 植松遺跡第 5次調査 (UM96-5)

1. はじめに

入尾市の西部に位置する植松遺跡は、南東から北西方向に流れる旧大和川の主流であった長瀬

川の左岸の沖積地上に位置する。同遺跡は、現在の行政区画では、植松町 。永畑町にかけて存在

している。

当遺跡内では、当研究会が平成 9年度までに6件の発掘調査を実施している。なかでも、今回

の調査地の北東約200m地点での下水道工事に伴う発掘調査 (U M95-4)で は、弥生時代中期
註 1

や奈良時代の遺物が多量に出土している。

また、北西約100mの太子堂遺跡内の調査 (T s83-1)で は奈良時代の井戸を検出している
註2

ことから、同時代の集落が今回の調査地周辺にあったことがわかっている。

当遺跡の周囲には、西に弥生時代前期以降近世に至るまでの集落遺構を検出している跡部遺跡、

北西に弥生時代以降の集落遺構を検出している久宝寺遺跡が隣接している。

~弐
:

。 ヽヽ

へしT

峯

第 1図 調査地周辺図
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地図記載位置 遺 跡 略号 調査地 調査原因 血積 訓査期間 調査機関

植松 90‐ 433 植松町 5丁 目地内 公共下水道 H030522-0527 市教委

b 植 松 91-626 永畑町3丁 目1-1、 1-15他 共同住宅 H040413-0414 市教委

ア 植松 UM92-1 永畑町 3丁 目地内 公共下水道第26正区 H050118-0202 研究会

イ 植松 UM93-2 永畑町 3丁 目1号他 共同住宅 (その 1) H050419-0719 研究会

ウ 植松 UM93-3 永畑町 3丁 目1号他 共同住宅 (その 2) H060210-0331 研究会

エ 植松 UM95-4 植松3,5丁 目地内 公共下水道7-20工区 H080318～ 0327 研究会

オ 植松 UM96-5 植松町 7丁 目地内 公共下水道7-27工 区 I1080527-ヤ 0531 研究会

カ 植松 UM96‐ 6 永畑町 3丁 目1-11 開発道路の整備工事 180 H081028～ 1206 研究会

1 跡 部 AT89‐ 5 春日町 1丁 目45-1 公共下水道 100 H011017～ 1130 研究会

2 跡部 AT91‐ 6 春日町 1丁 目地内 公共下水道 H030930～ 1004 研究会

3 跡部 AT92‐ 7 春日町 1丁 目47,48 店舗付共同住宅建設 H040709～ 0810 研究会

4 跡部 AT92-10 春日町 3丁 目地内 公共下水道98工 区 H050129～ 0215 研究会

跡 部 AT93-11 東太子 1丁 目106 龍華小学校 1215 H050517～ 0714 研究会

6 跡部 AT93-12 春日町 2丁 目35-1,352 共同住宅 H050517～ 0625 研究会

7 跡部 AT93-13 東太子 1丁 目16番地 共同住宅 H050628～ 0730 研究会

跡部 AT93-15 春日町1丁 目2～ 44番地先 公共下水道19工区 H060218 研究会

9 跡 部 AT94‐ 16 跡部本町 1丁 目地内 公共下水道5-111 H060912～ 1013 研究会

跡 部 AT95‐ 19 春日町 3丁 目地内 公共下水道6-22工区 H070621～ 0810 研究会

跡部 AT95‐ 20 春日町 4丁 目地内 公共下水道7-6工区 H071■ 0～ 1115 研究会

跡部 AT95‐ 21 東太子1,2丁 目地内 公共下水道7-16工区 H080131 研究会

跡部 AT96-23 春日町4丁 目4番 共同住宅 H090221～ 033ユ 研究会

跡 部 AT97-25 春日町2・ 3丁 目地内 公共下水道8-115工区 H090408- 研究会

跡 部 AT97-27 春日町3・ 4丁目地内 公共下水道8-113工区 H090528- 研究会

A 太子堂 TS83-1 東太子 2丁 目1他 共同住宅建設 S580606-‐ 1027 研究会

B 太子堂 TS90‐ 2 太子堂2・ 3地内 公共下水道 H030215 研究会

C 太子堂 TS92‐ 4 東大子 2丁 目地内 公共下水道第94工区 H050308-0406 研究会

D 太子堂 TS93‐ 5 東太子 2丁 目地内 公共下水道第6工区 H051130-1203 研究会

第 1 表 植松・跡部・太子堂遺跡調査地一覧表

2.調査概要
＼

1)調査の方法と経過

今回の調査は、公共下水道工事 (7-27工 区)に伴

って破壊が予測される立坑 1個所を対象に実施した。

調査面積は38♂ を測る。現地表面から1.5mま でを機

械により掘削し、以下0.6mは人力掘削による調査を

実施した。また調査終了後、工事掘削最終深度の現地

表下約3.6mま での上層堆積状況の観察を行った。

2)層序

第 0層 盛土。層厚1.lm。 現地表面の標高はT,P.+
10.2mである。

第 1層 旧耕土。5B2/1 青黒色粗砂混粘土。層厚
0.3m。 第 2図 調査位置図

第 2層  10YR 5/6 黄褐色細砂混粘土。層厚0.2m。 近世の磁器破片が出土した。

第 3層  10YR 3/3 暗褐色ンルト混粘土。層厚0.2m。 室町時代末期頃の羽釜の破片が出土した。

第 4層 10YR 4/4 褐色細砂混粘土。層厚0,3m。 上面で調査を実施したが遺構の検出はなかっ

た。上面の標高は、T.P,+8.5mである。

第 5層 10YR6/1 褐灰色粗砂混細砂。層厚1.7m以上。河川内の堆積土である。
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3)検出遺構と出土遺物

現地表面下1.8mに存在 してい

た第 4層上面で面的な調査を実施

したが、遺構の検出および遺物の

出土はなかった。

以下、土層堆積状況の観察を行

った結果、工事掘削の最終の深さ

までは室町時代以前の河川の堆積

と推定される砂層 (第 5層)を確

認した。この砂層内からは土師器

の破片が少量出土しているが具体

的な時期などの詳細は不明であ

る。

盛土

旧耕± 5B2/1青黒色粗砂混粘土
10YR 5/6黄褐色細砂混粘土

10YR 3/3皓掲色シル ト混粘土

10YR 4/4掲色細砂混粘土

10YR 6/1掲灰色粗砂混細砂

第 3図 東壁実測図

TP十
100m

90m

80m

Ⅲ 植松遺跡第 5次調査 (tyM96-5)

S

‐…‐‐却　　　‐ｍ

品 L
層

層

層

層

層

層

第

第

第

第

第

第

遺構に伴わない出土遺物

第 2層からは近世の磁器碗 (1)が、第 3層からは室町時代ごろの羽釜 (2)と 木製の漆器

(3)が出上した。

(1)は伊万里焼と思われる。ややゆるやかに内湾

気味に立ち上がる口縁部で、端部は尖り気味に九く終

る。口径11.2cmを測る。外面に草・木・花の文様が描か

れている。全面に釉薬を塗っているため光沢がある。

(2)は上内方へ立ち上がる口縁部で端部は面をもつ。

口径28cmを測る。(3)は内上方へ立ち上がる口縁部。

端部は尖 り気味に丸く終わる。底部は上げ底である。

口径7.8cm、 器高7.5cm、 底径5.8cmを測る。全面に赤色

(10R4/8)の漆を塗っている。器種は不明である。

に         ~＼ 2
20cm

第 4図 第 2層 (1)
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3.ま とめ

河川内の堆積土である第 5層の厚みは1.7m以上あり、河川の中心部分である可能性が考えら

れる。しかし流れの方向や川幅等の詳細は不明であった。第 4層内からの遺物の出土はなく時期

は不明であるが、上層の第 3層から室町時代末期頃の羽釜が出土していることから、河川は中世

末以前まで機能していたと推定される。

中世末頃以降 (第 4層以上)は ほぼ水平に堆積 しており比較的安定した状況を示 していた。し

かし、今回の調査地では、集落に関連する遺構の検出はなかった。

註記

註 1岡田清- 1997.3「 4.植松遺跡第4次調査
業報告』

註2駒沢 教他 1993「太子堂遺跡<第 1次調査
報告36』 (財)人尾市文化財調査研究会

(U M95-4)」 F平成7年度 ω)人尾市文化財調査研究会事

・第2次調査報告書>」 F財団法人人尾市文化財調査研究会

参考文献
・高木真光

・吉田野乃

・高萩千秋

1983.8「第2章植松南遺跡発掘調査概要報告」『人尾市埋蔵文化財発掘調査概要1980。 1981年度』

人尾市教育委員会
1992.3「 4.植松遺跡 (90-433)の 調査」『八尾市内遺跡平成3年度発掘調査報告書Ⅱ』人尾市文化

財調査報告26 人尾市教育委員会
1994「Ⅱ植松遺跡 (第 2次調査)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告42』 ω)人尾市文化財

調査研究会

写真 2 調査地周辺 (北から) 写真 3 第 4層上面全景 (北から)

写真 4 東壁面 (西から) 写真 5 下層掘削状況 (北から)

-16-



Ⅳ 植松遺跡第 6次調査 (UM96-6)



tアJ

1.本書は、八尾市永畑町 3丁 目1-11で実施した開発道路の整備工事に伴う発掘調査の報告

書である。

1.本書で報告する植松遺跡第 6次調査 (U M96-6)の 発掘調査の業務は、人尾市教育委員会
の指示書 (八教社文第埋255-3号 平成 8年 9月 30日 )に基づき、財団法人八尾市文化財
調査研究会がニチメン (株)代表取締役専務 田淵弘通から委託を受けて実施したものであ

る。

1.現地調査は平成 8年 10月 28日 から平成 8年12月 6日 (実働11日 間)にかけて原田昌則を担当

者として実施した。面積180m2を測る。調査においては垣内洋平・岸田靖子・北原清子・辻

野優子・西田真紀が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 9年 9月 に完了した。

1。 本書作成に関わる業務は、遺物実測―岸田、図面 トレースー北原、遺物写真―原田が行った。

1。 本書の執筆・編集は原田が行った。
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Ⅳ 植松遺跡第 6次調査 (uM96-6)

Ⅳ 植松遺跡第 6次調査 (U M96-6)

1.Iよ じめに

植松遺跡は人尾市の西部に位置し、河内平野内を南東から北西方向に流下した旧大和川の主流

であつた長瀬川左岸の自然堤防および沖積地上に立地している。現在の行政区画上では八尾市植

松 3～ 8丁 目、永畑町 2・ 3丁目の東西0.6km、 南北0.6kmがその範囲とされている。当遺跡周辺

には、南東に老原遺跡、南に木の本遺跡、西に跡部遺跡 。太子堂遺跡、北東に長瀬川を挟んで竜

華寺跡・矢作遺跡・成法寺遺跡が存在している。

当遺跡は、昭和56年度に八尾市永畑町 2丁 目で八尾市教育委員会により実施された店舗建設に

伴う調査で、平安時代前期の掘立柱建物 1棟や溝群が検出されたことから遺跡として認識される
註 1

ようになった。その後、新たな開発に伴う発掘調査は実施されず、本遺跡が西接する太子堂遺跡

や奈良街道 (亀瀬越道)に近接する関係から、街道を中心に展開した奈良・平安時代を中心とす

る遺跡として認識されてきた。ところが、平成 3年度に永畑町3丁目の国道25号線上で大阪府教

育委員会により公共下水道工事に伴う発掘調査が実施された結果、古墳時代から平安時代の遺物

包含層が確認され、複合遺跡の性格を帯びた遺跡であることが明らかになった。さらに、大阪府

剛平膵象峯度

圏
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教育委員会調査地の北に隣接する地点で、平成 4年度に当調査研究会が公共下水工事に伴って実

施した第 1次調査 (U M92-1)で は弥生時代前期・中期、古墳時代前期の遺物包含層の存在が

確認された他、近接する地点で平成 5年度に実施した共同住宅に伴う第 2次調査 (U M93-2)、
註3

第 3次調筆 (U M93-3)で も弥生時代前期から近世に至る遺構が検出されており、遺跡範囲の

南東部で、弥生時代前期以降の集落動態が明らかになってきた。また、遺跡範囲西部の植松 3。

5丁目地内で平成 7年度に実施した第 4次調査 (U M95-4)で は、弥生時代中期末・奈良時代
註5

の遺構・遺物が検出されており、現時点では遺跡範囲の南東部および西部を中心として重層的で

しかも広範におよぶ各時期の集落が存在したことが

想定できるようになってきた。

今回、第 6次調査 (U M96-6)を 実施した八尾

市永畑町 3丁 目1-11は遺跡範囲の南部にあたり、

昭和56年度に入尾市教育委員会が行った調査地に西

接している。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は開発道路内の管路布設に伴うも

のである。調査では、東西幅 2m、 南北長90mを測

る調査対象地内の人孔部分で発掘調査を2ケ所 (1

A地区・ 5A地区)で行ったほか、調査地全体を対

象として、最終掘削面 (現地表下3.lm前後)に至る

遺構 。遺物の有無ならび土層堆積状況を確認する目

的で随時立会調査を実施した。

調査地の地区割については、調査地の北西隅のX
O・ YO地点を任意の基点として東西方向10m、 南
北方向100mにわたって設定した。一区画の単位は10

m四方で、東西方向はアルファベット (西からA)、

南北方向は算用数字 (北から 1～ 10)で示し、地区

の表示は lA区～10A区 と呼称した。地点の表示に

は、東西線 (XO～ X100)・ 南北線 (YO～ Y10)

の交点の数値を使用した。掘削に際しては、発掘調

査を実施した部分では、現地表下約1.6m前後までを

機械掘削した後、以下0。 3mについては、人力掘削を

行い遺構・遺物の検出に努めた。

調査の結果、 lA地 区の現地表下1.8m前後 (T.
P.+9,00m前後)付近に存在する第 7層 10GY6/1緑

灰色粘質シルト層上面で平安時代前期に比定される

溝 1条 (SD-1)を 検出した。また、調査地全域

A
Ｙ‐
隣Ｘ

ＹＯ
＋
　
　
１

十X10

2

+X20

3

+X30

+X40

5

+X50

6

+X60

7

+― X70

3

4-x80

9

+xl。。  道25号線 〔 10         20m｀

―

第 2図 調査区設定図および地区割り図 (1/600)

昭和56年度八尾市教育委員会
調査地
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Ⅳ 植松遺跡第6次調査(uM96-6)

を対象とした立会調査においては、 lA地区から9A地区の広範囲にわたって、平安時代前期～

後期の遺物を極少量含む第 6層 N4/灰色粘土層の存在が確認された。

2)基本層序
調査地内で普遍的に確認された14層 (第 0層～第13層 )を摘出して基本層序とした。上部は既

設の構築物により撹乱を受けており、現地表面から約0.6m前後までは明確でない。以下、第 1

層～第 5層については、無遺物層であり、作土層を構成するものも認められない。第 6層は、平

安時代前期～後期の遺物を少量含む粘性の高い土層で、 3・ 4A地区付近で層厚を増しており、
この付近に小さな谷状地形の存在が想定される。第 7層上面が平安時代前期のベース面である。

第 8層以下は、無遺物層で沖積地に特有な灰色ないしは緑灰色の色調を基調とするシルト～粘土

層の漸移的な堆積が認められた。

第 0層 撹乱層。層厚0.6～ 0,9m。 上面の標高はT,P.+10,8m前後を測る。
第 1層 N6/灰色砂質シルト。層厚0,15～ 0,4m。
第 2層  10GY7/1明緑灰色砂質シルト。層厚0.1～ 0.3m。

第 3層 N8/灰白色極細粒砂。層厚0.1～ 0。25m。

第 4層 N6/灰色細粒砂。層厚0。lm前後。
第 5層 2.5GY7/1明オリーブ灰色砂質シルト。層厚0,1～ 0.4m。 酸化鉄の斑点が顕著。

第 6層 N4/灰色粘土。層厚0.1～ 0。4m。 粘性が高い。平安時代前半～後半の遺物を少量含む。 4

A地区付近で層厚を増している。

第 7層 10GY6/1緑灰色粘質シルト。層厚0.1～0.4m。 上面が平安時代前期の遺構検出面。

第 8層  N5/灰色粘土。層厚0。2～ 0.3m。

第 9層  N7/灰 白色シルト。層厚0.15～ 0.5m。

第10層  N5/灰色粘土。層厚0.2～ 0。4m。

第11層  N6/灰色シルト。層厚0。3m。

第12層 7.5GY8/1明 緑灰色細粒砂。層厚0.2m前後。流路ないしは洪水に関連する水成層。6A
地区・7A地区付近のみに存在。

第13層 N8/灰 白色細粒砂混じり粘質シルト。 層厚0。 25～ 0,4m。 5A地区より南部に存在し
ている。

3)検出遺構と出土遺物
溝 (SD)

SD-1
lA地区で検出した。検出部分では、

南北方向に伸びる流路が南端部で西側に

屈曲し、流路を東西方向に変えている。

検出部分の法量は、東西長3.5m、 南北

長0.5m、 幅0,35～ 0.4m、 深さ0,05mを 測

る。溝底はほぼ水平で断面形状は逆台形

を呈する。埋土は灰色粘上の単一層で、

層中から平安時代前期 (9世紀末～10世

5

~     6

| 
｀

0
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第 3図  lA地区SD-1出 土遺物実測図
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Ⅳ 植松遺跡第6次調査(uM96-6)

紀初頭)に比定される土師器皿・杯・台付き鉢、須恵器杯身 。甕等の土器類の他、胴部が残存す

る土馬、一部熱変を受けた凝灰岩等が出土している。

そのうち、 7点 (1～ 7)を 図化した。内訳は土師器一皿 1点 (1)。 杯 3点 (2～ 4)。 高

台付き鉢 1点 (5)、 須恵器一杯身 1点 (6)、 土馬 1点 (7)である。(1)は土師器皿で約1/6

程度が残存している。復原口径15cm、 器高2.3cmを 測る。口縁部外面は強いヨコナデにより体部

中位に明瞭な段を有する。茶褐色の色調で、焼成は良好で胎土は精良である。土師器杯 (2～ 4)

の 3点はいずれも体部の小破片である。復原口径15cm前後を測る。やや深味のある体部で、口縁

部タト面はヨコナデ、以下の体部は指頭圧成形後ナデ調整が行われている。色調は (3・ 4)が茶

褐色系、(5)が淡灰褐色である。胎土は (2)が精良で (3・ 4)には0.5～ lHlm程度の長石・

石英粒が多量に含まれている。(5)は土師器の高台付き鉢の底部と推定される。高台径11.lcm、

高台高1.3cmを測る。淡茶褐色の色調で焼成は良好で、胎土中に大粒の長石粒が散見される。(6)

は高台を有する須恵器杯身で、高台部分は大半が久損している。淡青灰色の色調で、焼成は堅緻

である。(7)は裸馬を表現した土師質焼成の上馬である。頸部・尾部 。脚部の大半が欠損して

いる。

Y6

XO―トー

A
TP+900m

0                50cm

l N4/灰色粘土 

―
第 6図  lA地区 SD-1断 面図

写真 l SD-1内 遺物出土状況 (北から)第 5図  lA地区 SD-1平 面図 (1/40)
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4)遺構に伴わない遺物

lA区の第 6層を中心に土器類が出上しているが、量的

には極少量で小片化したものが大半を占めた。図化し得た

ものは 4点 (8～ 11)である。(8)はやや粗製の上師器

椀である。高台径 7.lcm、 高台高0.7cmを測る。内面の全面

に炭化物が付着しており、蓋として使用されたものと推定

される。茶褐色の色調で、胎土中に 311m程度の花筒岩が散

見される。 (9)は土師器杯底部の小破片である。復原高

台径 9。 4cmを 測る。茶褐色の色調で、胎土中に l mm未満の

長石・石英粒が多 く含まれている。 (lo)は内黒の黒色土

器A類椀である。高台径9.4cm、 高台高0.4cmを測る。内面

は見込みに一定方向の密なヘラミガキ、体部に水平方向のヘラミガキ調整が行われている。外面

の色調は淡赤褐色で胎土は精良である。 (11)イよ土師器甕の口縁部で、残存率は1/18程度の小破

片である。復原口径19,3cmを 測る。口縁部が「く」の字に屈曲して上外方に伸びるもので、口縁

端部は内側に肥厚して終わる。茶褐色の色調で、胎± 211m程度の花商岩が散見されるが、概ね密

である。 4点ともに平安時代前期 (9世紀末～10世紀初頭)に比定される。

3.ま とめ

今回の発掘調査は、開発道路内の管路布

設に伴う線的な調査ではあったが、平安時

代前期の遺構の存在と当該期の遺物包含層

の広範囲な広がりが確認された。平安時代

前期の遺構については、調査対象地南端に

東接する地点で、昭和56年に八尾市教育委

員会により実施された発掘調査で同時期の

掘立柱建物や溝群が検出されており、それ

らの地点との有機的な関係が想定される。

一方、平安時代前期以前の状況について

は、工事掘削深度である現地表下3.lm前

後 (T,P.+7.7m前 後)について立会調査

を実施したが、この範囲内では粘土～粘土

質シルトを中心とした沖積地特有の堆積状

況が看取されるのみで、遺構 。遺物等は確

認されなかった。ただ、西接する地点で実

施された第 3次調査 (U M93-3)で は、

現地表下約3.2～ 4.4m(T.P,+7.4～ 6.2m)

で弥生時代前期～古墳時代前期の遺構およ

び遺物包含層の存在が確認されており、当

Ⅷ砦

0                 10cm

第 7図  lA地区第 6層出土遺物実測図

写真 2 調査地全景 (南から)
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Ⅳ 植松遺跡第6次調査(uM96-6)

調査地点のさらに下部においてもこれらに該当する遺構・遺物が存在する可能性が高く、今後、

深層におよぶ掘削については注意をはらう必要があろう。

註記

註 1 高木真光 1983「第 2章 植松南遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980・ 1981』
人尾市教育委員会

註2 高萩千秋 1993「 5.植松遺跡第 1次調査 (U M92-1)」 F平成4年度 (財)八尾市文化財調査研究会
事業報告』懺)八尾市文化財調査研究会

註3 高萩千秋 1994「 6。 植松遺跡第2次調査 (U M93-2)」 F平成 5年度 (財)入尾市文化財調査研究会
事業報告』付)八尾市文化財調査研究会

註4 高萩千秋 1994「 7.植松遺跡第3次調査 (U M93-3)」 F平成 5年度 (財)八尾市文化財調査研究会
事業報告』針)人尾市文化財調査研究会

註 5 岡田清-1995「 4.植松遺跡第4次調査 (U M95-4)」 F平成 5年度 (財)八尾市文化財調査研究会
事業報告』針)八尾市文化財調査研究会
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写真 3 1A地 区 SD-1検 出状況 (北から)
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V 亀井遺跡第4次調査 (KM96-4)



例

本書は、大阪府八尾市亀井町 1・ 2丁目、跡部本町4丁目で実施した公共下水道工事 (8-
110工区)に伴う発掘調査の報告書である。

本書で報告する亀井遺跡第 4次調査 (K M96-4)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋403-3号 平成 8年 10月 3日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調
査研究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 9年 2月 17日 から2月 21日 (実働 5日 間)にかけて、古川晴久を調査担当

者として実施した。調査面積は17.92♂ を測る。

調査および内業整理には村井俊子が参加した。

本書の執筆・写真撮影及び編集は古川が行った
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V 亀井遺跡第 4次調査

V 亀井遺跡第 4次調査 (KM96-4)

(K M96-4)

1. はじめに

亀井遺跡は八尾市の西端に位置し、現在の行政区画では、人尾市亀井町 1～ 4丁 目・南亀井町

1～ 3丁 目・跡部本町 1～ 4丁 目。跡部南の町 1丁 目と大阪市平野区長吉出戸にかけて所在す

る。

地理的には、河内平野南端部の沖積平野に立地し、旧大和川水系の東除川・平野川の 2つの河

道により形成された微高地上に位置する。同地形上で北に久宝寺遺跡、西に竹測遺跡、東に跡部

遺跡、南西に城山 。長原 (大阪市)遺跡が所在する。

亀井遺跡は、昭和43年 (1968年 )の平野川改修工事に伴う発掘調査で弥生土器が出上したこと

から周知のものとなった。その後、近畿自動車道建設 。長吉ポンプ場築造などに伴い大阪府教育

委員会 。 (財 )大阪文化財センター (現 。大阪府文化財調査研究センター)・ 八尾市教育委員

会 。当調査研究会により数次の発掘調査が実施され、縄文時代晩期から近世にわたる遺構・遺物

日召示日54年

%]脚

今回の調査地 (K M96‐ 4)

日

唖
圏
■

一郡 X牟もI耳を耳
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=■

萩逝ギ面
工

第 1図 調査地周辺図
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が多数検出されている。特に、弥生時代中期後半において集落をめぐる多重の大溝が確認されて

おり、河内における拠点集落の実態を解明する上で重要な位置を占めている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、公共下水道工事 (8-110工区)の発進立坑部分の 1箇所を対象にした調査で、

当調査研究会が亀井遺跡内で実施した第 4次調査にあたる。調査地の平面形は、東西幅3.2m×

南北幅5,6mの 長方形を呈し、調査面積は17.92ド を測る。

調査は、市教育委員会の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づき、現地表 (ToP.+8.56m)下 から

1.7m前後を機械掘削とし、それ以下lm前後について人力掘削を主として行い、状況に応じて機

械掘削を併用して実施した。土層断面観察のため西壁 (一部北壁)を残しながら掘削を行い、調

査を進めた。最終的に、現地表下から約4.lm(T,P.+4.5m)ま で上記の方法で実施し、遺構・

遺物の検出に努めた。その結果、現地表から約2.lmで室町時代中期 (15世紀前半)に比定され

る溝 (S D101)と 時期不明の溝 (s D102)各 1条検出した。

一至中央環状線

＼

ヽ

ヽ
＼ヽ

対

…路‥ｉ‥一一」一種

写真 調査地近景 (南西より)

第 2図 調査地位置図
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V 亀井遺跡第 4次調査 (KM96-4)

2)層序

現地表 (T.P.+8.56m)下から1.25mで層厚約50cmを測る旧耕上を確認した。第 4～ 6層は、

しまりの弱い灰白色の粗砂を中心とする溝の埋上である。第 7層より下部は、層厚20～ 40cmを測

る灰色～緑灰色の粘土層を主体とする土層が水平に堆積しており、各層中には、植物遺体・炭酸

TP+90m… ――

70m‐―……

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

現代盛土             第 8層 灰色粘土
青灰色シル ト質粘土(旧耕土)    第 9層 灰茶掲色粘土
薄灰色シル ト質粘土 (S D102埋土)第 10層  灰色粘質土
灰黄色粗砂 (S D101埋土)    第11層 灰色粘土
灰白色細砂 (S D101埋土)    第12層  淡灰黒色粘土
灰白色粗砂 (S D101埋土)    第13層 緑灰色シル ト質粘質土
薄灰色粘質土           第14層 緑灰色粘土

第15層 灰黒色粘土 (黒色粘土)

第 3図 土層断面図 (西壁 )
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カルシウムが多く含まれている。このことから当地は、長期間にわたり河川域・沼沢地であった

ことが看取される。また、最終掘削面の第15層 においては、中河内地域において確認されている

黒色粘土層を確認した。以下に土層の層序を記す。

第 1層 現代盛土。コンクリート塊・鉄筋・バラスを多数含む。
第 2層 青灰色シル ト質粘土。層厚50cm。 (十日耕土 )

第 3層 薄灰色シル ト質粘土。層厚最大40cm。 (S D102埋土 )
第 4層 灰黄色粗砂。層厚最大25cm。 第 6層 より粒子大きく、しまり弱い。 (S D101埋土 )
第 5層 灰白色細砂。層厚最大12cm。 自然木を少量含む。 (s D101埋土 )
第 6層 灰白色粗砂。灰色の粘土ブロックを均―に含み、しまり弱い。 (S D101埋土 )
第 7層 薄灰色粘質土。層厚15～ 35cm。 粘性強い。
第 8層 灰色粘土。層厚20～ 28cm。 植物遺体を多く含む。
第 9層 灰茶褐色粘土。層厚最大25cm。 炭酸カルシウム・植物遺体を均―に含む。
第10層 灰色粘質土。層厚15～ 30cm。 植物遺体を多く含み、粘性強い。
第11層 灰色粘土。層厚40～ 45cm。 粘性非常に強い。
第12層 淡灰黒色粘土。層厚15～ 35cm。 炭化物を若千含み、粘性強く、ややしまり強い。
第13層 緑灰色シルト質粘質土。層厚10～ 40cm。 灰色の微砂を層中の下部に含む。
第14層 緑灰色粘土。粘性強く、ややしまりあり。層中の上部に植物遺体を含む。
第15層 灰黒色粘土。粘性強い。この層は、部分的にしか確認していない。 (黒色粘土層 )

3)検出遺構と出土遺物
T.P,+6。8m前後で溝 (S D101)を 1条検出した。

S D101

S D101は、調査区を東西方向に向かって伸びており、検出部分の上面幅約3.Om・ 深さ50cmを

測る。溝埋土は 3層 (第 4～ 6層 )か ら成 り、何れも締まりの弱い粗砂～細砂が堆積 している。

遺物は、第 6層 を中心 として室町時代前期～中期に比定される瓦質摺鉢 (1・ 2)。 瓦質甕

(3)。 上師器羽釜 (4～ 6)。 備前焼摺鉢 (7・ 3)・ サヌカイト剥片 (9)・ 屋瓦 (丸瓦lo

～¬3、 平瓦 14・ 15)が出土した。出土遺物は、コンテナに 2箱 を数える。

(1)は瓦質摺鉢で、体部下部は遺存していない。体部が逆ハの字形に開き、口縁部に至る。

口縁端部は、尖 り気味に終る。体部外面には、煤が濃厚に付着 している。 (2)は瓦質摺鉢で、

逆ハの字形の体部より口縁部が内傾する。やや粗い作 りで体部外面に粗いヘラケズリ、内面に 7

条/1.2伽 のおろし目を入れる。(3)は瓦器甕の小片で、口縁端部はタト側に肥厚 し、丸みをもつ

玉縁状になる。体部外面に並行タタキを施す。色調は、薄い灰白色を呈す。(4)～ (6)は土

師器羽釜である。 (4)は 口縁部～答部上半にかけて遺存 しており、口径 (復元値)29.8cmを 測

る。体部の張 りはなく、口縁部が内傾して終る。鍔は短く、やや外上方へ伸びる。体部外面をへ

ラケズリ、体部内面は横方向の細かいハケメを施す。(5)は 口径 (復元値)26.6cmを 測る。口

縁部の内傾は緩いが、口縁端部は短く外反する。体部外面ヘラケズリ、体部内面ハケメを施す。

体部外面に煤が付着している。(6)は小片でやや高さのある直立した口縁部で鍔は水平方向に

伸び、端面はやや面をもつ。口縁部下半あたりに接合痕が残る。 (7)。 (3)は備前焼摺鉢の口
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V 亀井遺跡第4次調査(KM96-4)

縁部と底部の小片で、色調は茶褐色を呈し、胎土には白色砂粒を含む。(1)～ (3)は 14世紀

後半～15世紀前半に比定される。同じS D101内から出土した (9)はサヌカイトの剥片で片面

に自然面を残し、もう片面には剥離痕が認められる。(9)は混入したものである。

子 湘 闇 蒻

偽
涸
覇

一
‐ぬ随▽‐
鰯

一

湘ぷ附
ヰ
ーＩ
Ц

み ■

0                10cm

第4図  S D101出土遺物実測図①

溝内から屋瓦が小片を含めて30点 (う ち丸瓦11点・平瓦19点)出土した。 (10)イよ玉縁付丸瓦

で広端部を欠いている。残存長17.8cm・ 高さ7.3cm。 厚さ約2.4cmを測る。凹面は、細かい布目・

縄目が遺存している。凸面は、縦方向にヘラケズリした後丁寧にナデを施している。色調は灰白

色を基調としていて、胎土は密で焼成は、硬質で良好である。 (呵 1)イよ残存長16.2cm・ 高さ3.8cm

を測る。凸面の調整は、 (呵 o)と よく似ており凹面に細かい布目が遺存する。色調は両面とも薄

い灰黒色を呈し、胎土は良で 2 nlm以下の長石を均―に含む。焼成は良である。 (12)イよ玉縁付丸

瓦で残存長10.Ocm・ 高さ3.4cmを 測る。凹面には細かい布目が残っている。凸面にナデ、色調は、

灰白色を呈し、胎土は 2～ 5 Hlmの長石を均―に含み、焼成は良である。 (13)イよ、残存長11.5

cm。 高さ1,7cmを 測る。凹面には粗い縄目そして側面は面取り後ナデをしている。凸面は、粗い

ナデ、色調は薄い灰黒色を呈し、胎土は 311m以下の長石を均―に含む。(14)の平瓦は、長辺

12.2cm。 厚さ1.8cmを測る。凹面には縦方向のナデが確認できる。凸面にはタタキ痕、両面とも離

れ砂がみられる。(15)は長辺11.2cm・ 厚さ2.6cmを 測る。凹面にはナデを行う。凸面は、ハケ状

工具によるナデ、両面とも離れ砂がみられる。2次焼成を受けており、色調は淡い黄橙色を呈す。

遺物の出土状況などから判断するとs D101は、短期間のうちに埋没した可能性が高いと考えら

れる。

-29-



―

ｌ

η

士

・一
＝

＝
―
―
―
―

―

―

―

―

―

肺
閑
赳

一

れ
/

第 5図  S D101 出土遺物実測図②
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v 亀井遺跡第4次調査 (KM96-4)

S D102

S D102は、 S D101を 一部切り込んでいるが、遺物の出土もなく時期不明である。

4)遺構に伴わない出土遺物

機械掘削時に第 1～ 2層から土師器・磁器片が出上したが、いずれも小片であり図示できなか

った。

5)出土遺物観察表 (1～ 15)

番号 器種・部位 法量 (cm) 色調 胎土 焼成 特徴 残存・備考

1 兄 希

摺鉢

口縁～体部

口径 (復)244 υり暗炊包

lnl灰白色

管

2 nlm以下

幅 を少

動 。

良 口縁端部は、面をもつ。体部が逆ハの字形に開き、回縁部に

至る。

口縁部内外面は、横ナデ。体部外面は、ヨコ・ナナメ方向の

ヘラケズリ。体部内面に一部おろし目が残る。

極小

反転復原

九 希

摺鉢

口縁～体部

口径 (復)32.4 17・l灰白色

lnl黒灰色

測 ′ヽ

2111m以下

幅 を少

動 。

良 口縁部ヨコナデ。

体部外面タテ方向のヘラケズリ。

体部内面に径■2cmの おろし目を施す。

(残存)1/3
反転復原

比待

養

日縁～体部

口径 (復,31( 専仄 口色 撤 良好 玉縁状の回縁部。

口縁部直下から体部外面に並行タタキを施す。

極

反転復原

土師器

羽釜

口縁～体部

口径 (復 )29,〔 黒～灰茶色 やや粗い 良好 口縁部 (内外面)ヨ コナデ。

体部外面ヘラケズリ。

体部内面は横方向の細かいハケメ。

(残存)1/3
反転復原

土師器

可可畜善

口縁～然部

口径 (復)26( 例け険余褐

色 lbl淡

黒灰色

やや粗い 良好 口縁部 (内外面)ヨ コナデ。

体部外面ヘラケズリ。

体部内面は、ハケメ。

(残存)1/3
体部外面に煤

付着。

」二日甲君,

羽釜

口縁～体部

ヨ径 (復)27〔 911 淡灰 褐

色 lnl淡

黒灰色

やや粗い 良 口縁部 (内外面)ヨ ヨナデ。

体部外面ヘラケズリ。体部内面ヨコナナメ方向のハケメが一

部残る。

極小

接合痕あり。

7 偏■1

摺鉢

口縁

器高 (残)4 慕褐色 脇

白観 を

釣

良好 逆ハの字形に開く体部より、口縁部が幅広く内傾する。 極小

隔 日」

摺鉢

底部

器高 (残)57 茶褐 色 撒

白動 を

釣

良好 底面は、平坦である。 極小

サ ヌ カ イ ト

剥片

長

幅
噺
款
襲

51

49

14

詈灰 色 緻 片面は、自然面を多く残し、風化している。

もう片面には剥離痕が認められる。

丸瓦 凝仔長

葛さ

享さ

OI・l淡白色

⑪ 灰白色
密

3 HIm以下

の長石を少

魏 。

良好 凹面―細かい布目、縄目。

凸面―タテ方向のヘラケズリ後丁寧なナデ。

側面一面取り、ナデ。

11 丸 瓦 茂再長 16.2

蔚さ   3.〔

薄灰黒色 良

2 alm以下

幅 を均

―に含む。

良 凹面―細かい布目。

凸面―ケズリ後丁寧なナデ。

丸瓦 磯存 長

蔚さ

灰白色 良

2～ 5mm
嚇 を均

―に含む。

良 凹面一細かい布目。

凸面―ナデ (磨滅のため不明瞭)

側面一面取り、ナデ。

丸 瓦 残存長 ■ 5
高さ   17

藤灰黒色 良

3 al14以下

舛議子を均
―に合むハ

良 四面―粗い縄目。

凸面―ナデ。

側面―ナデ。

平瓦 辺

さ

長

厚

122

■8

灰黒色 密

2 alln以下

舛詠予石

熊を多婚妻こ

鞘 ハ

良 凹面―縦方向のナデ、離れ砂。

凸面―タタキ、離れ砂。

平瓦 辺

さ

民

一早

122

26
淡黄橙色 密 良 四面―ナデ、離れ砂。

凸面―ハケ状工具によるナデ、離れ砂。

次焼成を 受

けている。
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3.ま とめ

今回の調査では、室町時代中期に比定される溝を確認した。そして、溝内より屋瓦がある程度

まとまって出上した。調査地から約200m西 には、応永元年 (1394)畠 山満家の発願によって創

建され、現在でも法灯を灯す真観寺や千光寺と称する大和西大寺の末寺にあたる釈迦堂遺址と考

えられる釈迦寺山があり、鎌倉時代～室町時代にかけての古瓦が採集されている。特に、真観寺

に関しては、寺域が確定しておらず17世紀末の境内図の写しを残すのみである。今回検出された

遺構 。遺物は上記の何れかに関連した可能性が高いものと推定される。弥生時代～古墳時代の遺

構・遺物が期待されたが、当地では全 く確認できなかった。しかし、土層堆積状況から長期間に

わたっての活発な沖積作用が確認できた。

Y=-1530(ЮKm

イ

Y=-154 000Km

0                              500m

第 6図 地籍図(幕末～明治時代)にみる調査地周辺図
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Ⅵ 萱振遺跡第21次調査 (K F96-21)



,アJ

本書は大阪府八尾市萱振町 7丁目地内で実施した公共下水道工事 (7-121工 区)に伴う発

掘調査の報告書である。

本調査で報告する萱振遺跡第21次調査 (K F96-21)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第埋55号 平成 8年 4月 18日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研

究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 8年 7月 17日 から9月 2日 (実働12日 間)にかけて、岡田清―を担当者と

して実施した。調査面積は13m2を測る。調査においては辻野優子・中谷嘉多・中村百合が参

加した。

本書の執筆・編集は岡田が行った。
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Ⅵ 萱振遺跡第21次調査

Ⅵ 萱振遺跡第21次調査 (KF96-21)

(KF96-21)

1 . はじをゆに

萱振遺跡は、南東から北西方向に流れる旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた低

位沖積地上に位置する。さらにその二河川のほぼ中央部にあたる最も低いところを楠根川が南東

から北西方向に流下している。遺跡の推定範囲は、この楠根川右岸の萱振町を中心に東西約 1

km。 南北約 2 kmを測る南北方向に長い地域になる。現在の行政区画上では、緑ヶ丘 1～ 4丁 目、

萱振町 1～ 7丁 目、泉町 1～ 3丁目、桂町 1～ 3丁目、幸町 1・ 3。 4・ 6丁目に所在する。当

遺跡の周辺には、北西に山賀遺跡、南に東郷遺跡が隣接し、北の東大阪市域に至っては、新家遺

跡 。若江遺跡 。瓜生堂遺跡が広がっている。

ここで当遺跡の歴史的環境をみると、北部の泉町2丁目に位置する西郡天神社には、飛鳥時代

後半から奈良時代頃を中心にこの地域に勢力を持った錦織連一族の氏寺とされる「西郡廃寺」の

推定地が所在する。さらに今回の調査地から東へ約100m地点には、式内社「カロ津良神社」 (写真

1)があり、現在は牛頭天王と称し、疫病を治める神として祀られている。考古学的に当遺跡は

現在まで、大阪府教育委員会・八尾市荻育委員会 。当研究会によって多数の調査が実施されてお

り、その結果、弥生時代前期から近世に至る複合遺跡であることが判明している。その中でも特

第 1図 調査地位置および周辺図

ぱす一一一
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写真1 式内社「加津良神社」(南西から)

筆すべきものは、昭和57年度に当遺跡のほぼ中央部にあたる萱振 7丁 目において、大阪府教育委

員会によって実施された府立八尾北高校建設工事に伴う調査 (①)がある。 (※○数字について

は表参照)こ の調査では、弥生時代前期から中世までの生活面が連綿と検出され、遺物も大量に

出土した。特に古墳時代前期においては、 1辺約27mを測る方墳となる「萱振 1号墳」 (写真 2)

が検出され、墳頂部からは収形埴輪・鰭付埴輪 。朝顔形円筒埴輪が出上した。この方墳の発見は、

河内の低地部で発見された古墳のなかでも最大級であり、埴輪を含め平地における古墳の様相を

究明する上で貴重な成果と言える。

周辺における調査一覧表

写真2 復元・保存された「萱振1号墳」

No 調査主体 調査期間 面積 (In2) 主な検出遺構 文  献

① 大阪府教育委員会 昭和58年 6月 ～

昭和59年 11月

14,000 弥生時代前期一自然流路 1、 弥生時代中期―

溝 2、 水田跡 (大畦畔)、 弥生時代後期一掘立

柱建物17・ 井戸 1 土坑26・ 溝26・ 自然流路
1、 古墳時代一方墳 1,方形周溝墓 4・ 土壊
墓 1・ 土器棺墓 1・ 祭祀遺構 4・ 井戸 7・ 土

坑30以上、余良時代―掘立柱建物 10・ 井戸

1・ 溝 5。 自然流路 1、 平安時代―井戸 3・

火葬墓 1、 中世―井戸38・ 土坑13・ 溝30以上

〈※古墳時代の遺構および中世の溝の数値 (数

字)については不確定である〉

広瀬雅信 1992『萱振遺跡 大阪府
文化財調査報告書 第39輯』大阪府
教育委員会

② 当調査研究会

(KF91-11)

平成 3年 8月 ヽ

9月

弥生時代後期末～古墳時代初頭―土坑 1・ 溝

4・ 小穴 2・ 水四 ?、 古墳時代前期―土坑

3 溝 3、 古墳時代中期―土坑 4・ 溝 3・ 小
穴 3、 近世―井戸 3、 時期不明―小穴 3

高荻千秋 19929「 Ⅸ 萱振遺跡第
11次調査」F(財 )人尾市文化財調査
研究会報告34』

⑥ 人尾市教育委員会

(92-006)

平成 4年 4月 古墳時代前期―小穴 1、 古墳時代中期～後

期―溝 1、 近世―瓦導管

漕斎 19933「 萱振遺跡の調査」『八

尾市文化財調査報告27 平成 4年度
国庫補助事業 人尾市内遺跡平成 4
年度発掘調査報告書 I』 人尾市教育

委員会

④ 当調査研究会

(KF94-1の

平成 7年 3月 弥生時代後期一埋没河川、平安時代末期―水

田 ?

成海佳子 19961V 萱振遺跡第17
次調査」『萱振遺跡 (財 )八尾市文化
財調査研究会報告52』

⑤ 当調査研究会

(KF95-D
平成 7年 8月 ～

11月

弥生時代前期一自然流路 岡田清- 1996「V 萱振遺跡第18
次調査」『(財 )八尾市文化財調査研
究会報告53』

⑥ 当調査研究会

(ICP95 1の

平成 7年 9月 ～

平成 8年 2月
古墳時代初頭以前一自然流路、平安時代後

期―溝 1

西村公助 1996「Ⅵ 萱振遺跡第18
次調査J『 (財)八尾市文化財調査研
究会報告53』
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ここで今回の調査地周辺における当研究会の調査をみると、平成 3年度に府立八尾北高校の西

側にあたる地点で実施した第11次調査 (②)で、弥生時代後期末～古墳時代初頭にかけての集落

遺構が見つかっている。また、今回と同様に公共下水道工事に伴う調査として平成 6年度に第17

次 (④ )、 平成 7年度に第18次 (⑤)。 第19次 (⑥)の 3件が実施されており、弥生時代～中世

に至る河川や沼沢地・水田等が複合的に確認されている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道工事 (7-
121工 区)に伴う発掘調査で、当研究会

が萱振遺跡内で実施する第21次調査にあ

たる。調査対象となった立坑は西側の第

1区・東側の第 2区の 2箇所で、双方と

もライナープレートと呼ばれる軽量曲板

0          10         20m

第 2図 調査区位置図
を立て込む工法のもので、総面積は約13ポ を測る。

各立坑の面積および掘削深度は、第 1区が面積約 4♂・深度については工事掘削が現地表から

5m前後であるが、現地表から2m以下は土壌改良による薬剤注入のため、平面および壁面を観

察することは不可能であり、その部分については調査を断念せざるを得なかった。一方の第 2区

は、面積約 9ド・深度は工事掘削範囲となる現地表下4.5m前後まで調査した。

掘削の方法は、各地区とも現地盤から1.Om前後の盛土・撹乱層部分を重機によって排除した

後、以下工事掘削深度まで層理に従い、重機と人力を併用して遺構・遺物の検出に努めた。

2)基本層序
2箇所で 9層の土層を検出した。双方を対比すると、いずれも現地表から1.Om前後は既設の

水道・ガス管等の埋設物による撹乱および盛土による堆積層であるが、その下層の標高 4～ 5m
間では様相が異なる。それは第 1区が三層から成る近世期の整地層あるいは生活面の存在を示唆

する堆積層であるのに対 し、第 2区では今回第 5層 とした、層厚1,6m前後を測る比較的厚い砂

の堆積層をみるに至った。この砂層の堆積は、周辺における既往の調査結果から平安時代～中世

の時期間に埋没した河川と解釈される。

以下、検出できた各層について両地区まとめて列記する。

第 1層 :盛土および撹乱層。層厚および内容については既述したとおり。現地表の標高は、第

1区が T.P.+5。 933m、 第 2区がT.P.+5.775mを それぞれ測る。

※以下、第 2～ 4層は第 1区のみ検出。

第 2層 :5B3/1暗 青灰色砂質シルト。層厚20cm前後。近世の国産陶磁器片を含む。

第 3層 :N3/暗灰色砂質ンルト。層厚20cm前後。近世の瓦片を含む。

第 4層 :7.5YR7/6橙色粘土質シル ト。層厚30帥前後。奈良時代の羽釜、中世の軒丸瓦・平瓦、

近世の青磁 。国産陶磁器のそれぞれ破片が含まれる。

第 5層 :5PB7/1明青灰色細粒砂。第 2区のみの検出。層厚及び内容については既述したとおり。

第 6層 :5PB3/1暗青灰色粘土質シル ト。両地区に存在するが、第 1区の層厚については既述し
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第 2区

(層序模式図)

ヤ___上__ゴ

現地表

´ TP+5775m

50m

40m

30m

20m

〔層序〕

第 1層 :盛土および撹乱層

第 2層 :5B3/1暗 青灰色砂質シル ト

第 3層 :N3/ 暗灰色砂質シル ト
第 4層 :7 5YR7/6橙 色粘土質シル ト

第 5層 :5PB7/1明青灰色細粒砂

第 6層 :5PB3/1暗青灰色粘土質シル ト

第 7層 :5B5/1明 青灰色シル ト

第 3層 :N5/ 灰色粘土
第 9層 :5B5/1青 灰色粘土質シル ト

第 3図 土層断面図

たとおり。

第 7層 :5B5/1明青灰色シルト。層厚30～ 35cm。

第 8層 :N5/灰色粘土。層厚40～ 45cm。 アシ等の植物遺容が混入する。

第 9層 :5B5/1青灰色粘土質シルト。層厚1,Om以上。

3)検出遺構と出土遺物

両地区とも遺構は検出されなかった。

遺物は、第 1区からは第 2～ 3層内で近世の平瓦・青磁・摺鉢、中世の上師皿 。軒九瓦・平瓦、

奈良時代の須恵器の壺と甕のそれぞれ小破片の他、時期不明の叩き石 1点が出上した。そのなか

で図化できたものは、中世の軒丸

瓦 (1)と 時期不明の叩き石 (2)

の 2点である。軒丸瓦は三巴文で

巴は太 く、尾は相互に連なり、全

体的に文様の隆起は大きい。また、

瓦当面には離れ砂が認められる。

時期的にその形態から鎌倉時代初

頭頃の所産とみられる。叩き石は

0        5      10cm

1

1

6

7

8

9

第 4図 第 1区出土遺物実測図
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Ⅵ 萱振遺跡第21次調査 (KF96-21)

写真3 第1区 出土遺物<軒丸瓦 (左 )・ 叩き石 (右)>

砂岩製の円礫を素材とするもので、残存する片端部には敲打痕が認められる。一方の第 2区では、

平安時代～中世にかけての埋没河川とみられる第 5層内から、流れ込みによる弥生土器の菱の小

破片が数点出土したが図化できるものはなかった。

3.ま とめ

今回の調査は、 2箇所とも径 2～ 3mのライナープレートを使用した非常に狭小な調査区であ
ったため、結果的に土層観察と遺物採集に主眼をおくものとなった。第 1区では、土質の悪条件

から現地表下 2m前後までしか調査はできなかったが、近世の整地層とも考えられる土層(第 2
～4層)内 に奈良時代～鎌倉時代に比定される遺物が包含されていたことは、該期の集落が付近

に存在することを明示していると言えよう。さらに、三巴文の軒丸瓦をはじめ瓦類の出土は、

「西郡廃寺」の寺院存続時期を考察するにあたって興味がもたれる。

一方、第2区の第 5層については周辺における既往の調査から、平安時代～中世の時期間に埋

没した河川と確認・判断した所為である。それは、第17次 (④)の平安時代末期～鎌倉時代初頭

の洪水層、第18次 (⑤)の平安時代に比定される河川跡、第19次 (⑥)の平安時代末期の溝 l条、

さらに大阪府教育委員会が実施した府立八尾北高校建設 (①)に伴う調査では平安時代の井戸 1

基といった調査結果から、層位・レベル的にほぼ合致するものである。これらのことから少なく

とも平安時代、当地周辺においては、その遺構・遺物の希薄さと河川の氾濫にみられる不安定な

土地条件から察せられるように、人が生活を営む上では不向きな沼沢地、あるいは氾濫原状を呈

した自然景観が想定される。また、大阪府教育委員会の府立八尾北高校建設 (①)に伴う調査で

中世の条里遺構に伴う大溝 4条 (S D8013～8016)お よび道路 (S F 8001A・ B)の検出、当研

究会の第17次 (④)・ 第18次 (⑤)で確認されている平安時代末期に洪水によって埋没したとみ

られる水田耕土は、文献にも見られる平安時代末期～鎌倉時代初頭頃に形成された条里地割を傍

証するものであり、今後周辺の調査の累積によってその広がりが徐々に解き明かされよう。
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第 1区 南壁 第 1層～第 4層
標高4.5m～6.Om付近 (北から)

第 2区 南壁 第 6層 。第 7層
標高2.5m～3.Om付近 (北から)

第 1区 西壁と北壁 第 1層～第 4層
標高45m～60m付近 (南東から)

第 2区 南壁 第 8層 。第 9層
標高1.5m～ 2.5m付近 (北から)

調査風景 (東から)調査区近景 (西から)
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Ⅶ 木の本遺跡第 7次調査 (S K96-7)



口例

本書は大阪府八尾市木の本 1丁目地内で実施した公共下水道工事 (8-l工区)に伴う発掘
調査の報告書である。

本調査で報告する木の本遺跡第 7次調査 (S K96-7)の発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋146-3号 平成 8年 6月 14日 )に基づき、財団法人人尾市文化財

調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 8年10月 1日 から同月15日 (実働 4日 間)にかけて、岡田清―を担当者と

して実施した。調査面積は52だを測る。調査においては岸田靖子・辻野優子 。中村百合・西

田真紀が参加した。

本書の執筆・編集は岡田が行った。
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Ⅶ 木の本遺跡第 7次調査 (sK96-7)

Ⅶ 木の本遺跡第 7次調査 (SK96-7)

1, はじめに

木の本遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川の沖積作用によって形成された氾濫原上に位置

する弥生時代中期～鎌倉時代に至る複合遺跡である。現在の行政区画上では、人尾市南部の木の

本1丁 目、南木の本 2～ 7丁 目付近一帯にあたる。

当遺跡は昭和55年度に八尾市教育委員会が南木の本 4丁目において実施した調査以来、当調査
註 1

研究会を含め現在まで 8件を数える調査が実施されている。昭和55年度の南木の本 4丁目の調査

では、弥生時代中期前半頃に比定される柱穴・溝 。井戸・土坑といった集落遺構とともに多量の

上器類が出土した。昭和57～ 58年度に当調査研究会が入尾空港内で実施した第 1次調査では、平
註2

安時代の条里制遺構 (志紀郡条里)が検出されている。さらに昭和57年度に当調査研究会が南木
の本 4丁目において実施した第 2次調査では、平安時代中期 (10世紀頃)に比定される大量の上

註 3

師器皿・イおよび黒色土器椀を主とする土器集積が検出された。また、平成 3年度に八尾市教育

委員会が南木の本 2～ 3丁目で実施した空港放水路改修工事に伴う調査では、古墳時代中期に比
註4

定される小穴・土坑等から韓式系土器および初期須恵器が出上している。

第22次
(YS95-22) 昭和55年度   Ⅲ

八尾市教育委員会 i

�
劃
閏
里
割
諷
翻
牟:写耳J(鳥第|

□

司

郵

璽

第16次

第 7次
(YS87-7)

挫

第 1図 調査地位置および周辺図
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今回の調査地から南東へ約50m地点には、延喜式に記載されるところの式内社「樟本神社」 (三

座の内の一社 木の本所在)がある。創建の年代は詳かではないが、用明天皇の時期 (約 1,400年

前)に物部守屋が蘇我氏との戦争の折りに、守護神として布都大神を奉祀されたものと伝えられ

る。また、物部守屋が聖徳太子の軍が攻め寄った際にたてこもったとされる「稲城」が当地に築

かれたと伝えられ、現在は調査地から南東へ約200m地点の光蓮寺門前に「稲城址」と刻された

碑がある。これらのことから当地が物部氏とゆかりの深い土地柄であったことが窺える。

第 2図 調査区位置図

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は公共下水道工事 (8-1工区)に
伴うもので、当調査研究会が木の本遺跡内で実施

する第 7次調査にあたる。調査区である立坑の規

模は、一辺7.2m四方の面積約52♂ を測る。掘削

はすべて重機により、現地表から1.3m前後の盛

土および撹乱層 (水道管 。ガス管等の埋設物によ

る)部分を除去した後、以下4.2m前後の工事掘

削最終面までの土層については遺構・遺物の有無

を層毎に確認しながら掘り進めた。

2)基本層序

調査区内全体で15層の土層を検出した。T.P.+6.5～ 8.8m間 に堆積する第 3・ 7・ 11層の 3層

の砂層は、周辺の既往の調査結果から弥生時代後期～平安時代中期にかけて概ね三度にわたる河

川の氾濫によって形成された洪水層と判断される。以下、検出した各層について記述する。なお、

土色は『標準土色帖』に準ずる。

第 1層 :盛土及び撹乱層。層厚1.3m前後。現地表の標高は、T,P.+10.32mを 測る。

第 2層 :10YR7/4にぶい責橙色粘土。層厚30cm前後。近世の国産陶磁器片を含む。当地周辺に

みられる現在の水田地の層位レベルから、近世～現代にかけての作土層であった可能

性が高い。

第 3層 :5B7/1明青灰色細粒砂。層厚10～ 15cm。 周辺における調査結果から平安時代中期頃の

決水層と思われる。

第 4層 :5B6/1青灰色粘土。層厚20cm前後。本層上面には僅かながらヒトの足跡らしき窪みが

点在する。

第 5層 :N6/灰色シルト質粘土。層厚10～ 15cm。

第 6層 :5YR4/1褐灰色シルト質粘土。層厚15～ 20cm。

第 7層 :5PB7/1明青灰色細粒砂。層厚30～ 50cm。 周辺の調査から、層位・レベル的に古墳時代

中期～後期の決水層と思われる。

第 8層 :5 PB4/1暗青灰色粘土。層厚20cm前後。

第 9層 :7.5YR3/2黒褐色シルト質粘土。層厚20～ 25cm。 腐食した樹木片が混在する。

第10層 :7.5YR4/1褐灰色粘土。層厚25～ 30cm前後。本層内から古墳時代前期 (布留式期)に比

!__蝠
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定される小型丸底壼 1点

出土。

第11層 :N7/灰白色極細粒砂。層

厚30～ 50c■l。 層位的に勘

案して弥生時代後期末～

古墳時代初頭 (庄内式期)

頃の洪水層と思われる。

弥生時代の小型鉢の口縁

部とみられる破片が 1点

含まれていた。

第12層 :5B2/1青黒色粘土。層厚

20～ 30cm前後。植物遺体

が含まれる。

第13層 :7.5GY6/1緑灰色粘土。層

厚50cm前後。

第14層 :N2/黒色粘土。層厚40～

50cm。

第15層 :10G6/1緑灰色砂質シル

ト。層厚40cm以上。

3)検出遺構と出土遺物

今回の調査では、遺構面として明

確に判断される堆積層はなかった

が、第 4層上面 (標高8,7m前後 )

にヒトの足跡らしき窪みが稀少なが

らみられた。調査区内では土層の平

現地表
(TP+1032m)

TP+100m

90m

30m

70m

50m

60m

Ⅶ 木の本遺跡第 7次調査 (sK96-7)

〔層 序〕
1:盛土および撹乱層
2刊 OYR7/4に ぶい責橙色粘土
3:5B7/1明青灰色細粒砂
4:5B6/1青灰色粘土
5:N6/灰色シル ト質粘土
6:5YR4/1掲灰色シル ト質粘土
7:5PB7/1明青灰色細粒砂
8:5PB4/1暗青灰色粘土
9:7 5YR3/2黒褐色シル ト質粘土
10:7 5YR4/1褐 灰色粘土
11:N7/灰白色極細粒砂
12:5B2/1青黒色粘土
13:7.5GY6/1緑 灰色粘土
14:N2/黒色粘土
15:10G6/1緑 灰色砂質シル ト

0         5       10cm

第 4図 第10層内出土遺物実測図

第 3図 基本層序模式図

断面から足跡以外には畦畔らしき起伏もみられず面的に捉えなかったが、既往の調査から時期的

に平安時代中期頃の水田遺構の可能性がある。

遺物は、第10層 (標高7.0～ 7.3m)か ら古墳時代前期の小型丸底壼 1点 (第 4図)が出土した。

精製品で、口縁部の一部は欠損しているが完形品に近い。内部には漆液が付着しており、漆液を

入れる容器として使用されたものと思われる。法量は口径12.2cm・ 器高8.Ocm・ 條部最大径8.2cm

を測る。形態は半球形の体部に上外方に内彎気味に伸びる口縁部が付き、口径は体部径を凌駕す

る。調整は外面ヘラミガキ、内面の口縁部はヘラミガ

キ・体部はユビナデおよびヘラナデを施す。色調は明褐

色で、胎土中に141m前後の石英・長石・黒雲母を含む。形

態・調整の特徴から時期的に布留式中相段階に位置付け

られよう。それ以外では、第 2層から近世の国産陶磁器

片、第11層から弥生時代の小型鉢の口縁部とみられる破

片が出上したが、図化できるものはなかった。

1

2

6

7

8

9
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3.ま とめ

今回の調査では、調査地の北東約100m地点で実施した第 2次調査で、平安時代中期頃の集落

に伴う遺構と多量の遺物が検出されていることから、当初、本調査地においてもその集落遺構に

関連する生活面が検出されるものと予想された。しかし調査の結果、層位レベルから該期に相当

すると考えられる土層面では、ヒトの足跡が僅かにみられる以外、遺構 。遺物は皆無であった。

該期に相当する土層面は、第 2次調査を含む周辺の既往の調査から、本調査地で確認した第 4層

にあたるものと想定される。今回面的に捉えなかったが第 4層上面にみられる足跡らしき状況か

ら、単に氾濫原状を呈していた土地というよりは、洪水によって埋没した水田遺構の可能性があ

る。該期の水田については、当地から南東約600m地点で実施した第 1次調査において、古代条

里遺構の構築方向と一致する平安時代の水田域が確認されている。この報告によれば、水田遺構

を覆う洪水層を起因とした砂層内の遺物から、「平安時代中期には当調査地周辺は完全に埋没し、

生産遺構としての機能が失われたものと考えられる。」と記述したうえで、さらに埋没した水田

遺構は第 2次調査で確認された集落と同時期であるところから、この集落に帰属するものと考察

されている。今回本調査地にみられた稀少な足跡が水田遺構を示唆するものであれば、第 1次調

査の集落遺構お
‐
よび第 2次調査の水田遺構と有機的に関連するものと思われるが、下水道立坑と

いう狭小な調査区での層位的解釈で、憶測の域を出るものではない。該期における条里制の検討

については今後周辺における面的な調査成果を待ちたい。

第10層から出土した古墳時代前期の小型丸底壺については、表面が摩減気味であるうえにその

出土状況が遺構に伴うものではなく、さらに本層は遺物包含層というよりは淘汰された自然堆積

層とみられることなどから洪水等によって漂着したもの、いわゆる「流れ込み」による遺物と思

われる。したがって、堆積層の時期的解釈については先の条里制同様に今後周辺における調査資

料からの検討を要する。

第11層 については、基本層序の項でも既述したように周辺における既往の調査結果から、弥生

時代後期末～古墳時代初頭 (庄内式期)頃の洪水層と思われるが、本層を含み第15層 まではアシ

等の植物遺体が混在し、ヒトの生活痕跡がみられないことから沖積地特有の河川による土砂の運

搬と浸食・堆積によって形成された沼沢地であったと思われる。

註記

註1 原田昌則 1983.8「第3章 木の本遺跡発掘調査概要報告」層人尾市埋蔵文化財発掘調査概報 1980。
1981年度』ω)人尾市文化財調査研究会報告2 似)八尾市文化財調査研究会

註2原田昌則・成海佳子 1984「第9章 まとめ」『木の本遺跡 一人尾空港整備事業に伴う発掘調査―』ω)
八尾市文化財調査研究会報告4 研)人尾市文化財調査研究会

註3 米田彼幸 1993「 1.木の本遺跡 福田マンション建設に伴う発掘調査概要」『昭和57年度における埋
蔵文化財発掘調査 ―その成果と概要―』研)人尾市文化財調査研究会

註4 滴 斎 1992.3「 2.木の本遺跡 (90-176)の調査」『人尾市文化財調査報告26八尾市内遺跡平成
3年度発掘調査報告Ⅱ』八尾市教育委員会
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Ⅶ 木の本遺跡第 7次調査 (sK96-7)

図
版

一

第13層上面<標高6.2m前後>(北から)

最終面<標高4.3m前後>(東から)



図
版
二

北壁<第 3層～第 7層 >(南から) 南壁<第 8層～第12層 >(北から)

南壁第10層内遺物出土状況 (北から) 調査地近景 (東から)

式内社「樟本神社」(東から)

「稲城l■」碑 (東から)
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Ⅷ 久宝寺遺跡第21次調査 (K H96-21)



例

1.

本書は、大阪府西久宝寺地内で実施した公共下水道工事 (8-17工 区)に伴う発掘調査の報

告書である。

本調査で報告する久宝寺遺跡第21次調査 (K H96-21)の発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋418-3号 平成 8年10月 3日 )に基づき、財団法人八尾市文化財

調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 8年12月 25日 ～平成 9年 1月 20日 (実働 4日 間)にかけて、岡田清―を担

当者として実施した。調査面積は39。 2m2を測る。調査においては市森千恵子・垣内洋平・岸

田靖子・八田雅美が参加した。

本書の執筆・編集は岡田が行った。
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Ⅷ 久宝寺遺跡第21次調査

Ⅷ 久宝寺遺跡第21次調査 (KH96-21)

(KH 96-21)

1 . はじめに

久宝寺遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川左岸流域に立地する沖積地で、現在の行政区画

では、人尾市北久宝寺・久宝寺・西久宝寺・南久宝寺・神武町・亀井 。北亀井・渋川町・跡部北

の町がその範囲にあたる。周辺の遺跡では北東に佐堂遺跡、東に八尾寺内町遺跡 。成法寺遺跡、

南に亀井遺跡・跡部遺跡が隣接している。また、西側の大阪市域内の加美遺跡は、考古学的に同

一遺跡として捉えられている。当遺跡は、昭和48年度に大阪府教育委員会 。 (財)大阪文化財セ

ンターによつて実施された近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う調査にはじまり、以降現在まで
註 1

(財 )東大阪市文化財協会・八尾市教育委員会 。当調査研究会によって数多くの調査が実施され

ており、その結果、縄文時代晩期～近世に至る複合遺跡であることが判明している。

今回の調査地周辺における既往の調査を見ると、西側では前述の近畿自動車道に伴う調査にお

いて、縄文時代晩期の自然河川、弥生時代中期の水田、古墳時代前期～中期の掘立柱建物や井戸

といった集落跡、奈良～平安時代の水田・掘立柱建物・井戸など多岐にわたる生活面とともに多

量の遺物が検出されている。なかでも古墳時代中期の各遺構から初期須恵器に伴って検出された

多数の韓式系土器は、朝鮮半島からの渡来人あるいは関与した人々との深い関わりを明示してい

る。当調査研究会においては、近隣で平成 4年度に第15次調査・平成 6年度には今回の調査地で
註2

第 1図 調査地位置および周辺図

吾i'τ多場́
〃子憔含J北耐r

日召示日55～60年

夕̀大阪府教育委員会
,llll大阪文化財センター調査地
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ある第 1区から西へ約230m地点で第19次調査の 2件の調査を実施している。第15次調査は電ら
註3

ん管新設工事に伴うもので、ここでは遺構 。遺物は検出されなかったが、弥生時代後期末から古

墳時代前期にかけての河川の氾濫を窺わせる土層堆積を確認している。一方の第19次調査では、

少量ではあるが出上した上器片から古墳時代前期とみられる埋没河川の堆積層を検出している。

また、第19次調査地から北へ約240m地点の久宝寺緑地西端部では、昭和60年度に (財)東大阪市

文化励協会によって実施された雨水貯溜池築造工事に伴う調査で、弥生時代中期の方形周溝墓1
認

基が検出されている。この方形周溝墓のマウンドからは木棺 3基・土器棺 1基が検出されており、

木棺 3基の内 2基については小口板・側板等の遺存状態が良く、当該期の埋葬形態を究明する上

で貴重な検出例と言える。

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道工事 (8-17工 区)に伴う調査で、当調査研究会が久宝寺遺跡内

で実施する第21次調査にあたる。調査対象となったのは2箇所の立坑で、久宝寺緑地中部公園事

務所の北方の第 1区と主要地方道大阪中央環状線北行き方面道路沿いの第 2区である。規模は第

1区が一辺5。6m四方で南東部がL字形に窪む面積23.52ポ、第 2区が2.8m× 5.6mの 北東―南西に

長い長方形の面積15。 68ポで総面積39.2m2を測る。掘削は両地区とも現地表から1.5m前後の盛土

部分を重機により除去した後、以下工事掘削深度にあたる2.5m前後の土層については層毎に遺

構・遺物の有無を確認しながら重機と人力を併用し、調査を進めた。調査期間は第 1区が平成 8

年12月 25日 ・27日 、第 2区が平成 9年 1月 16日 。20日 の合わせて実働 4日 間である。
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久宝寺緑地公園

第 1区
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第2図 調査区位置図
2)基本層序
土層観察について、第 1区では西壁断面および北壁断面・第 2区では東壁断面および南壁断面

において実施し、両地区あわせて計17層の堆積層を確認した。両地区とも各層は壁面で見る限り

において特に目立った起伏部分はなく、ほぼ水平な堆積様相を呈する。現地表の標高値は平均で

第 2区がT.P.+7.2m。 第 2区がT,P.+7.9mを測り、第 1区の方が0。7m前後低 くなっている。両地
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Ⅷ 久宝寺遺跡第21次調査 (ICH96-21)

(TP+79m前 後)  第 2 区

現地表
(T,P+72m前後)

TP+70m

第 1区

1

覆
_ァ 41ゴ   11

1

2 Ｉ

Ｉ

一

２

■

一

3

4

5

6

7

|:::::i:18■ ::l

9

17

〔層 序〕
1:盛土および撹乱
2:25Y2/1黒 色シル ト (旧耕土)
3:7 5YR6/4 にぶい橙遣ヨン)レ ト
4:7 5YR6/8橙色粘土質シル ト

十一-   5:7 5YR3/3暗 褐色シル ト
6:5B4/1暗青灰色粘土
7:N3/暗灰色粘土
8:N7/灰白色細粒砂
9:N2/黒色粘土
10:5G5/1緑 灰色シル ト～粘土質シル ト

15     11:7 5YR6/3に ぶい掲色粘土質シル ト

16  1:::星
評
/隆
記 盤 樫じη無

砂

14:N5/灰 色細粒砂質シル ト
15:25Y8/1灰 白色中粒砂
16:5B4/1暗青灰色粘土
17:5B2/1青黒色砂質シル ト

60m

50m

4.Om

第3図 基本層序模式図

区の層相を照合した結果、第 3層 (近世)～第 5層 (古墳時代前期)が共通する堆積層と判断し

た。各土層の時期については、近畿自動車道をはじめ周辺における既往の調査資料を参考に含有

遺物と層位から識別した。以下、各層について概説する。

・ [第 1区→T,P.+5,1～ 7.2m、 第 2区→ToP.+6.0～ 7.9mにおいて両地区とも共通する土層]

第 1層 :盛土および撹乱。層厚1.5～ 2.Om。 久宝寺緑地公園造成時のいわゆる客土層である。

第 2区では立坑の北部約2/3は、盛土以下0.8m間 に公園造成時の際に廃棄物処理の為

に掘られたと思われる撹乱が見られた。この撹乱は近代の耕土から古墳時代前期に

相当する土層を切っている。

第 2層 :2.5Y2/1黒色シルト。層厚15cm前後。緑地造成時前の旧耕上である。

第 3層 :7.5YR6/4にぶい橙色シルト。層厚18cm。 近世にあたる土層と思われる第 1区からは染

付磁器椀の破片が出土した。

第 4層 :7.5YR6/8橙色粘土質シルト。層厚15cm前後。古墳時代中期～後期にあたる土層と思わ

れる。第 2区からは須恵器の破片が出上した。

第 5層 :7.5YR3/3暗褐色シルト。層厚25～ 30cm。 古墳時代前期 (布留式期)にあたる土層と思

われる。第 2区からは高杯や小型鉢の破片のほか焼土塊が出上した。
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・ [第 1

第 6層 :

第 7層 :

第 8層 :

第 9層 :

区→T,P,+3.2～ 5.Omに堆積する土層]

5B4/1暗青灰色粘土。層厚40～ 45cm。 淘汰の良い堆積層である。

N3/暗灰色粘土。層厚30cm前後。下部において植物遺体が若千含まれる。

N7/灰白色細粒砂。層厚20cm前後。弥生時代中期頃に河川の氾濫によって堆積した洪

水層と思われる。

N2/黒色粘土。層厚20cm前後。腐植質から構成されるものとみられ、沼地状の土地景

0        5      10cm

観を窺わせる。

第10層 :5G5/1緑灰色シルト～粘土質シルト。層厚70cal以上。シルトを主体とするが、水成の

極細粒砂および細粒砂が挟在する。

・ [第 2区→T.P.+3.6～ 5,Omに 堆積する土層]

第11層 :7.5YR6/3にぶい褐色粘土質シルト。層厚20～ 25cm。 上位には斑点状に酸化鉄分が付着

する。

第12層 :2.5Y8/1灰 白色中粒砂～粗粒砂。層厚60～ 65cm。 ラミナの見られる比較的厚い水成層

で、弥生時代後期頃の流路あるいは河川の氾濫に起因する堆積層と思われる。

第13層 i5B3/1暗青灰色粘土質シルト。層厚50cm前後。上位にはアン等の植物遺條が見られ、

かつてここが沼沢地であったことを明示する。

第14層 :N5/灰色細粒砂質シルト。層厚45～ 50cm。

第15層 :2.5Y8/1灰白色中粒砂。層厚10cm前後。本層は、第 1区の第 8層 (弥生時代中期頃)

に対応する可能性もあり、今後の周辺における調査の累積を待って再検討したい。

第16層 :5B4/1暗青灰色粘土。層厚10cm前後。層中に黒色有機物が挟在する。

第17層 :5B2/1青黒色砂質シルト。層厚40cm以上。水成の暗緑色を僅かに帯びる。

3)検出遺構と出土遺物

両地区とも遺構は確認されなかった。出土遺物は第 1区では皆無であったが、第 2区では基本

層序でも記述したように、僅少ながらも古墳時代前期の古式上師器・古墳時代中期～後期の須恵

器 。近世の陶磁器が層位的に検出できた。そのなかで残片から辛うじて図化できたものが、第 5

層から出上した古墳時代前期に比定される高杯 (第 4図)である。遺存状況は杯部約1/6で、杯

部の法量は復原推定で口径24.6cm。 杯部高5,7cmを測る。色調は乳灰褐色を呈し、胎土中には2～

3■lmの石英・長石 。雲母・赤色酸化粒が含まれる。形態は明瞭な段をもつ杯底部外面から口縁部

が外上方へ直線的に伸び、九味をもった口縁端部を

さらに短く外側へ引き出しておさめる。調整は外面

ヨコナデ・ナデ、内面ヨコナデ・ハケナデ (8本/

cm)が施され、内面には煤が付着している。形態的

に布留式期新相段階に位置付けられよう。土器以外

では径 7 cm前後の焼土塊があり、表面に見られる高

温による発泡等から、調査区付近に「野鍛冶」に関

連する遺構の存在が示唆される。

第 4図 第 2区出土遺物実測図
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Ⅷ 久宝寺遺跡第21次調査 (KH96-21)

3.ま とめ

今回の調査では両地区とも遺構は確認されず、出土遺物も第2区から僅かに見られただけで、

結果的に土層観察に主眼を置くものとなった。層位的には古墳時代前期～近世にかけて周辺にお

ける既往の調査結果とほぼ合致する。特に第2区で確認した古墳時代前期の遺物包含層は、東側

の近畿自動車道関連の調査で検出されている該期の集落遺構と有機的な関係にあると思われ、く

わえて焼土塊の出土は、付近に「野鍛冶遺構」の存在を窺わすものであり、今後第2区周辺の調

査には注意を要しよう。弥生時代においては当調査研究会が実施した第15次 。第19次の調査結果

から、河川域あるいは沼沢地と判断されていることと、東側の近畿自動車道関連の調査でも水田

が確認されているものの明瞭な遺構は検出されておらず、遺物の出土量も少ないことから考えて、

当地は人が生活基盤を置く土地とするには不向きであったことが推察される。もっとも今回の調

査も含め当調査研究会が実施した2件の調査は、すべて狭小なグリッドであるがために、調査担

当者の力量不足から水田遺構を見失っている可能性も否めない。いずれにせよ近畿自動車道関連

の調査でも報告されているように、弥生時代にあっては今回の第2区の東側にあたる「久宝寺遺

跡北地区」は集落の外れであり、その中心は南側の「久宝寺遺跡南地区」に求められ、安定した

土地条件となって集落が形成されるようになるのは古墳時代を迎えてからであろう。

註記
註 1中西靖人・金光正裕・寺川史郎 1987.3『久宝寺北 (その1～3)近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う
埋蔵文化財発掘調査概要報告書』俯)大阪文化財センター

註 2岡田清-1993.12「� 久宝寺遺跡第15次調査 (K H92-15)」『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』人尾市
文化財調査研究会報告39 俯)八尾市文化財調査研究会

註 3坪田真-1996.3「 Ⅱ久宝寺遺跡第19次調査 (K H94-19)」 F針)八尾市文化財調査研究会報告50』 研)人
尾市文化財調査研究会

註 4中西克宏 1986.11『久宝寺遺跡発掘調査報告 ―久宝寺緑地公園内雨水貯溜池築造工事に伴う発掘調査―』
(財)東大阪市文化財協会
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完掘状況 最深部 標高36m前後 (南西から)

西壁面 標高5,0～ 7.2m付近 (東から) 南壁面 標高58～6.3m付近

北壁面 標高4.0～ 5.Om付近 (南西から) 南壁面 標高3.6～ 5.8m付近 (北から)

完掘状況 最深部標高3.6m前後 (北から)

調査区近景 (南東から) 調査区近景 (南から)
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Ⅸ 小阪合遺跡第33次調査 (K S96-33)



例

1。 本書は大阪府八尾市南小阪合町 1丁目地内で実施した電気管路埋設の人孔・到達立坑設置工

事に伴う発掘調査報告書である。

1.本書で報告する小阪合遺跡第33次調査 (K S96-33)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会
の指示書 (八貌社文第埋124-3号 平成 8年 6月 26日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査
研究会が関西電力(株)大阪南支店から委託を受けて実施したものである。

1。 現地調査は平成 8年11月 13日 から11月 29日 (実働 4日 )にかけて、高萩千秋が担当者として

実施した。調査面積は約76rを測る。なお、調査においては人田雅美 。中谷嘉多・中村百

合・市森千恵子が参加した。

1。 本書に関わる業務は、遺物実測・図面レイアウト・トレースー中村・市森が行った。

1.本書の執筆・編集は高萩が行った。

本 文 目 次
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Ⅸ 小阪合遺跡第33次調査

Ⅸ 小阪合遺跡第33次調査 (KS96-33)

(KS 96-33)

1. tよ じめに

小阪合遺跡は人尾市の中心部に位置し、現在の行政区画では若草町、小阪合町 1,2丁 目、南
小阪合町 2。 4丁 目、青山町 1～ 5丁 目、山本町南 7・ 8丁 目がその範囲にあたる。地理的には、

旧大和川の主流である長瀬川と玉串川によって形成された沖積地上で、現標高 (T,P.十 )は 8
～9mに位置しており、当遺跡範囲の中央を縦断するように楠根川が北西流している。当遺跡の

周辺では西に成法寺遺跡、南に中田遺跡・東弓削遺跡、北西に東郷遺跡、南西に矢作遺跡がある。

当遺跡の発見の契機は、昭和30年の大阪府営住宅建設工事中に古墳時代の遺物が多量に出土し

たことによる。しかしその後、八尾市教育委員会によって、遺構確認調査や掘削工事等の立会調

査が行われたが、明確な遺構は確認されなかった。昭和56年から当地域の区画整理事業が施工さ

れることとなり、昭和57年以降南小阪合地区土地区画整理事業の関連工事に伴う発掘調査が、大

阪府教育委員会、八尾市教育委員会、財団法人八尾市文化財調査研究会 (以下、「当調査研究会」)

により実施された。これらの調査成果から、当遺跡が弥生時代前期から近世に至る複合遺跡であ

ることが判明した。特に古墳時代前期 (庄内期～布留期)に比定される遺構及び遺物が遺跡全域

で確認された。また出土遺物には他地域から持ち込まれた土器が多く含まれており、この時期、

他地域との交流が盛んに行われていたことが明らかになった。

1 昭和58年度大阪府教育委員会
2 昭和59年度八尾市教育委員会
3 KS82‐ 1(当調査研究会)
4  KS83‐2
5  KS84‐4
6  KS84‐5
7  KS85-6
8  KS86-8
9  KS87-10
10 KS87‐ 11
1l  KS87-12
12 KS88‐ 15
13 KS88-16
14 KS89-18
15 KS91-20
16 KS92-23
17 KS92-24
18 KS95-30
19 KS96-33 地査

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
櫛卿
回今

第 1図 調査地位置図及び周辺図
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今回の調査地周辺では、当調査研究会が行った第 4次調査 (K S84-4)・ 第 5次調査 (KS
85-5)・ 第30次調査 (K S95-30)、 昭和58年度に大阪府教育委員会が行った小阪合ポンプ場

建設工事に伴う調査、昭和62年～平成 3年度に断続的に行われている府道拡張工事に伴う調査が

ある。これらの調査成果では弥生時代後期末～古墳時代前期の集落遺構、古墳時代中期の埴輪円

筒棺、平安時代末の由物井戸等を検出している。

2.調査概要

1) 調査の方法と経過
今回の調査は、電気管路埋設の人孔・到達立坑工事に伴うもので、当調査研究会が小阪合遺跡

内で行った第33次調査にあたる。

調査区は、北側の到達の立坑 (No.1)を第 1区、

南側の人孔の立坑 (No.2)を 第 2区 と呼称した。

各調査区の面積は、第 1区が約54m2、 第 2区が約22

∬である (第 2図 )。

調査は、現地表下約1.5～ 1.8mを機械掘削し、そ

の下については機械 。人力を併用して掘り下げ、遺

構 。遺物の検出に努めた。

調査の結果、第 1区では現地表下約1.8m前後ま

で掘削を行ったが調査区の大部分が既往調査 (第 4

次調査<K S84-4>の 第 5調査区)に より、すで

に調査済みであった。当初、調査区の西半分は残存

していると思われたが、調査区西部のごく一部であ

った。その残存部分から古墳時代前期 。中世の遺物

包含層、古墳時代前期に比定される遺構を確認する

ことができた。下層では現地表下4.5m前後までの

上層状況を確認した結果、河川跡と思われる層厚約

1.5mの砂層を検出した。

第 2区では現地表下2.lm前後まで掘削を行った。

その結果、調査区西部 (約 1/4)に埋設管路工事に

より削平された部分が南北方向に走っていた。残存

する部分では中世の耕作土と思われる土層を確認し

た。遺物は出上しなかった。

2)基本層序

今回の調査地では第 3図に図示した第 1区 。第 2

区の基本層序である。

第 1層 盛土。層厚110～ 180cm。 近年の区画整理の
盛土である。
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Ⅸ 小阪合遺跡第33次調査 (KS96-33)

TP+80m

70m

60m

50m

TP+90m
1 盛土
2 旧耕土
3 茶灰色粘質シル ト
4 灰茶色～淡灰褐色粘土
5 掲灰色粘質土 (第 1区 )
明茶灰色粘土 (第 2区 )
6 灰青色粘質土 (第 1区 )
灰掲色粘質シル ト (第 2区 )
7 淡灰茶色細砂～粗砂
8 暗灰色粘土
9 灰色粘土

第3図 断面図

第 2層 旧耕土。層厚約10cm。 区画整理事業で造成されるまで水田土層である。第 1区は削姿
れていない。

第 3層 茶灰色粘質シルト。層厚約10～ 20cln。 旧耕土の床上である。第 1区は削平されていない。
第 4層 灰茶色 (第 1区)～淡灰褐色 (第 2区)粘土。層厚約20～ 25cm。 第 1区は中世の遺物包

含層。 2区は中世の耕作土と考えられる。

第 5層 褐灰色粘質土 (第 1区)。 明茶灰色粘土 (第 2区 )。 層厚10～ 15cln。 第 1区は古墳時代
の遺物を含む層で、第 2区は無遺物である。

第 6層 灰青色粘質土 (第 1区)・ 灰褐色粘質シルト (第 2区 )。 層厚50～ 70cm。 古墳時代の遺
構面である。

第 7層 淡灰茶色細砂～粗砂 (第 1区 )。 層厚160cm。 河川跡と思われる土層である。調査区内で
の砂層の堆積内には土器等が含まれていない。

第 8層 暗灰色粘土 (第 1区 )。 層厚20cm。 有機物を含む粘着性の強い粘上である。
第 9層 灰色粘土 (第 1区 )。 層厚20cm以上。粘着性のある粘土層である。

70m

第 1区

第 2区
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3)検出遺構と出土遺物
。第 1区

調査区東部は既往調査 (第 4次調査)に より発掘調査されており、古墳時代の遺構が存在する

地層は大部分が埋められた層である。僅かに西壁で残存する層が残っていた。その上層を観察し

た結果、中世の遺物包含層、古墳時代前期の遺物包含層及び遺構と思われる落込みを確認した。

・第 2区

調査区の西部では南北方向に幅約 lm、 深さ2m前後まで管路埋設工事により、すでに削平さ
れていた。東部の残存部分で現地表下1.6m前後の古墳時代に比定される第 5層上面まで掘削し

精査を行ったが、遺構・遺物はなかった。近接する既往調査 (第 2次調査)の成果を参照すると、

第 4層が中世以降の耕作土に対応する層であることが考えられる。

4)遺構に伴わない出土遺物

第 1区の第 4層・第 5層でごく少量出土した。第 4層では古墳時代前期 (布留式期)に比定さ

れる土師器の甕片、第 3層では平安時代末～鎌倉時代に比定される瓦器椀の小片などを出上した。

3.ま とめ

今回の調査地は小阪合遺跡範囲の北東部に位置する。調査区 2箇所で小面積であった。調査の

成果では第 1区が既往調査 (第 4次調査 。第 7調査)の調査区と大部分が重なっており、すでに

調査済みであることを確認した。しかし調査区西部でごく一部残存する部分があり、そこから古

墳時代前期の遺構と思われる落込みが断面で確認することができた。

第 2区は残存する調査区東部で調査を行ったが遺構・遺物は検出されなかった。既往調査で検

出している中世の耕作土と思われる土層を確認し、生産域の広がっていることがわかった。

下層確認調査では、第 1区で現地表下4.5mま での上層を確認した結果、現地表下約2.5～ 4.Om

に砂層が調査区全面に庫く堆積しているのがみられた。この砂層の堆積状況からみると、河川で

あったものと思われる。

以上、調査の成果である。

参考文献
・西村公助 1986『小阪合発掘調査概要』一流域下水道等整備に伴う発掘調査一け)人尾市文化財調査研究会

報告 8

・高萩千秋 1987『小阪合遺跡』一人尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査― 〈昭和57年

度 第 1次調査〉研)人尾市文化財調査研究会報告10
。高萩千秋 1987『小阪合遺跡』一人尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査― 〈昭和58年

度 第2次調査・第 3次調査〉研)人尾市文化財調査研究会報告11
・高萩千秋 1988『小阪合遺跡』―入尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査― 〈昭和59年

度 第4次調査報告書〉研)八尾市文化影調査研究会報告15
。高萩千秋 1989『小阪合遺跡』一人尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査― 〈昭和60年

度 第6次調査報告書〉研)八尾市文化財調査研究会報告18
・高萩千秋 1990[小阪合遺跡』―八尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査― 〈昭和61年

度 第 8次 昭和62年度第10・ 13次 昭和63年度第16次調査報告〉ω)人尾市文化財調査研究会報告26
・漕 斎 1993.3「 6.小阪合遺跡 (92-067)の調査J『人尾市内遺跡平成 4年度発掘調査報告書 I』 人尾
市文化財調査報告27 平成4年度国庫補助事業
・亀島重則 1989.3『小阪合遺跡発掘調査概要・Ⅱ』一人尾市南小阪合町所在一大阪府教育委員会

-58-



Ⅸ 小阪合遺跡第33次調査 (KS96-33)

第 1区全景 (南から)

卜 r浄

4 4

第 1区 (南から)

第 1区西壁中央 (東から)
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第 1区中央南北セクション (北東から)

第 2区全景 (南から)

(東から)第 2区西壁

-60-



X 小阪合遺跡第34次調査 (K S96-34)



夕J

1.本書は、八尾市青山町 1丁目、 2丁目地内で実施した公共下水道工事 (8-6工区)に伴う
発掘調査の報告書である。

1。 本書で報告する小阪合遺跡第34次調査 (K S96-34)の発掘調査の業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋329-3号 平成 8年 9月 30日 )に基づき、財団法人八尾市文化
財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 9年 1月 13日 から平成 9年 2月 28日 (実働12日 間)にかけて原田昌則を担当

者として実施した。面積50。3m2を測る。調査においては市森千恵子・垣内洋平 。岸田靖子・

北原清子・中村百合子・八田雅美・山内千恵子が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 9年 9月 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測一岸田・沢村妙子、図面 トレースー北原清子、遺物写

真一原田が行った。

1.本書の執筆・編集は原田が行った。

1.土器の胎上分析については奥田尚氏 (八尾市立曙川小学校)か ら御教示をいただいた。
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X 小阪合遺跡第34次調査

X 小阪合遺跡第34次調査 (KS96-34)

(KS 96-34)

1. はじめに

小阪合遺跡は八尾市のほぼ中央部の小阪合町 1・ 2丁目、南小阪合町 1・ 2・ 4丁目、青山町

1～ 5丁目、若草町、山本町南 7・ 8丁目一帯の東西0.45～ 1,Okm、 南北 1.Okmに拡がる弥生時

代中期～近世に至る複合遺跡である。地理的には、人尾市二俣地区を基点として北西方向に流下

する旧大和川主流の長瀬川と玉串川に挟まれて、南北方向に展開する低位沖積地の標高 8～ 9m
付近に位置している。小阪合遺跡が存在するこの低位沖積地は、水稲耕作を生活基盤とする弥生

時代前期以降、比較的安定した地形的条件を背景として数多くの遺跡が成立しており、考古学的

な資料の蓄積も多い。当遺跡周辺に限っても、北西に東郷遺跡、西に成法寺遺跡、南西に矢作遺

跡、南に中田遺跡が隣接している。

小阪合遺跡は昭和30年に若草町で行われた、大阪府営住宅供給公社の建築工事に際して、古墳

時代の上器が多量に出土したことに端緒を発するもので、昭和57年以降は南小阪合地区を中心と

する区画整理事業に伴う発掘調査が当調査研究会により継続して実施されてきた。その結果、弥

生時代中期～近世に至る遺構・遺物が検出され、当遺跡が複合遺跡であることが確認された。

ミ
コ

一
ユ

〓

僅

ド°
＼

ト

第 1図 調査地周辺図
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なかでも、古墳時代初頭～前期における集落の広範な分布や、数多くの地域から搬入された土器

群の存在は、当時の地域間交流の一端を知る上で貴重な資料を提供する結果となった。

今回の調査地である八尾市青山町 1丁 目・ 2丁目一帯は小阪合遺跡推定範囲の西部に位置し、

第 1区が第 8次調査 (K S86-8)の 第 1調査区の南端と接する他、第 2区の西側では、市教育
註 1

委員会が平成元年度に実施した発掘調査 (89-225)、 更に第 7調査区の東狽1では第27次調査 (K
註2                                          註3

S94-27)が実施されている。これら一連の調査で、弥生時代後期～鎌倉時代の遺構・遺物が検

出されている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道工事に伴うも

ので、面積約28ポ を測る立坑 1箇所 (第 1調

査区)と 1.5× 2m規模の人孔 6箇所 (第 2調

査区～第 7調査区)を調査対象とした。調査

に際しては、人孔部分の第 2調査区～第 7調

査区では現地表下0,7～ 1.Om迄を機械掘削、

以下0.3m前後については人力による調査を実

施 した。立坑を調査対象とした第 1調査区で

は、既往調査から比較的浅い深度で遺構の存

在が確認されているため、鋼矢板打設前に現

地表下約 lm前後迄の調査を済ませ、以下に

ついては、銅矢板打設後に調査を実施した。

調査の結果、各調査地点の現地表下1.1～

1.3m(T.P.+7.8～ 7.6m)付 近に存在する第

4層 ならびに第 5層上面で古墳時代後期・平

安時代前期 。近世時期の遺構を検出した。

2)基本層序

域 。
第 1区

▽
／

／

調査地が分散していたが、各調査区で比較

的安定した層相が確認された。ここでは、普

通的に存在した 5層を摘出して基本層序とした。

第 0層 客土。上面の標高はT,P.+8.9m前後。
第 1層  N/灰色粘土質シルト。旧耕土。層厚0。 1～ 0.2m。

第 2層 10BG6/1青灰色粘土質シルト。床土。層厚0.1～ 0.2m。

第 3層 2.5GW/1明 オリーブ灰色砂質シル ト。層厚0,2m。 平安時代～室町時代の遺物を少量含

む。

第 4層  2.5 GY6/1オ リーフ
゛
灰色砂質シル ト。層厚0。 15～ 0。 2m。 古墳時代後期～平安時代の遺物

を少量含む。上面が中世遺構検出面。

第 5層 10YR6/2灰黄褐色シル ト。層厚0.1～ 0.3m。 弥生時代後期の遺物を少量含む。上面が古

墳時代後期・平安前期の遺構検出面。

∞斡
0    10   20m

―

2区

は連
ザヽ‐昆連明
寺線

第 2図 調査区設定図
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X 小阪合遺跡第34次調査 (KS96-34)

3)検出遺構と出土遺物

・第 1区

逆「 L」 字状を呈する立坑部分の調査区で、南東部がマンホールの構築により削平を受けてい

る他、北端は昭和61年度に実施した小阪合遺跡第 8次調査 (K S86-8)の 第 1調査区の南端と

重複している。現地表下3.7m迄 を調査対象とした。その結果、現地表下1.5m前後 (T.P.+7.3m

前後)に存在する第 6層上面で近世時期の井戸 l基 (sE-1)と 古墳時代後期の溝 1条 (S
D-1)を 検出した。
SE-1
調査区の南東隅で検出した素掘り井戸である。検出部分で径 1。lmを測る円形の掘方を呈する

ものであるが、北部がマンホールの構築により削平を受けている。第 6層上面で検出したが、本

来の構築面は第 1層上面である。掘方はほぼ垂直に掘られており、深さ3.2mを測る。内部堆積

土は第35層～第43層の 9層から成るが、概ね水平堆積を基本としている。遺物は全く出土してい

ない。構築面からみて近世時期と推定されるが、深度が深いにも拘らず井戸側が存在していない

等の不明な点も多い。

SD-1
調査区の西部で検出した。検出部分では、南北方向に伸びた後、屈曲して東西方向に流路を変

えている。幅0,7～ 1,Om、 深さ0。2mを測る。埋土はシルト～粘上が優勢な4層 (第 26層～第29層 )

から成る。遺物が出上していないため、構築時期は判然としないが、既往調査結果からみて、古

墳時代後期に比定される。

・第 2区

現地表下1.6m迄を調査対象とした。面的には顕著な遺構は検出されなかったが、西壁および

北壁で確認された第 7層がN/灰白色シルトと5Y7/4浅黄色シルトの互層で、出土した遺物から

みて古墳時代後期の整地層の可能性が高い。

第 2区遺物包含層出土遺物

第 3層および第 5層から出上した弥生土器 2点を図化し

た。 2点ともに弥生時代後期に比定されるもので、(1)が

奏、(2)が高台を有する鉢である。(1)は「く」の字に

屈曲する口縁端部が上方に大きく拡張されるもので、河内

地域の弥生時代後期の土器編年で後期後半の指標とされる

上六万寺式甕の特長と共通している。復原口径18.8cmを 測
註4

る。(2)は上げ底の高台が付 く鉢で全体の約1/2が残存し

ている。口径16.6cm、 器高7.3cm、 高台径6.Ocmを 測る。色調

は (1)が茶褐色、(2)が赤褐色で共に生駒西麓産である。

・第 3区

現地表下1.35m前後 (T,P,+7.7m前 後)付近に存在する第 5層上面で、南北方向に伸びる時

期不詳の溝 1条 (SD-2)を 検出した。
SD-2
南北方向に伸びるもので、検出長1,7m、 幅0.48～ 0.56m、 深さ0.25mを測る。埋土は明緑灰色

0               10cm

第 3図 第2区遺物包含層出土遺物実測図
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第 4図 第 1区平断面図 (1/50)

第 0層  客土
第 1層  N/灰色粘土質シル ト
第 2層  10BG6/1青 灰色粘土質シル ト
第 3層  2 5GY7/1明オリーブ灰色砂質シル ト
第 4層  2 5GY6/1オ リーブ灰色砂質シル ト

第 5層  10YR6/2灰 黄掲色シル ト
第 6層  5YR5/4にぶい赤褐色粘土質シル ト
第 7層  5G6/1緑灰色粘土質シル ト
第 8層  10G7/1明 緑灰色シル ト
第 9層  5G4/1暗緑灰色粘土
第10層  10G6/1緑 灰色細粒砂混じり粘土
第11層  5BG4/1暗青灰色粘土
第12層  5BG6/1青灰色粘土
第13層  5BG3/1皓青灰色粘土
第14層  5BG5/1青灰色粘土
第15層  10BG5/1緑 灰色シル ト
第16層  10BG7/1明 緑灰色細粒砂
第17層  5G5/1緑灰色シル ト混じり細粒砂
第18層  7 5YR4/1掲 灰色粗粒砂
第19層  7YR7/2明 掲灰色極細粒砂
第20層  5YR5/4に ぶい赤掲色粘土
第21層  10YR7/2に ぶい黄橙色極細粒砂～細粒砂
第22層  7 5YR5/2灰 掲色粗粒砂
第23層  2 5YR3/4に ぶい赤褐色細粒砂
第24層  7 5YR7/4に ぶい橙色細粒砂
第25層  5YR5/4に ぶい赤掲色粗粒砂
第26層  5YR7/4に ぶい橙色シル ト
第27層  5YR7/ヽ 明褐灰色シル ト

第28層  5YR6/1褐灰色粘土
第29層  10BG6/1青 灰色粘土質シル ト
第30層  5G5/1緑灰色シル ト混じり細粒砂
第31層  5BG4/1暗青灰色シル ト混じり粘土
第32層  5BG6/1青灰色シル ト混じり粗粒砂
第33層  5BG5/1青灰色細粒砂混じリシル ト
第34層  5G7/1明緑灰色粘土
第35層  第 3層 と2 5GY3/1灰 白色シル トの互層
第36層  10YR6/1掲 灰色細粒砂混じリシル ト
第37層  7 5YR6/1褐 灰色細粒砂混じり粘土

第38層  10YR7/1灰 白色粘土
第39層  7 5YR4/6掲 色細粒砂
第40層  5G6/1緑灰色細粒砂混じり粘土
第41層  7YR7/3に ぶい橙色粗粒砂
第42層  5G3/1暗緑灰色粘土混じり粗粒砂
第43層  5BG7/1明青灰色細粒砂

700m 1 25
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X 小阪合遺跡第34次調査 (KS96-34)
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TP+300m TP+800m

第 0層 害土
第 1層 N/灰色粘土質シル ト (旧 4JI上 )
第 2層 10BG6/1青 灰色粘土質シル ト (床土 )
第 3層 2 5GY7/1明オリーブ灰色砂質シル ト (平安時代～室町時代の遺物を少量合む)
第 4層 2 5GY6/1オ リーブ灰色砂質シル ト (古墳時代後期～平安時代の遺物を少量含む)

北壁

|

第 5層 10YR6/2灰 黄褐色シル ト (古墳時代後期～平安時代の遺構構築面 )
第 6層 N/灰色砂質シル ト
第 7層 N/灰白色シル トと5Y7/4浅責色ンル トの互層
第 8層 2 5GY7/1明オリーブ灰色粗粒砂混 じリシル ト
第 9層 25Y7/2灰黄色シル ト質粘土
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第10層  2 5GY7/1明オリーブ灰色砂質シル ト
第11層  10GY7/1明 緑灰色砂質シル ト
第12層  10BG6/1青 灰色砂質ンル ト
第13層  10BG7/1明 青灰色シル ト質粘土

第 5図 第 2区～第 5区平断面図 (1/50)
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砂質シルトの単一層である。遺物は小片化した土師器・須恵器・瓦器椀等の土器類が極少量出土

している。

・第 4区

現地表下1.2m(T,P.+7.6m)付近に存在する第 5層上面で、時期不詳の小穴 1個 (SP-1)
と近世時期の肥溜 1箇所を検出した。

SP-1
上面の形状が円形を呈するもので、径0.26cll、 深さ0。 18cmを測る。 2段掘方で埋土は灰責褐色

の単一層である。遺物は出上していない。

肥溜

西壁でその一部を検出したのみで詳細等は不明である。検出部分から推定して径0.8m前後、

深さ0.5m以上の桶を使用した肥溜が想定される。埋土は肥溜内部に第10層 明オリーブ灰色砂質

シルトが堆積 している他、掘方内には第11層明緑灰色砂質シル ト、第12層青灰色砂質シル ト、第

13層明青灰色シル ト質粘上が堆積 しており、遺物は掘形内に堆積する第11層から平瓦片が出上し

ている。構築面からみて、近世時期のものと推定される。

第 4区遺物包含層出土遺物

2点 (3・ 4)を 図化した。 2点ともに庄内式奏で

ある。(3)は第 3層から出上した。復原口径16.5cm

を測る。口縁部が叩き出し技法により「く」の字に屈

曲するもので、端部はつまみ上げられている。体部外

面のタタキは左上がりで単位幅がやや太い (3本/1
cm)も ので、体部中位以下にはタタキ後ハケ調整が行

われている。屈曲部は丸味を持つもので、体部内面の

ヘラケズリは屈曲部近くにまでおよんでいる。色調は

淡茶褐色で、胎土中に極細粒の角閃石が多量に含まれ

ている。形態や調整法からいわゆる「大和型庄内式甕」

に分類されるものである。奥田尚氏による胎上分析に 第6図 第4区遺物包合層出土遺物実測図
よれば、胎土中に含まれている角閃石は奈良県桜井市付近の産出とされる同定結果が得られてい

る。河内地域においては、「大和型庄内式甕」の出土は東弓削遺跡 (人尾市)の 2例 (そのうち
註5

1例が播磨産、他不明)力戦日られているが、大和産の「大和型庄内式甕」が河内地域で検出され

たものとしては本例が初例となる。なお、大和地域の編年によれば庄内式新相から布留式古相に

対比されよう。(4)は第 2層から出上した河内型庄内式甕の口縁部の小片である。復原口径21

cmを測る。体部外面に左上がりの細筋タタキが行われている。茶褐色の色調で、胎土中に多量の

角閃石が含まれている。生駒西麓産である。庄内式新相～布留式古相のものであろう。

・第 5区

現地表下1.lm(T.P,+7.8m)付近に存在する第 4層上面で、時期不詳の小穴 1個 (SP-2)
を検出した。

SP-2
調査地の東部で検出した。東部は調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で南北幅

0                  10cm
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X 小阪合遺跡第34次調査(KS96-34)

0,36m、 深さ0。2mを測る。埋土は褐灰色粘土質シルトの単一層である。遺物は土師器の小片が極

少量出上したのみで、時期等の詳細は不明な点が多いが、第 4層上面を構築面とすることから中

世時期の遺構であった可能性が高い。

・第 6区

現地表下1.lm(T,P.+7.8m)付近に存在する第 5層上面で、平安時代前期に比定される溝 2

条 (SD-4・ SD-5)、 時期不詳の溝 2条 (SD-3・ SD-6)を 検出した。
SD-3
南北方向に伸びるもので、SD-5を 切つている。検出長1.35m、 幅0.32m、 深さ0,05mを測
る。埋土は灰色砂質シルトの単一層である。遺物は土師器の小片が極少量出上したが時期を明確

にし得たものはない。

SD-4
SD-3の 西に並行して伸びるもので、SD-3と 同様SD-5を 切っている。検出長1.3m、

幅0,2～ 0。38m、 深さ0.08mを 測る。埋土は灰色砂質シルトの単一層である。遺物は土師器・須恵

器・九瓦等の小片が極少量出上している。時期的には平安時代前期に比定されよう。

SD-5
東西方向に伸びるもので、SD-6を 切り、SD-3・ 4に切られている。検出長1.54m、 幅
0.25m、 深さ0.08mを測る。埋土は灰色砂質シルトの単一層である。遺物は平安時代前期に比定

される土師器杯の小片が出土している。

SD-6
調査区の西部で検出した。南北方向に伸びるもので、北部はSD-5に 切られている。検出長

0。3m、 幅0.22m、 深さ0.05mを 測る。埋土は灰色砂質シルトの単一層である。遺物は出土してい

ない。

北壁
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第14層  N8/灰白色種細粒砂
第15ほ  5Y6/1灰色粘土質シル ト
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第 7図 第 6区 。第 7区平断面図 (1/50)

第 6区
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。第 7区

現地表下1.lm(ToP.+7.7m)付 近に存在する第 5層上面で、古墳時代後期に比定される溝 2

条 (SD-7・ SD-8)を 検出した。
SD-7

東西方向に伸びるもので、検出長1.76m、 幅0.22m、 深さ0。 12mを測る。埋土は灰白色細粒砂

の単一層である。土師器の小片が極少量出土したが時期等は明確にし得ない。

SD-8
SD-7の 南に並行して伸びる。検出長1.7m、 幅0。3～ 0.4m、 深さ0.lmを 測る。埋土は灰白色
細粒砂の単一層である。古墳時代後期に比定される須恵器片が極少量出土している。

3.ま とめ

今回の調査は、公共下水道工事に伴う立坑 。人孔を調査対象とした小規模で点的な発掘調査で

はあったが、小阪合遺跡の西部における古墳時代後期・平安時代前期の集落域の動向を知る上で

貴重な資料を提供する結果となった。

古墳時代後期の遺構は第 1区・第 3区・第 7区で検出されている。既往調査では、 1区に接す

る第 8次調査 (K S86-8)の第 1調査区や第 3区に近接する市教委89-255調査において当該
註6                                                         註 7

期の遺構が検出されており、小阪合遺跡の西部を中心に古墳時代後期 (6世紀代)の集落が存在

することが明らかになった。

平安時代前期の遺構は第 6区を中心に検出されている。周辺の調査では、南東約200m地点で

行われた第32次調査 (K S96-32)で 井戸が検出されている程度で、当該期の遺構・遺物の検出
註 8

例は少ないことが指摘される。これらの状況は、他遺跡とも共通した事象であり、おそらく条里

施行に基づく方格地割に規制され、当該期の集落形態が集村化へと変化した結果を可視的に示す

ものと推定される。

なお、遺構は検出されなかったものの、遺物包含層からは古墳時代初頭～前期に比定される遺

物が出土しており、既往調査で明らかなように当該期の広範な集落存在を示唆している。

一方、第4区の第3層から出土した「大和型庄内式甕」は、大和産としては河内地域で初めて確

認されたものである。中河内地域では、古墳時代初頭～前期においては、活発な地域間交流を示

す証として他地域から搬入された土器の出土例が顕著である。その様な状況にあって、河内産の

庄内式甕が近接する大和地域の遺跡から

散発的に検出されるものの、河内地域で

大和産の「大和型庄内式奏」の出土を見

ない点は、やや理解し難い特異な現象と

して考えられてきた。今回、出土した一

片の「大和型庄内式甕」の存在は、当該

期における「河内」と「大和」との諸問

題を推考する上で一石を投じる結果とな

った。
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(】しから)E-1検 出状況 第 1区  SD-1検 出状況 (西から)

援

が

(南から) 第 3区  SD-2検 出状況 (南から)

第 4区  SP-1・ 肥溜検出状況 (東から) 第 5区  SP-2検 出状況 (北から)

第 6区  SD-3～ SD-6検 出状況 (東から) 第 7区  SD-7・ SD-8検 出状況 (東から)
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1。 本書は大阪府八尾市志紀町西 1丁目地内で実施した公共下水道工事 (8-3工区)に伴う発
掘調査の報告書である。

本調査で報告する志紀遺跡第 3次調査 (S I K96-3)の 発掘調査業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋147-3号 平成 8年 6月 14日 )に基づき、財団法人八尾市文化財

調査研究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 9年 2月 12日 から3月 10日 (実働 6日 間)にかけて、岡田清―を担当者と

して実施した。調査面積は43.4m2を 測る。調査においては市森千恵子・岸田靖子 。中谷嘉

多 。中村百合が参加した。

本書の執筆・編集は岡田が行った。
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XI 志紀遺跡第 3次調査

� 志紀遺跡第 3次調査 (sIK96-3)

(S I K96-3)

1. はじめに

志紀遺跡は人尾市南部に位置し、南東から北西方向に流れる旧大和川の主流であった長瀬川の

左岸にあたり、羽曳野丘陵から北方に伸びる三本の洪積段丘に挟まれた谷状の低地に立地する。

遺跡の推定範囲はおおよそ東西方向0。 6km前後・南北方向0,7km前後を測り、現在の行政区画では

志紀西 1～ 3丁目一帯に所在する。当遺跡の周辺には、北および北西に老原遺跡・南および南西

に田井中遺跡が隣接し、さらに南東約0.5km地点に弓削遺跡・北東約0.3kmに東弓削遺跡が位置し

ている。当遺跡内では昭和57年 (1982年 )よ り現在まで、大阪府教育委員会・八尾市教育委員

会 。 (財 )大阪府文化財調査研究センター 。当調査研究会において、府営志紀住宅建設・合同庁

舎建設・公共下水道工事等に伴う十数件の調査が実施されており、その結果、弥生時代前期から

江戸時代におよぶ水田遺構が重層的に検出されている。その調査のなかでも特筆すべきものに、

大阪府教育委員会の第 1次調査 (1983年度)で出上した藁のた、第 5次調査 (1990年度)で検出
註 1                                   註2

した弥生時代中期の稲株跡、第 6次調査 (1991年度)で古墳時代後期水田跡の大畦畔から芯材と
註3

して転用された梯子の出上が挙げられる。志紀遺跡で検出される水田遺構をおおまかな時代別で

概観すると、弥生・古墳時代の水田が自然地形に沿った区画であるのに対し、平安・鎌倉時代で

は条里に沿った水田区画となっていることが面的な調査結果から窺われる。また、当遺跡の西側

に隣接する田井中遺跡との関係で弥生時代から古墳時代に限ってみると、日井中遺跡で検出され

原 遺 跡

第 3次

日召和56年度
八尾市教育委員会

E志 紀 遺 跡

i‖ ご‖。Ⅲ脚T
圧コ 大阪府教育委員会調査地

□ 八尾市教育委員会調査地

∞ 当調査研究会調査地

0             100          200m

第14次

(TN96-14)

卜田 井 中 遺 跡

第 1図 調査地位置図および周辺図

判 肝
第 2次 1次

ユσ (OH85-2)
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ている当該期の集落が、当遺跡内で検出されている同時期の水田遺構と有機的関係にあることは、

最近の両遺跡の調査から周知されているところである。今回の調査地の近隣では、南に約100m

地点で昭和63～平成元年度に大阪府教育委員会によつて実施された調査 (第 3次調査)で、弥生
註4

時代中期後半から古墳時代後期までの大畦を基幹とする一辺 4mか ら10m前後の小区画水田が検

出されている。また、北方の老原遺跡内では当地から半径約250m地点内で、昭和56～ 60年の間

に入尾市教育委員会および当調査研究会によって 4件の調査が実施されており、その結果、古墳
言主5

時代後期と鎌倉時代の水田・鎌倉時代前期～後期の集落跡が検出されている。

一

―

Ｉ

Ｌ

/   /

ノ
/  /

/
/

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道工事

(8-3工 区)に伴 うもので、当調
査研究会が志紀遺跡内で実施する第

3次調査にあたる。調査対象となっ

た立坑は南北6.4m× 東西7.2mで、

実調査面積約43.4♂ を測る。掘削深

度については、工事掘削最終深度が

現地表から約13mを測るものである

が、周辺における既往の調査結果か

ら考慮 して、現地表から約 8mま で

を調査対象とした。調査の方法は現

地表から1,7m前後の盛土・撹乱層部

八尾変電所

第 2図 調査区位置図

分を重機によりつ「除した後、以下約 8mの深度まで層理に従い、機械と人力を併用して掘削・精

査にあたり、遺構 。遺物の検出に努めた。調査の結果、おおよそ標高 8～ 9m間で古墳時代の埋

没河川または洪水層とみられる砂層、さらに、おおよそ標高 6～ 7m間で縄文時代晩期～弥生時

代前期の沼沢地を示唆する層厚20cm前後の黒色粘土 (帯 )を 2条確認するに至った。

2)基本層序

現地表から1,7m前後に堆積する盛土・撹乱層を含め、全体で22層の堆積層を確認した。工事

上支障をきたす湧水および漏水防止の為の強力な薬注入剤によって、コンクリー ト化した土塊が

調査区全体にブロック状に浸入しており、土層平・断面の観察および掘削は困難を極めた。特に

湧水層とも言えるべき砂層はもちろんのこと、それにパックされた水田耕上の可能性がある下層

の粘土層の上面にも薬剤が影響を及ぼし、畦畔はおろか足跡すら判定し難い状況であった。以下、

周辺の既往の調査結果を踏まえ、確認できた22層 をまとまりのある層群に大別して概説する。

第 1層 :層厚1.7m前後。道路築造の際の盛土および電路管・工業用水管の埋設工事に伴う撹

乱層である。現地表の標高は11.38mを測る。

第 2・ 3層 :層厚0.3～ 0.4m。 灰白色系の砂層で平安時代から鎌倉時代に比定される洪水層と考

えられる。

第 4・ 5層 :層厚0.4か ら0.5m。 灰色系の砂質シルト、および粘土から成る。平安時代から鎌倉

調査区
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盛土・撹乱層
N3/灰白色細粒砂
N3/灰白色粗粒砂
10BG5/1青灰色砂質シル ト
N4/灰色粘土
10YR7/3に ぶい黄橙色細粒砂
10YR6/1掲 灰色シル トと極細粒砂の互層
10BG5/1青灰色シル ト質粘土
10BG5/1青灰色粘土
10BG3/1暗青灰色ンル ト質粘土
N3/暗灰色粘土 (黒色粘土帯 I)

12:5GY5/1オ リーブ灰色粘土
13:N3/晴灰色粘土 (黒色粘土帯 I)
14 1 5GY5/1オ リーブ灰色粕土質シル ト

15:2 5GY4/1暗 オリーブ灰色シル ト
16:5PB6/1青 灰色シル ト質粘土
17:5PB4/1暗 青灰色砂質シル ト
18:10YR7/2に ぶい黄橙色粗粒砂
19:10YR3/3暗 掲色粘土
20:N3/晴灰色粘土 (黒色粘土帯Ⅲ)
21:5PB5/1青灰色シル ト質粘土
22:75Y6/2灰 オリーブ色砂質シル ト

第3図 基本層序模式図

時代の水田耕土に比定される可能性が強い。

第 6・ 7層 :層厚1.0～ 1.2m。 淡い褐色系のシルトと砂層。弥生時代から古墳時代の埋没河川あ

るいは洪水層と思われる。

第 8層 :層厚0.2～ 0.8m。 青灰色シルト質粘土。古墳時代の水田耕土が想定されるが、上層の

土質が薬剤によって変質しており断定は避けたい。

第 9。 10層 :層厚0.5～ 0。6m。 シルト質粘土と粘土。沼沢地にみられるアシ等植物の存在を示唆

する炭酸カルシウム分を多量に含む。

第11～ 14層 :層厚0.8m前後。層厚0。2m前後の2条の黒色粘土帝と同厚規模の 2層のオリーブ

灰色系のシルト・粘土質シルトの互層。黒色粘土帯は、縄文時代晩期～弥生時

代前期に対応する土層とみられる。
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第15～ 17層 :層厚1.4～ 1.6m。 青灰色系のシルトとシルト質粘土。

第18層 :層厚0.4～ 0.6m。 にぶい責褐色粗粒砂。洪水層と思われる。

第19～ 21層 :層厚0.4m前後。層厚0,2m前後の 1条の黒色粘土帯Ⅲを挟んで上下層に層厚0.1～

0。2mの褐色系～灰色系の粘土層が堆積する。

第22層 :層厚0.4m以上。オリーブ色系の砂質シルト。本調査の最深部になる堆積層で、最下

部で標高3.2m前後を測る。

3)検出遺構と出土遺物

今回の調査では、当地が弥生時代から近世まで重層的に水田遺構が存在することが既往の調査

で明白であるため、層理毎は言うに及ばず、特に後述する埋没河川あるいは決水層の下層に堆積

する粘土層上面において、綿密に精査を試みた。しかし、遺構は検出されず、時期決定できる遺

物片すら見つからなかった。よって、結果的には先述の上層観察に主眼を置くこととなった。

3.ま とめ

今回の調査は、下水立坑といった狭小な点的調査区であったことが遺構面を捉えられなかった

要因の一つとも言えるが、それに加えて遺物も皆無であり、各土層の時期判断も既往の調査から

の引用で明確さを欠く。ここで当地北側の老原追跡をみると、八尾市教育委員会および当調査研

究会が実施した4件の調査から、古墳時代後期～鎌倉時代にかけての集落遺構と生産遺構が検出
註5

されているが、本調査地に置き換えるとその上層部分にあたる標高9.5～ 1lm付近は、現代の開

発事業によって削平されているところとなり、その実態は不明である。それより下層の標高 7～

9mに あたる弥生時代～平安時代の生活面について、本調査の上層堆積状況 と遺物量からみて、

当地に集落が形成されていたとは考え難い。本遺跡内で周知されているところの水田遺構が拡が

るものか、あるいは沖積地特有の生活域を見ない河川の氾濫原・沼沢地といった空閑地であった

かについて、調査担当者 としては南方での水田域の規模 と本調査区の上層堆積状況から前者を想

定 したい。

註記

註 1 山本彰他 1983『志紀遺跡発掘調査概要 (第 1次調査)』 大阪府教育委員会
註2 山田隆-1995『人尾市志紀町西1丁 目所在 志紀遺跡発掘調査概要・Ⅳ ―志紀流域調節池築造に伴う
発掘調査― (第 5次調査)』 大阪府教育委員会

註3 大野薫他 1992『志紀遺跡発掘調査概要・Ⅱ (第 6次調査)』 大阪府教育委員会
註4 福田英人 1990「 3.志紀遺跡の水田遺構」『大阪府埋蔵文化財研究会 (第 21回)資料 於 大阪府立労
働センター』大阪府教育委員会 。 (財)大阪文化財センター

註 5・ 高萩千秋他 1983「第 7章 老原遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 1980。 1981

年度』備)人尾市文化財調査研究会報告 2

・駒沢教 1985「 11老原遺跡 (第1次調査)」 『昭和59年度事業4FA要報告』(財 )八尾市文化財調査研究会報告7
・原田昌則他 1986「 5老原遺跡 (第2次調査)」 F昭和60年度事業概要報告』研)八尾市文化財調査研究会報告9
。原田昌則 1989「 15老原遺跡 (第3次調査)」 『人尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』針)人尾市文

化財調査研究会報告25
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艤遮れ、世五●■●▼】滋朗題麟錮趨囲醐圏測盤出国国曲出山山出白出山出出出山■山山口■■山歯

調査終了面全景 最深部標高3.6m前後 (南から)
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版
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北壁東部 標高6.5～ 8.2m付近 (南東から)
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図
版
二

北壁面 標高8.8～ 97m付近 (南東から) 人力掘削 (東から)

古墳時代水田相当面 ? 壁面土層実測風景 (南西から)

北壁面 標高3.2～ 5.3m付近 (南から) 調査地近景 (北東から)

重機掘削 同上 (西から)
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� 田井中遺跡第15次調査 (T N96-15)



例

1.本書は、大阪府八尾市田井中4丁目地内で実施した公共下水道工事 (8-8工区)に伴う発
掘調査の報告書である。

1.本書で報告する田井中遺跡第15次調査 (T N96-15)の 業務は、八尾市教育委員会の指示書

(八教社文第埋247-3号 平成 8年 7月 17日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会
が入尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成 8年 3月 12日 ～3月 28日 (実働 4日 間)にかけて、古川晴久を調査担当者
として実施した。調査面積は、約23♂を測る。調査においては、村井俊子がか加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 9年 9月 30日 に完了した。

1.方位は、磁北である。
1.本書の執筆・編集は、古川が行った。
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� 田井中遺跡第15次調査

� 田井中遺跡第15次調査 (1熙96-15)

(TN96-15)

1. はじめに

田井中遺跡は、人尾市の南東部に位置し、現在の行政区画では田井中 1～ 4丁目・空港 1丁目

の一部にかけて所在する。地理的には、旧大和川の主流であった長瀬川の左岸に位置し、羽曳野

丘陵先端の低位段丘上にある。同地形上で、北に老原遺跡、東に志紀遺跡・弓削遺跡、南西に木

の本遺跡が位置する。また、長瀬川の北側には、東弓削遺跡 。中田遺跡が存在する。

田井中遺跡は、陸上自衛隊八尾駐屯地内での下水道工事の際、弥生土器が出土したことにより

知られるようになった。昭和57(1982)年度から大阪府教育委員会、(財)大阪府埋蔵文化財協会、

(財)大阪府文化財調査研究センター、人尾市教育委員会、当調査研究会による十数次の発掘調査

が実施されており、縄文時代晩期から近世にわたる複合遺跡であることが確認されている。

騨

岳FttlttI三二:こ] E

ロョ 大阪府教育委員会調査地

厖珍 頓か大阪府埋蔵文化財協会

Eコ 頓か大阪府文化財調査研究センター

■■ 八尾市教育委員会

饉鰯 倶か八尾市文化財調査研究会

第4次 c。第5

今回の調査地
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特に、八尾空港北濠の南東端と陸上自衛隊八尾駐屯地の西端を中心として、弥生時代前期の遺

構 。遺物が検出されている。さらに、東に約400mの調査地 [志紀 (そ の 2)]で は、集落をめぐっ

ていたと考えられる弥生時代中期の大溝群が確認されたことにより、集落域は拡大したとみられ

る。

田井中遺跡の北東に拡がる志紀遺跡では、府営住宅の建て替えに伴う調査で弥生時代前期～

中・近世にかけて水田が営まれていたことが明らかになった。これら両遺跡は、考古学的に田井

中遺跡が集落域、志紀遺跡が生産域としてとらえられており、互いに関連があったと考えられて

いる。

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の調査は、公共下水道工事 (8-8工区)の発進立坑部分の調査で、当調査研究会が田井中

遺跡内で実施した第15次調査にあたる。調査地の平面形は、東西幅約3.6m× 南北幅約6.4mの長

方形を呈する。調査は、市教育委員

会の指示書に基づいて、現地表 (T.

P.+11.64m)か ら約 2m前後について

機械掘削を実施 し、それ以下 3mに
ついて人力掘削を主として行い、状

況に応 じて機械掘削を併用 して実施

した。土層断面観察のため東・南壁

を残 しながら掘削を行い調査を進め

た。

民  家

今回の調査地 (TN96‐ 15)

写真 調査地近景 (北西から)第 2図 調査地位置図
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2)層序

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

第11層

第12層

第13層

第14層

第15層

第16層

第17層

第18層

第19層

第20層

第21層

第22層

第23層

第24層

� 田井中遺跡第15次調査 (TN96-15)

現代盛土。

青灰色礫混砂質土～青灰色砂質土。層厚20～ 40cm。 ややしまりあり。 (旧耕土)

黄橙色シルト。しまり弱い。

責白色シルト。灰色粘土ブロックを含む。

灰オリーブ色砂質土。鉄分沈殿がみられ、層の中央に微砂混じる。

青灰色砂質シルト。しまり弱い。(洪水層)

灰色粘質シルト。鉄分沈殿がみられ、しまり弱い。 (水田 。小畦畔)

青灰色粘質シルト。しまりは強くなく、炭酸カルシウムを均―に含む。 (水田・床土)

暗黄灰色粘質土。植物遺体・炭酸カルシウムを多く含む。 (機械掘削終了面)

暗オリーブ色粘質シルト。粘性強く、植物遺体を含む。

暗褐色粘質土。

暗青灰色細砂混粘質土。粘性強く、少し炭が混じる。

暗灰黒色細砂混粘質土。層厚10～ 15clll。 粘性強く、ややしまる。

灰色細砂混シルト。層厚 5～ 30cm。 ややしまりあり。

緑灰色細砂混シルト。層厚 5～ 10cm。 ややしまりがあり、灰黒色の粘土ブロックが若

干混じる。

暗緑灰色シルト。層厚 5～ 25cm。 しまり非常に強い。

緑灰色シルト。層厚10～ 20cm。 しまり強い。

オリーブ灰色シルト。層中に黒雲母を均―に含み、ラミナがみられる。

薄灰色砂質シルト。細砂が混じる。

薄灰色砂質土。粗砂が若千混じる。

灰白色粗砂。しまり弱く、層中の下部に灰色粘土ブロックを若干含む。

灰オリーブ色粗砂。しまり弱く、極小礫を多く含む。

灰白オリーブ色粗砂。しまり弱く、上層よりも極小礫を多く含む。

灰白色粗砂。ややしまり、中礫を若干含む。 (最終掘削面)

3)検出遺構と出土遺物

機械掘削が終了した時点で東壁を観察した結果、旧耕土 (第 2層)から0。4m下 (T,P.+9.9m)

で周辺の調査で検出されている平安時代末期～鎌倉時代前期にかけての水田面に対応する青灰色

粘質シルト (第 8層 )を確認した。そして、東壁のほぼ中央付近で小畦畔 (第 7層)を 1条検出

した。小畦畔の形状は、断面が半円形を呈し、上面幅10.5cm・ 基底幅約30cm・ 高さ15cmを測り、

盛上によって造られている。今回検出した小畦畔は、調査区に対して東西方向に伸びていると考

えられ、古代の条里制水田に伴う遺構と考えられる。

第 8層の下部から第12層 にかけては、ほぼ水平な自然堆積を示し、各層中に炭酸カルシウム・

植物遺体を多く含んでいることから沼沢地状になっていたとみられる。さらに掘削を進めると

T,P,+7.8mにおいて調査区のほぼ全面にわたって河川の埋土とみられる粗砂が現われ、最終掘

削面のT,P.+6.6mまで堆積していた。粗砂内からはローリングを受けた弥生土器 (前期?)。 自然
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木が出上した。この河川は、土層堆積状況などから弥生時代前期以前に機能していたと考えられ

る。その他の出土遺物としては、何れも小片で時期を特定できるものは少ないが、第 9。 10・ 13層

から弥生土器・須恵器片 (杯身・甕)な どが出土した。

TP+120m―

<東  壁>
ノ   GL=1呵 64m

110m_

100m 
―

90m ――――

70m _

第 1層 現代盛土
第 2層 青灰色礫混砂質土～青灰色砂質土 (1日耕土)
第 3層 黄橙色シル ト
第 4層 黄自色シル ト
第 5層 灰オリーブ色砂質土
第 6層 青灰色砂質シル ト (洪水層 )
第 7層 灰色粘質シル ト (水田・小畦畔)
第 8層 青灰色粘質シル ト (水田・床土)

第 9層 暗黄灰色粘質土
第10層 晴オリーブ色粘質シル ト
第11層 晴褐色粘質土
第12層 晴青灰色細砂混粘質土
第13層 晴灰黒色細砂混粘質土
第14層 灰色細砂混シル ト
第15層 緑灰色細砂混シル ト
第16層 暗緑灰色シル ト

第17層 緑灰色シルト
第18層 オリーブ灰色シルト
第19層 薄灰色砂質シルト
第20層 薄灰色砂質土
第21層 灰白色粗砂
第22層 灰オリーブ色粗砂
第23層 灰白オリーブ色粗砂
第24層 灰白色粗砂 (最終掘削面)

第 3図 土層断面図
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� 田井中遺跡第15次調査 (1部 96-15)

3.ま とめ

今回の調査では、弥生時代前期以前の河川、平安時代末期～鎌倉時代前期にかけての水田遺構

を検出した。出土遺物は、極少量である。

弥生時代前期～中期にかけての遺構・遺物の検出が期待されたが、当地においては沖積作用の

状況が認められた。また、当地は旧国郡では志紀郡三条の位置にあたることから、今回検出した

水田遺構 (小畦畔)は、古代の条里制水田の一端を示す遺構として注目される。

参考文献
。原田昌則 1984 『木の本遺跡 (財)八尾市文化財調査研究会報告 4』  研)人尾市文化財調査研究会
・西村公助  1989 「田井中遺跡 (第 1～ 2次調査)」 F入尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 針)八尾市
文化財調査研究会
・亀島重則  1991 『田井中遺跡発掘調査概要・ I』  大阪府教育委員会
・小林義孝  1992 『田井中遺跡発掘調査概要・Ⅱ』 大阪府教育委員会
・亀島重則  1993 『田井中遺跡発掘調査概要・Ⅲ』 大阪府教育委員会
・亀島重則  1994 『田井中遺跡発掘調査概要・Ⅳ』 大阪府教育委員会
・岡田清-  1994 「XI田井中遺跡 (第 13次調査)」 F研)八尾市文化財調査研究会報告42』  は)人
尾市文化財調査研究会
・秋山浩三  1995 『志紀遺跡 (その3)発掘調査終了報告』 ∞)大阪府埋蔵文化財協会
・西川寿勝  1995 『志紀遺跡』針)大阪府埋蔵文化財協会調査報告書 第91輯  は)大阪府埋蔵文化
財協会
・西村公助  1995 「田井中遺跡 (第 5～ 7次調査)」 F懺)人尾市文化財調査研究会報告46』  針)人
尾市文化財調査研究会
,岩瀬 透  1996 『田井中遺跡発掘調査慨要・V』  大阪府教育委員会
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図
版

機械掘削終了面 (T.P+9.5m)北 から 東壁土層 (T.P,+10.75～ 9.5m)南西から

南壁土層 (T.P+94～ 8.5m)北 から

南壁土層 (T.P,+8.5～ 7.7m)北 から 東壁土層 (TP.+78～ 66m)西から
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� 竹渕遺跡第 7次調査 (T K96-7)



例

1.

1.

本書は大阪府八尾市竹測 3・ 4丁目地内で実施した公共下水道工事 (7-123工 区)に伴う

発掘調査の報告書である。

本調査で報告する竹測遺跡第 7次調査 (T K96-7)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第埋727-3号 平成 8年 4月 10日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調

査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 8年 6月 28日 から7月 13日 (実動 4日 間)にかけて、岡田清―・原田昌則

を担当者として実施した。調査面積は37ポを測る。

本書の執筆・編集は岡田が行った。
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� 竹測遺跡第 7次調査

� 竹測遺跡第 7次調査 (TK96-7)

(TK96-7)

1. はじめに

竹測遺跡は、八尾市西部で南北に走る中央環状線 (近畿自動車道)の西側に位置し、遺跡の北

部・南部・西部は大阪市域に接する。地理的には平野川左岸にあたる沖積地上に拡がる。遺跡の

推定範囲は東西約0.6km。 南北約0,8kmを測り、現在の行政区画では竹渕 1～ 5丁 目・竹測東 1～

4丁目に所在する。隣接する遺跡では東に亀井遺跡 。北東に亀井北遺跡・北に加美南遺跡 (大阪

市)。 南に長原遺跡 (大阪市)が存在する。

本遺跡は、昭和57年に当調査研究会によって実施された市立竹測小学校校舎増築工事に伴う調

査 (第 1次調査<T K82-1>)で、古墳時代後期の竪穴住居・土墳・柱穴・溝といった集落遺
註 1

構が検出されたことに端を発する。以後、八尾市教育委員会による遺構確認調査および当調査研

究会による数次の調査によって、本遺跡が弥生時代前期～平安時代に至る複合遺跡であることが

判明している。なかでも平成 4年度に当調査研究会によつて実施された竹渕東 3丁目の工場建設

工事に伴う調査 (第 3次調査<T K92-3>)では、古墳時代後期の方墳が1基検出されており、
註2

こ 第 2次

第 1図 調査地位置および周辺図
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調査区

市  道

平地における墓制の在り方を解明するうえで貴重

な成果といえる。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道工事 (7-123工

区)に伴うもので、当調査研究会が本遺跡内で実

施する第 7次調査にあたる。調査対象となる立坑

は南北6.4m× 東西5.8mの面積約37m2を測る。掘

削は重機と入力を併用して、現地表 (T.P.+8.5

m前後)か ら4m前後を測る工事掘削深度までで

ある。調査は調査区の大半が公道上であるため、

夜間に実施することとなった。

2)基本層序

層序については、調査区内で普遍的に堆積する10層 を摘

出した。また、各層の解釈については前年度に本調査地か

ら北へ約200m地点で実施された第 6次調査 (T K95-豊ヶ
の基本層序を参考にした。

第 1層 :盛土および撹乱。層厚0.4m前後。道路築上および

既存の埋設物による客土層である。

第 2層 :5BG2/1青黒色砂質シルト。層厚0.1～ 0.15m。 旧耕

上にあたる。

第 3層 :7.5YR7/3に ぶい橙色粘土質シルト。層厚0.5～ 0.8m。

平安時代～中世にかけての堆積層と思われる。

第 4層 :5 PB7/1明 青灰色極細粒砂。層厚0.6m前後。埋没河

川の堆積層と考えられる。

第 5層 :5PB4/1暗青灰色シルト質粘土。層厚0.2m前後。

第 6層 :N6/灰色細粒砂。層厚0。2～ 0.3m。 河川の洪水に起

因する堆積層と考えられる。

第 7層 :5PB6/1青灰色シルト質粘土。層厚0。2m前後。下部

には植物遺体が混在する。

第 8層 :N3/暗灰色粘土質シルト。層厚0.3m前後。第 6次

調査結果から層位レベル的に古墳時代前期に相当

する積層と推定されるが、遺物が検出されないた

め推測の域を出ない。

第 9層 :5PB7/1明青灰色シルト。層厚0.2m前後。

第10層 :N8/灰 白色細粒砂～極細粒砂。層厚0,7m以上。第

6次調査の第107層および第210層 に対応する埋没

現地表

(TP+8528m)

TP+80m

70m

60m

50m

第 2図 調査区位置図

1

2

:::::士 ::141::∴ :下
::下∴

■||:|:||::|:|||:::
7

9

〔層 序〕
1.盛土・撹乱
2.5BG2/1青黒色砂質シル ト
3.7 5YR7/3に ぶい橙色粘土質シル ト
4.5PB7/1明 青灰色極細粒砂
5.5PB4/1暗 青灰色シル ト質粘土
6.N6/灰色細粒砂
7.5PB6/1青 灰色シル ト質粘土
8.N3/晴灰色粘土質シル ト
9.5PB7/1明 青灰色シル ト
10.N8/灰 白色細粒砂～極細粒砂

第 3図 基本層序模式図
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� 竹渕遺跡第 7次調査 (TK96-7)

河川の堆積層と考えられる。湧水が著しい。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、遺物としては調査区南東隅の第 3層 7.5YR7/3にぶい橙色粘土質シルト内から中世

末頃かと思われる丸瓦の破片が出土したのみで、それ以外に遺物を包蔵する土層はみられなかっ

た。さらに断面観察する限り各層ともほぼ水平な堆積状況を示しており、遺構面を構築するよう

な土層は確認できなかった。

3.ま とめ

今回の調査では既述したように、遺跡における性格を解明できる遺構・遺物は検出されなかっ

た。各土層の時期的解釈については第 6次調査資料をもとに推測したが、標高7.Om以下最深部

の標高4.5m付近に介在する河川あるいは洪水層に起因する砂層の堆積は、周辺における既往の

調査から上限が古墳時代前期以降から下限が平安時代までの3時期の範疇に比定されるものと思

われる。これらの堆積層から、当地が平安時代以前は度重なる河川の決水からなる氾濫原から沼

地化した土地景観であったことが想定される。また、最下層である第10層 Nv灰白色細粒砂～極

細粒砂とした河川を明示する堆積層は、既往の数次に亘る当遺跡内の調査結果および当地の東部

に位置する近畿自動車道建設工事に伴う一連の調査結
墨
から、層位的およびレベル的に弥生時代

にまで遡る可能性もあり、今後周辺の調査データの蓄積を待ちたい。

註記

註 1 高萩千秋 1989「 Ⅱ竹渕遺跡 (第 1次調査)」 F人尾市埋蔵文化財発掘調査報告 1989年』備)八尾市文

註 3

化財調査研究会報告23

原田昌則 1992「 19.竹測遺跡第3次調査 (T K92-3)」 F平成4年度 (財)人尾市文化財調査研究会事

業報告』ω)入尾市文化財調査研究会

原田昌則 1995「 18.竹渕遺跡第6次調査 (T K95-6)」 F平成 7年度 (財)八尾市文化財調査研究会事

業報告』(財)人尾市文化財調査研究会

註4 大阪府教育委員会 。(財)大阪文化財センター 1987『河内平野遺跡群の動態 I 近畿自動車道天理～吹
田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 ―プロローグ編―』

註 2
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南東部 標高75～8.5m付近 (北から) 中央部東壁 標高6.0～ 7.5m付近 (西から)

西壁中央 標高4.5～60m付近 (東から) 調査地近景 (北東から)

調査区完掘状況 (南から)

４
１
■
Ｒ

　

‐ヽ
，
モ
ヽ
―
十
‐

-86-



� 東郷遺跡第52次調査 (T G96-52)



fアJ

1.

本書は大阪府人尾市桜ヶ丘 1丁目88,89.90-1番地で実施した店舗付共同住宅建設工事に伴う

発掘調査報告書である。

本書で報告する東郷遺跡第52次調査 (T G96-52)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋451-3号 平成 8年 10月 16日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査
研究会が田中 昭氏から委託を受けて実施したものである。
現地調査は平成 8年10月 29日 から11月 12日 (実働 9日 )にかけて、高萩千秋が担当者として

実施した。調査面積は約180rを測る。なお、調査においては人田雅美 。中谷嘉多・中村百

合・市森千恵子が参加した。

本書に関わる業務は、遺物復元・遺物実測 。図面レイアウト・トレースー中谷・中村 。市森

が行った。

本書の執筆・編集は高萩が行った。
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� 東郷遺

� 東郷遺跡第52次調査 (TG96-52)

跡第52次調査 (TG96-52)

1.は じめに

東郷遺跡は八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では東本町 1～ 5丁 目、北本町 2丁目、

光町 1・ 2丁 目、桜ケ丘 1～ 4丁目、荘内町 1・ 2丁 目一帯にあたる。地形的には旧大和川の主

流であった玉串川と長瀬川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡の周辺には東に東郷廃寺、西

に久宝寺遺跡、南に成法寺遺跡、北に萱振遺跡、南東に小阪合遺跡が隣接している。

当遺跡内では現在までに入尾市教育委員会および当調査研究会によって、51件の発掘調査を実

施している。その結果、弥生時代中期～近世に至る複合遺跡であることが判明している。特に古

墳時代初頭～前期の集落構成に関する遺構や他地域との活発な交流を示す遺物の出土などが確認

されている。

今回の発掘調査は当遺跡範囲の東部付近に位置する桜ヶ丘4丁目内の店舗付共同住宅建設に伴

うもので、当調査研究会が当遺跡内で実施する第52次調査である (第 1図 )。 調査地の近隣では、

平成 5年度に実施した当調査研究会第43次調査 (T G98-43)が南側 (約100m)に位置する。

④ 争
!第 9次 ==第35次

:=|;Li:i≒ |ヒ |こ
と
,  

「

1絆円鑑ヨ
需 |

第51次

|  |

Ｒ
ｉｌ
里一

轄一路
第 1図 調査地位置図及び周辺図
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その調査では古墳時代前期～近世に比定される土坑・溝等を検出している。北部の桜ケ丘地区で

は、昭和55年度から現在までに市教委及び当調査斬究会で数次の発掘調査を断続的に実施してい

る。その結果、弥生時代後期の上器集積、古墳時代前期～中期の集落遺構・方墳、奈良時代～平

安時代の集落遺構などを検出している。また、この桜ケ丘地区で平安時代中期以降、大規模な整

地が行われていることが現在までの調査で確認されている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

調査は、建物基礎工事によって破壊される部分に調査区を設定した (第 2図 )。 調査面積は約

180ポ を測る。掘削の方法は市教委の遺構確認調査結果をもとに、現地表 (T,P,+8。 lm)下 0.3

m前後の上層を機械により排除した後、以下0.4m前後の上層について人力掘削および精査を実

施し、遺構・遺物の検出に努めた。さらに、調査対象面の調査が終了後、調査区中央付近に下層

確認 トレンチを設定し、深部の地層状況を確認した。

地区割りについては、北東角の土地境界杭から南へ 7m、 東へ 2mに任意の基準点を設定し、

南北軸を磁北方向より西に8度振り調査区区画に合わせた。区画は調査区範囲を包括できる南北

20m、 東西30mに 5m角の方眼を作成した。区名は基準点より東の南北軸から東へ算用数字 1～

6、 基準点より北の東西軸から南ヘアルファベットa～ cを付し、交差する北西を優先としてla

区～6c区を付称した。遺構や遺物の取り上げなどの記録保存を実施した。

0          10m

―
第2図 調査区位置図及び区割り図

―
―
―
＼

府
道
八
尾
道
明
寺
線
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2)基本層序
第 1層 盛土 (層厚5～ 15cm)。 調査前まで

住居があり、その整地上である。

現地表面はToP.+8.lm前後を測る。

第 2層 旧耕土 (層厚 0～ 15cm)。 昭和30年
ごろまでの耕作上である。部分的

に建物の基礎で削平されている。

第 3層 灰黄褐色砂礫混じリシルト(層厚
20～ 25cm)。 耕作土の床土である。

第 4層 褐灰色礫混じり粘質シルト(層厚
20～ 40cm)。 平安時代末ごろに整

地された土層である。堅くしまっ

ていた。調査区東北部では褐灰青

色系に変色している。

第 5層 明茶灰色シルト (層厚10～ 20cm)。

平安時代末ごろに堆積 した土層

で、部分的に溝状の起伏がみられ

る。

第 6層 灰褐色礫混じり粘質シルト (層厚
0～ 30cm)。 調査区東部に堆積す

る土層で、奈良時代後半～平安時

代初頭の遺構を検出している。

第 7層 茶褐色シルト混砂礫 (層厚40cm以
上)。 調査区全面で確認されてい

るが、調査区西部では第 5層 と同

一レベルで検出している。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表下約0。 3～ 0.4m(標高

7.8～ 7.9m)の第 3層上面で近代の溝 1条

(SD-101)、 第 5層上面で奈良時代後半～

平安時代初頭の土坑 1基 (sK-201)・ 溝

6条 (SD-201～ SD-206)・ 小穴45個

(SP-201～ SP-245)、 平安時代末期ご

ろの土坑 1基 (sK-202)を 検出した。遺

物は遺構及び包含層内からコンテナにして約

4箱分を出土した。以下、検出した遺構につ

いて記す。

� 東郷遺跡第52次調査 (TG96-52)
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東壁断面図



銅製鈴出土地点

馬の歯出土地点

第 4図 検出遺構平面図
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� 東郷遺跡第52次調査 (TG96-52)

奈良時代の検出遺構

土坑 (sK)

SK―…201

調査区の南東部 (6c区 )で検出した土坑である。平面形は南東部の調査区外に至るため形状は

不明であるが、検出部では方形を呈するものと思われる。西側に溝 (sD-202～ SD-204)
が伸びる。検出部の規模は東西2,2m、 南北2.4m、 深さ0.4mを 測る。断面は逆台形を呈し、上層

に灰黒色シルト、下層に暗灰茶色砂礫混粘質土が堆積する。上層では灰が多量に含まれている。

下層には拳大の石 2点があった。上坑内より出上した遺物は奈良時代後半～平安時代初頭に比定

される土器類で、コンテナ箱にして約 2箱分を数える。遺物には土師器の皿・杯、須恵器の壺 。

高杯、九瓦、平瓦、銅製の鈴 1点などがみられた。土師器では完形ないしは完形に近い皿・杯が

出上している。また、底面付近で馬の歯の一部が出上している。

図化できた遺物は第 6図に示す38点である。 1～ 8は皿 (盤)である。 5は皿底面に墨書があ

り、「根□ ?」 と書かれている。 9～21は杯である。 9は平城京Ⅲ期に比定される杯で内面に放

射状ヘラミガキ、螺旋状ヘラミガキを施している。その他はヨコナデや細かいヘラミガキである。

22～26は鉢である。24は内外面ヘラミガキを施す。底部外面に指押え痕が残る。27は小型杯で

ある。28～34は甕である。35は羽釜である。36は須恵器の壷である。37は緑釉陶器の小皿で土

坑の上部より出土している。38は銅製鈴である。銅鈴は人尾市内で 3例 目の出上である。

TP+72m

1 灰黒色シル ト
2 暗灰茶色砂礫混粘質土 0         1m

第 5図  SK-201平断面図

38
SK-201                  X
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� 東郷遺跡第52次調査 (TG96-52)

/1ヽ穴 (SP)

SP-201-SP-245

調査区内で45個 を検出した。方形、隅丸方形、円形、楕円形に分けられる。円形のものは径20

cm前後の小さいものが大半であり、柱痕のみが残存したものと思われる。その他の形状のものは

径30cm以上の大きいものである。また、大きいものには柱痕跡と思われる径20cm前後の円形のも

のや根石と思われる石がみられる。

遺物は土器の小片化したものがごく少量含まれている程度で正確な時期決定は困難であるが、

少数の小穴内から奈良時代後半～平安時代初頭の上師器の小片が出上していることから、これら

の小穴の大半は奈良時代ごろの時期のものであろう。また、調査区南東隅では検出した奈良時代

の上坑 (SK-201)と の関連が考えられる。

小穴一覧表
遺構番号 区  名 平面形 堆 積 土 備   考

SPヽ 201 b区 隅九方形 24^-30 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-202 b区 楕 円 形 70^-80 13 暗灰褐色砂礫混シル ト

SP-203 c区 楕 円 形 20-32 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-204 c区 円 形 13 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-205 b区 隅九方形 50～ 54 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-206 b区 隅丸方形 38^-40 暗灰褐色砂礫混シル ト

SP-207 c区 方 形 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-208 c区 楕 円 形 45～ 60 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 209 c区 方 形 28ヽヤ38 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 210 c区 精 円 形 55^ヤ 76 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 211 2b区 隅九方形 61^ヤ 78 暗灰茶色砂礫混シルト 暗灰茶色砂礫混シルト 柱痕跡有 り。
S P 212 2c区 楕 円 形 54-76 暗灰掲色砂礫混シルト 住痕跡有 り6

S P 213 2c区 楕 円 形 34～ 55 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 214 2c区 楕 円 形 78-96 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 215 2c区 円 形 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 216 2c区 円 形 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 217 2c区 円 形 暗灰掲色砂礫混シルト

S P 218 2c区 円 形 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 219 2c区 楕 円 形 90⌒-92 暗灰褐色砂礫混シルト 柱痕跡有り。

SP-220 3b区 円 形 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-221 3c区 円 形 13 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-222 3c区 隅九方形 65^-70 灰茶色粘質シルト・灰黒色粘質シルト・暗灰褐色砂礫混シルト 柱痕跡有り。

SP-223 3c区 隅丸方形 38^-42 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-224 3c区 隅九方形 53～ 57 茶灰色シルト・暗灰茶色粘質シルト 根石有り。

SP-225 3c区 精 円 形 58‐ 80 暗灰褐色砂礫混シルト 柱痕跡有り。

SP-226 3c区 楕 円 形 35^フ 48 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-227 3c区 隅九方形 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-228 3b区 楕 円 形 50-74 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-229 3c区 円 形 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-230 4c区 円 形 7 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-231 4c区 円 形 暗灰掲色砂礫混シルト

SP-232 4c区 円 形 6 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-233 4c区 楕 円 形 34ヽヤ74 暗灰褐色砂礫混シルト 柱痕跡有り。

SP-234 4c区 円 形 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-235 4c区 隅九方形 68^-72 褐灰色シルト

SP-236 4c区 隅九方形 54^ヤ 78 7 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-237 4c区 楕 円 形 46^ヤ 54 暗灰褐色砂礫混シル ト 根石有り。

SP-238 4c区 隅九方形 50～ 54 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-239 4c区 楕 円 形 78^▼ 80 暗褐灰色シルト

SP-240 4c区 円   形 暗灰褐色砂礫混シル ト

SP-241 4c区 隅九方形 53～ 68 暗灰褐色砂礫混シルト 柱痕跡有り。

SP-242 5c区 円 形 暗灰褐色砂礫混シルト

S P 243 5c区 楕 円 形 33^ヤ 38 暗灰褐色砂礫混シルト

SP-244 5c区 8 暗灰掲色砂礫混シル ト

SP-245 5c区 形円 暗灰掲色砂礫混シルト
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溝 (sD)

SD―-201

調査区の北東部 (5。 6b区)で検出した東西方向に伸

びる溝状遺構である。東部の南側ではSD-205・ 206

が合流し、北側でSD-101に より削平されている。西
は途中で途切れている。検出長約6.5m、 幅約0.2～ 0。7m、

深さ約0。 lmを測る。堆積土は暗灰褐色粘質シルトであ

る。遺物は奈良時代に比定される土師器の皿 (39・ 40)

などの小片をごく少量出土している。

0                   10cm

第 7図  SD-201出土遺物実測図

SD―-202

調査区の北東部 (5c区)で検出した東西方向に伸びる溝状遺構である。東はSD-205と 合流

し、西は途切れている。検出長約2.Om、 幅0.4～ 0。7m、 深さ約0.lmを 測る。堆積土は暗灰褐色粘

質シルトである。遺物は奈良時代の上器の小片をごく少量出土している。

SD-203
調査区の北東部 (5c区)で検出した東西方向に伸びる溝状遺構である。東はSD-205と 合流

し、西は途切れている。検出長約4.Om、 幅0。 2～ 0.3m、 深さ約0.05mを測る。堆積土は暗灰褐色

粘質シル トである。遺物は奈良時代の上器の小片をごく少量出土している。

SD-204

調査区の北東部 (5c区)で検出した東西方向に伸びる溝状遺構である。東はSD-205と 合流

し、西はSK-202に切られている。検出長約4.5m、 幅0.4～ 0。8m、 深さ0.1～ 0.15mを測る。堆

積土は暗灰褐色粘質シル トである。遺物は奈良時代の土器の小片をごく少量出上している。

SD-205
調査区の北東部 (5boc区 )で検出した南北方向に伸びる溝状遺構である。北はSD-201と 合

流し、南は調査区外に至る。溝の西側ではSD-202～204が合流している。東ではSD-206と

合流し、 SK-201に切られる。検出長約4.Om、 幅0.5～ 0,9m、 深さ約 0。lmを測る。堆積土は暗

灰褐色粘質シル トである。遺物は奈良時代の土器の小片をごく少量出土している。

SD-206
調査区の北東部 (5。 6b区)で検出した南北方向に伸びる溝状遺構である。北はSD-201と 合

流し、南はSK-201に切られる。溝の東側は調査区外に至る。規模は検出部で幅1.2m以上、深

さ0。 lmを測る。堆積土は暗灰褐色粘質シル トである。遺物は奈良時代の土器の小片をごく少量

出上している。

平安時代後期の検出遺構

土坑 (SK)

SK―-202

調査区の中央南付近 (4c区)で検出した。平面 L字形を呈する土坑状遺構である。東西50cal、

南北90cm、 深さ40cmを測る。埋土は淡灰褐色粘質土と明茶褐色細砂混シルトのブロック土で、掘

った後すぐに埋め戻した堆積状況である。遺物は出土しなかった。
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近代の検出遺構

溝 (SD)

SD-101

調査区の北部 (1・ 5。 6b区)で検出した東西方向に伸びる溝である。検出面は第 3層上面の床土

からの切り込みがみられる。溝の両方向とも調査区外に至る。検出長は西と東で約7.Om、 幅2.0

m、 深さ約0.6mを測る。堆積土は灰色粘質土・乳灰色微砂である。遺物は出土していないが江

戸時代ごろの時期のものと考えられる。

|

4)遺構に伴わない出土遺物

第 4層 。第 5層内から出土している。遺物量はコンテナ箱

蟻た二仔ヱ偏全曇肇兵息と死露債克F吾黛蒸馨えて言悟害彊    | ヒ_____聖 Cm
時代後期に比定される土師質の紡錘車 (41)で ある。    第3図 遺構に伴わない出土遺物実測図
出土遺物観察表

⑨ θ Ql

遺物香号
図版呑号

器  種 法量 (cm) 調整・技法等の特徴 色調 胎土 焼成 備 考

1 皿

(土師器 )

SK-201

口径 156 外面はヨコナデ、ナデ、接合痕残存。
内面はヨヨナデ、ナデ。

淡橙茶褐色 3 mm以下の砂粒を微量

に含む。

良好 lん

2 同上 口径 162
器高  26

外面はナデ、底部に指頭圧痕残存。

内面はヨコナデ、ナデ。

外

内

淡灰茶色

淡灰褐色

3 nm以下の砂粒を少量

含む。

良好 ほぼ完形

3 同上 口径  162
器高  26

外面はナデ、底部に指頭圧痕残存。

内面はヨコナデ、ナデ。

外

内

淡灰茶色

淡灰褐色

3 mln以下の砂粒を少量

含む。

良好 ほぼ完形

4 同上 口径 180
器高  25

外面はナデ、底部に指頭圧痕残存。

内面はヨコナデ、ナデ。

外 淡灰茶色

淡灰褐色内

5 mm以 下の砂粒を微量

に含む。

良好

5 同上 口径 182
器高  24

外面はナデ、底部に指頭圧痕残存、

底面に「根□ ?Jと 墨書あり。内面
にはヨコナデ、ナデ。

外 :明茶灰掲色～

乳灰茶色

内 :淡灰褐色

2 nn以下の砂粒を少量

含む。

農好 完形

同上 径

高

口

器

140

35

外面はヨコナデ、ナデ後指頭圧痕残

存。内面はヨコナデ、ナデ。

乳灰茶色 3 mlI以下の砂粒を微量

に含む。

良好 2/3

7 同上 径

高

口

器

134

33

内外面ともにヨコナデ、ナデ。 明茶橙色 2 mm以 下の砂粒を微量

に合む。

良好 2/5

同上 口径 内外面ともにヨコナデ、ナデ。

外面ヘラミガキ。

淡茶褐色 l mln以 下の砂粒を微量

に含む。

良好

杯

(土師器)

SK-201

径

高

口

器

112

33

外面はヨコナデ、ナデ後指頭圧痕残

存。内面はナデ後放射状ヘラミガキ、

見込みに螺旋状ヘラミガキ。

淡橙茶褐色 2 mm以 下の砂粒を少量

含む。

良好 完形

同上 口径 内外面ともにナデ。 明茶灰色 2 1nln以 下の砂粒を少量

含む。

良好 1/4

同上 径

高

口

器

116

38

内外面ともにヨコナデ、ナデ。 明茶橙褐色 3 uLl以下の砂粒を微量

に含む。

良好

同上 口径 外面はナデ後指頭圧痕残存。内面は

ナデ。

明橙茶色 3 mll以下の砂粒を少量

含む。

良好 1/3

同上 口径 126
器高  39

内外面ともにヨヨナデ、ナデ。 外

内

明橙茶色

淡灰茶色

3 m ll以 下の砂粒を微量

に含む。

良好 1/2

同上 径

高

口

器

118

36

外面はヘラミガキ、ナデ。内面はナ

ア 。

明灰橙茶色 2 mn以 下の砂粒を微量

に含む。

良好 1/4

同上 口径  127

器高  39
外面はヨコナデ、ナデ後指ナデ。内

面はヨコナデ、ナデ。

外 :淡灰茶褐色

内 :乳灰茶色～淡

茶褐色

3 HLl以下の砂粒を少量

含む。

良好 完形

同上 径

高

口

器

外面はヨコナデ、ナデ後指ナデ、接

合痕残存。内面はヨコナデ、ナデ。

淡橙茶褐色 4 ml以下の砂粒を少量

含む。

史好 完形

同上 径

高

口

器

外面はヘラミガキ、底部ナデ。内面

はナデ。

外

内

明橙茶色

淡灰掲色

3 mm以下の砂粒を微量

に含む。

良好 完形

同上 口径 130 内外面ともにナデ。 外

内

淡橙褐色

淡灰茶色

2 mll以下の砂粒を微量

に合む。

良好 1/5
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遺物番号
図版番号

器  種 法量 (cm) 調整・技法等の特徴 色調 胎 土 焼成 備 考

杯

(土師器)

SK-201

口径 114
器高  38

外面はヨヨナデ後ヘラミガキ、底部

ナデ。内面はヨコナデ、ナデ。

明茶灰色～乳灰色 3 mn以下の砂粒を微量

に含む。

良好 完形

黒斑あり

同上 口径 134
器高  40

外面はヨコナデ、ナデ、指頭圧痕残

存。内面はヨヨナデ、ナデ。

外

内

淡橙茶褐色

淡茶灰色

5 mm以下の砂粒を微量

に含む。

良好 完形

同上 口径 内外面ともにヨコナデ、ナデ① 淡橙茶褐色 3 mm以下の砂粒を微量

に含む。

良好 lβ

鉢

(土師器)

SK-201

口径 外面はヘラミガキ、指頭圧痕残存。

内面はヨコナデ、ハケナデ後ナデ。

淡灰茶褐色 l mll以下の砂粒を微量

に含む。

良好 1ん

同上 口径 160
器高  43

外面はヨヨナデ、ナデ。内面はヨコ

ナデ、ハケナデ後ナデ。

明橙茶色 2 tnll以下の砂粒を微量

に含む。

良好

24 同 上 唯
絲
172 外面はヨコナデ、ナデ後ヘラミガキ、

指頭圧痕残存。内面はヘラミガキ、

ナデ。

外 :明茶橙色

内 :淡灰茶色

4 na以下の砂粒を微量

に含む。

良好 3/4

同上 口径 23_8

器高  lo o

外面はヨコナデ、ヘラミガキ後ナデ、

指頭圧痕残存。内面はヨコナデ、ヘ

ラナデ。

外 :乳茶灰色～乳

灰色

内 :灰黒色～淡茶

灰色

5 mm以下の砂粒を微量

に含む。

良好 l潔

片口鉢

(土師器)

SK-201

口径 200
器高  85

外面はヨヨナデ、指ナデ、指頭圧

痕 接合痕残存。内面はヘラナデ。
外 :淡赤茶褐色

内 :明褐灰橙色

3 mn以下の砂粒を微量

に含む。

良好 1/3

小型杯

(土師器)

S K 201

口径  50
器高  23

内外面ともにヨヨナデ、ナデ。 淡灰茶褐色 2 mal以 下の砂粒を微量

に含む。

良好 1/3

甕

(土師器)

SK‐ 201

口径 160 内外面ともにヨコナデ、ナデ。 外

内

淡灰橙褐色

暗灰褐色

4 mln以 下の砂粒を微量

に含む。

良好

同上 口径 外面はヨコナデ、ナデ、指頭圧痕

接合痕。内面はヨコナデ、ナデ。

外 :暗灰茶色～明

橙茶褐色

内 :淡橙茶灰色

4 mml以 下の砂粒を微量

に含む。

良好

同 上 口径 外面はヨコナデ、ナデ、指頭圧痕残

存。内面はヨコナデ、ナデ。

外

内

淡橙茶色

暗灰褐色

3 mm以下の砂粒を微量

に合む。

良好 1/4

同上 口径 外面はヨヨナデ、ナデ、指頭圧痕・

接合痕残存。内面はヨコナデ、ハケ

ナデ。

明茶赤褐色 3 nun以 下の砂粒を微量

に含む。

良好 lあ

同 上 口径 外面はヘラミガキ後ヨコナデ、ヘラ

ナデ。内面はヨコナデ、ヘラナデ。

外

内

暗橙茶色

明橙茶色

2nr以下の砂粒を微量

に含む。

良好 1/8

同上 口径 220 外面はヨコナデ、指ナデ。内面はナ
デ、ヘラナデ。

暗灰茶褐色 2 mn以下の砂粒を微量

に合む。

良 好 1/6

同上 口径  200 外面はヨコナデ、ナデ、指頭圧痕残

存。内面はヨヨナデ、ナデ。

外

内

明澄茶色

暗灰褐色

3 mm以下の砂粒を微量

に含む。

良好 1/8

羽金

(土師器 )

SK-201

口径  200
鍔  320

外面は口縁～鍔ヨコナデ、他ハケナ

デ、接合痕残存。内面はヨコナデ、

ハケナデ、指頭圧痕残存。

外 :淡仄茶褐色

内 :暗灰茶色～淡

灰茶褐色

4 mln以 下の砂粒を少量

含む。

良好

壷

(須恵器)

SK‐ 201

口径 218 外面は回転ナデ、列点文、二条の沈

線あり、他回転ヘラケズリ。内面は

回転ナデ。

暗緑色 密 良好

小皿

(緑釉陶器)

S K 201

径

一局

回

器

外面は回転ナデ、釉、底面回転ヘラ

ケズリ。内面は回転ナデ。

暗緑色 密 良好 2β

皿

(土師器 )

SD-201

口径 150 外面はヨコナデ、指ナデ。内面はヨ
コナデ、ナデ。

外 :淡灰茶褐色

内 :明橙茶色

l lnln以下の砂粒を微量

に含む。

良好 1/4

40 同上 口径  164 外面はヨコナデ、指ナデ。内面はヨ

コナデ、ナデ。

明橙茶色 3 mm以下の砂粒を微量

に含む。

良好

紡錘車

(上師質)

包含層

直径 425
厚み  21

ナデ。 明茶灰色～淡灰茶

色

3 mln以 下の砂粒を少量

含む。

良好 完形
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3.ま とめ

今回の調査区では古墳時代初頭～近代の遺構・遺物を検出することができた。古墳時代初頭～

前期の時期ものは包含層がわずかに存在するだけで、遺構はなかった。しかし、隣接の調査地で

は弥生時代後期～古墳時代前期の遺構を検出している。調査区南部へ約100mの T G93-43調 査

で布留式期の壺棺、北部へ約100mの 昭和55年度市教委調査で布留式期の井戸、さらに北へ約50

mではT G89-33・ T G94-47・ T G96-48の調査で集落遺構を検出しており、調査地周辺はこ

の時期の集落域であることが想定される。

奈良時代末～平安時代初頭の時期は、建物跡と思われる柱穴群が調査区全体でみつかった。し

かし小規模な調査区内であり、配列するものは調査区内では見出せなかった。また、現段階では

どのような用途であるかは不明であるが、調査区南東隅では多量の灰で埋められた土坑 (sK一

201)を検出している。この遺構の時期は調査区北東部約100m付近に東郷廃寺の存在が想定さ

れる。また、出土遺物においても土坑内より八尾市内で 3例 目になる銅製の鈴、墨書のある土器

を出土している。さらに調査地の南側及び東側は現在の主要道路として活発な交通要所であるが、

調査地の北側を走る東西道路は古来よりの旧道であり、その旧道に沿って調査地が立地しており、

それらを考慮に入れると当地は東郷廃寺との深い関りが考えられる。

それ以降の時期については削平を受けたかは不明であるが、今回の調査では平安時代末に整地

したと思われる土層を確認しただけである。

近世以降からは生産域として水田又は畑としての土地利用が昭和中頃まで続いていたものと思

われる。

以上、調査の成果である。
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会報告16

・高萩千秋 1988御 )人尾市文化調査研究会「15。 東郷遺跡」『人尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』
(財)人尾市文化財調査研究会報告16
。岡田清-1995側 )八尾市文化財調査研究会「Ⅱ 東郷遺跡(第42次調査)」『東郷遺跡 財団法人八尾市文
化財調査研究会報告48』

・岡田清-1995俯 )八尾市文化財調査研究会「Ⅲ 東郷遺跡(第45次調査)」 F東郷遺跡 財団法人人尾市文
化財調査研究会報告48』
。西村公助 1995ω )八尾市文化財調査研究会「Ⅳ 東郷遺跡(第46次調査)」 F東郷遺跡 財団法人八尾市文
化財調査研究会報告48』

-97-



図
版

一

｝イイ『

上
一警
一

調査区全景 (西から)

調査区西部 (南から)

-98-



図
版

二

<:■1窃

調査区中央 (南から)

:甥

―

■
鬱鵡 一一．望

蒙

´
，　

■

一
ガ
一干

．
′

″
　

一
　

一

マ
ｒヤ
ｉ

Ｉ

導

轟警||
電碑T!i

遠蓋辞 
・   与鷲

:|lf■ifrュ子■14i_r■

疑 ヨ 9レ 、

こ
=1鷲

-99-



SK-201(1と から)

SK-201銅鈴 (西から)
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� 東郷遺跡第52次調査 (TG96-52)
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� 東郷遺跡第53次調査 (TG96-53)



例

1.

本書は大阪府八尾市北本町 2丁目67-2.68で実施した個人住宅付共同住宅建設工事に伴う発

掘調査報告書である。

本書で報告する東郷遺跡第53次調査 (T G96-53)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋186-3号 平成 8年11月 14日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査研
究会が中村ヒサノ氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 8年12月 2日 から12月 12日 (実働 8日 )にかけて、高萩千秋が担当者として

実施した。調査面積は約100m2を測る。なお、調査においては八田雅美・中谷嘉多・中村百

合・市森千恵子が参加した。

本書に関わる業務は、遺物復元 ,遺物実測 。図面レイアウト・トレースー中谷 。中村・市森

が行った。

本書の執筆・編集は高萩が行った。
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� 東郷遺跡第53次調査 (TG96-53)

� 東郷遺跡第53次調査 (TG96-53)

1.|よ じめに

東郷遺跡は八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では東本町 1～ 5丁 目、北本町 2丁目、

光町 1・ 2丁 目、桜ケ丘 1～ 4丁目、荘内町 1・ 2丁目一帯にあたる。地形的には旧大和川の主

流であった玉串川と長瀬川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡の周辺には東に東郷廃寺、西

に久宝寺遺跡、南に成法寺遺跡、北に萱振遺跡、南東に小阪合遺跡が隣接している。

当遺跡内では現在までに八尾市教育委員会および当調査研究会によって、52件の発掘調査を実

施している。その結果、弥生時代中期～近世に至る複合遺跡であることが明らかになっている。

特に古墳時代初頭～前期の時期は集落構成に関する遺構や他地域との活発な交流を示す遺物の出

土などが確認されている。

今回の発掘調査は当遺跡範囲の西部付近に位置する北本町 2丁目の個人住宅付共同住宅建設工

事に伴うもので、当調査研究会が当遺跡内で実施する第53次調査である (第 1図 )。

第 1図 調査地位置図及び周辺図

光

町

二

丁

目

／

一紳　　］９
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調査地の近隣では、昭和62年度に実施した当調査研究会第25次調査 (T G87-25)が東側 (約

50m)に位置する。その調査では古墳時代前期に比定される井戸・土坑 。溝、平安時代末～鎌倉

時代の水田遺構等を検出している。当遺跡中央部の北本町・光町地区では、昭和56年度から現在

までに入尾市教育委員会及び当調査研究会で数次の発掘調査を断続的に実施している。その結果、

弥生時代中期の土器 (畿内第Ⅱ～Ⅳ様式)、 古墳時代前期 (庄内式期～布留式期)の竪穴式住

居・掘立柱建物・井戸等の集落域、方形周溝墓・土坑墓・土器構等の墓域、平安時代末～鎌倉時

代の集落遺構・生産遺構などを検出

している。また、古墳時代前期に比

定される出土遺物には他地域から持

ち込まれたと思われる土器が多く含

まれていることが確認されており、

他地域との交流が盛んであったこと

が明らかになっている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

調査は、建物基礎工事によって破

壊される部分に調査区を設定した

(第 2図 )。 調査区は幅2.5m、 長さ

20mの東西 トレンチ 2本 (北 トレン

チ、南 トレンチ)である。総面積は

約100ドを測る。

掘削の方法は人尾市教育委員会の

遺構確認調査結果をもとに、現地表

(T,P,+7.6m)下 1.3m前後の上層

を機械により排除した後、以下0,3

m前後の土層について人力掘削およ

び精査を実施し、遺構・遺物の検出

に努めた。なお、調査の掘削土は外

部処理を行わず、調査地内で処理し

なければならないため、 トレンチ 2
本を順次に行うことにした。

地区割りについては、南西角の上

地境界杭 (基点)か ら東へ 4m、 北
へ 9mに任意の基準点を設定し、南

北軸を調査地の区画に合わせた。区

画は調査区範囲を包括できる南北15

m、 東西25mに 5m角の方眼を作成

-104-
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した。区名は基準点より東の南北軸か

ら東ヘアルファベットa～ c、 基準点

より北の東西軸から南へ算用数字1～ 2

を付し、交差する北西を優先としてla

区～2e区 を付称した。遺構や遺物の取

り上げ等記録保存を実施した。

2)基本層序

第 1層 盛土 (層厚60clll)。 調査前
まで建物 (アパート)があ

り、その整地上である。現

地表 (T.P。 )+7.6m前後

を測る。

第 2層  旧耕土 (層厚10～ 20cm)。

北 トレンチ

� 東郷遺跡第53次調査 (TG96-53)

南トレンチ

第 3図 柱状図

昭和30年ごろまでの耕作土である。部分的に建物の基礎で削平されている。

第 3層 暗青灰色粘質土 (層厚10～ 20cm)。 耕作上の床上である。
第 4層 淡青灰茶色粘質シルト(層厚0～ 25cm)。 近世の遺物を含む。
第 5層 淡茶灰青色細砂混粘質土 (層厚10～ 30cm)。 平安時代末ごろに堆積した土層で、部分

的に微砂～細砂が堆積する窪みがみられる。

第 6層 淡褐灰色粘質土 (層厚 0～ 30cm)。 平安時代末～鎌倉時代初頭の耕作土である。
第 7層 褐灰色粘質土 (層厚40clll以上)。 弥生時代後期～古墳時代前期の遺物を含む土層であ

る。

第 8層 灰茶色粘土 (層厚20cm)。 古墳時代前期の遺構検出面である。
第 9層 灰青色～灰茶色シルト (層厚10cm)。 弥生時代後期～古墳時代前期の遺構検出面であ

る。

第10層 灰色細砂～粗砂 (層厚120cm以上)。 洪水層。市教委の遺構確認調査で確認された層で
ある。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表下約1.lm(標高約7.4m)前後の第 6層 (水田耕作土)上面で溝 1条 (S

D-101)、 現地表下約1.3～ 1.4m(標高7.1～ 7.2m)の第 8層上面で弥生時代後期～古墳時代前

期の土坑 l基 (sK-201)。 溝 6条 (SD-201～ SD-206)・ 小穴13個 (SP-201～ S
P-213)を検出した。遺物は遺構及び包含層内からコンテナにして約 2箱分を出上した。以下、

検出した遺構について記す。

古墳時代前期の検出遺構

土坑 (SK)

SK―-201

北 トレンチの東部 (ld区 )で検出した土坑である。北東部は調査区外に至る。検出部で東西
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� 東郷遺跡第53次調査(TG96-53)

2.9m、 南北0.8m、 深さ0。 lm前後を測る。断面は逆台形を呈し、暗灰色粘質シルトが堆積する。

遺物は古墳時代前期の土師器の小片がごく少量出土している。図化できたのは土師器の壼 (1)

の底部片 1点である。

小穴 (SP)

SP―-201-SP― …213

北 トレンチ 8個 。南 トレンチ 5個で計13個を検出した。平面形は円形、楕円形、隅円方形であ

る。径20～ 70側、深さ10～ 30cmを測る。南 トレンチのSP-210。 SP-21呵 は深い小穴である

が、他の小穴はほとんどが浅いものであった。遺物は古墳時代前期に比定される土師器の小片化

したものがごく少量含まれている程度で正確な時期決定は困難であるが、上層の第 6層が古墳時

代前期の包含層、隣接で検出した溝内より古墳時代前期の土器を出上していることから、これら

の小穴は古墳時代前期 (布留式古相)に比定される時期のものと考えられる。 sP-209か ら布

留式甕 (2)を 出上している。

溝 (SD)

SD―-201

北 トレンチla区 。南 トレンチ2a・ b区で検出した南南東一北北西方向に伸びる溝である。検出長

は北 トレンチ～南 トレンチ約6.5m、 幅0.2～ 1.lm、 深さ0.3～ 0.4mを測る。堆積土は暗灰褐色粘

質シルトである。遺物は古墳時代に比定される土師器片をごく少量出土している。

SD―-202

北 トレンチlc・ d区 。南 トレンチ2c区で検出したほぼ南北方向に伸びる溝である。検出長北 トレ

ンチ～南 トレンチ約7.Om、 幅0.4～ 0.7m、 深さ0.2～ 0.3mを測る。堆積土は暗灰褐色粘質シルト

である。遺物は弥生時代後期～古墳時代前期の上器の小片をごく少量出土している。図化できた

ものはV様式系の奏 (3)。 甕 (4)。 壷 (5)と 思われる底部片・V様式の高杯 (6)である。

小穴一覧表

遺構番号 区 名 平面形
規  模

堆  積  土 備  考
径 深 さ

SP-201 北-la区 隅丸方形 7 暗灰褐色粘質シルト

SP-202 北-lb区 17 灰茶色細砂混粘質土 調査区外ヘ

SP-203 北-lc区 円形 灰茶色細砂混粘質土

SP-204 北-lc区 灰茶色細砂混粘質土 調査区外ヘ

SP-205 北-lc区 楕円形 30^ヤ 37 灰茶色細砂混粘質土

SP-206 北-lc区 円形 1ユ 灰茶色細砂混粘質土

SP-207 北-lc区 円形 灰茶色細砂混粘質土

SP-208 司

`-lb区
45-60 暗灰褐色粘質シルト 調査区外ヘ

SP-209 南 -2a区 20-40 褐灰色粘土・暗灰色細砂混じり粘土 調査区外ヘ

SP-210 南-2a区 楕円形 40～ 50 褐灰色粘土・暗灰色細砂混じり粘土

SP-2H 南-2a区 円形 褐灰色粘土

SP-212 南-2a区 円形 暗灰色細砂混じり粘土

SP-213 南-2d区 暗灰色細砂混じり粘土 調査区外ヘ
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SD―-203

北 トレンチld区で検出した東西方向の溝状遺構である。検出長約2,Om、 幅0,3m前後、深さ約

0。 lmを測る。堆積土は暗灰褐色粘質シルトである。遺物は古墳時代前期の土師器の小片をごく

少量出土している。図化できたものはV様式系の甕 (7・ 8)の 口縁部、甕 (9。 10)の底部

片、鉢 (11～ 13)と 思われる底部片である。141よ高杯の杯部片である。

SD―-204

南 トレンチ2b区で検出した東北東―西南西方向に伸びる溝状遺構である。西はSD-201と 合

流し、東は調査区外に至る。北 トレンチでは検出しなかった。検出長約2.Om、 幅約0.8m、 深さ

約0.15mを 測る。堆積土は暗灰褐色粘質シルトである。遺物はなかった。

SD‐-205

南 トレンチ2b区で検出したほぼ南北方向に伸びる溝である。南北ともに調査区外に至るが、北

トレンチでは検出していない。検出長約2.Om、 幅0。8m前後、深さ0。3～ 0。4mを測り、南狽Jが深い。

堆積土は暗灰褐色粘質シルトである。遺物は古墳時代前期の土器の小片をごく少量出上している。

SD-206
南 トレンチ2d区で検出したほぼ南北方向に伸びる溝である。南北ともに調査区外に至るが、北

トレンチでは検出していない。検出長約2.Om、 幅0.3m前後、深さ0.1～ 0.2mを 測り、北側が深い。

堆積土は暗灰褐色粘質シルトである。遺物は古墳時代前期の土器の小片をごく少量出上している。

中世の検出遺構

溝 (sD)

SD-101

北 トレンチld区 。南 トレンチ2d区で検出したほぼ南北方向に伸びる溝である。南北ともに調査

区外に至る。検出長は両 トレンチを合わせ約7.Om、 幅0,4m前後、深さ約0.3mを 測り、北側がや

や深い。堆積土は淡灰褐色粘質シルトである。遺物は出土していない。この溝は水田耕作土上面

から切り込んでおり、耕作に伴う排水溝や導水溝等が考えられる。

4)遺構に伴わない出土遺物

第 4層 。第 5層 。第 7層に遺物が包含していた。第 4層では近世時期の上器小片がごく少量出

土している。第 5層では平安時代末ごろに比定される土師器の小片がごく少量出上している。第

7層では弥生時代後期～古墳時代前期にかけての土器片が出土している。図化できたものは第 7

層内から土器12点である。これらの土器はV様式系の甕・壷・高杯である。甕は15～ 18、 壼は

19～ 25、 局杯は26である。
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� 東郷遺跡第53次調査 (TG96-53)
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出土遺物観察表

遺物番号
図版番号

器  種 法量 (cm) 調整・技法等の特徴 色調 胎土 焼成 備  考

1

笙

(上師器)

SK-201

底径  80 外面はヘラナデ、ハケナデ後ナデ、
接合痕残存。内面はヘラケズリ。

外 :淡責灰色～黒

灰色

内 :暗紫茶色

6 nn以下の砂粒を多量

に含む (長石・石英・

角閑石)

良好 底部完

2

奏

(土師器 )

SP-209

口径 外面は口縁部ナデ、体部ハケナデ

(10本 /cm)。 内面は日縁部摩耗の為調

整不明瞭、体部ヘラケズリ。

外 :淡灰茶色～淡

茶灰色

内 :淡橙茶色

4 mn以 下の砂粒を少量

含む (長石 赤褐色酸
化泣・角閃石 )

良好 1/4 煤

付着

3

奏

(土師器 )

SD-202

口径 外面は回縁部上部ナデ、他タタキ後

ナデ、接合痕残存。内面はヘラナデ、

接合痕残存。

淡澄茶褐色 5 mm以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母・角

閃石)

良好

4

甕

(上師器)

SD-202

口径 外面は口縁部摩耗の為調整不明瞭。

接合痕残存。体部タタキ (4本 /cm)。

内面は摩耗の為調整不明。接合痕・

指頭痕残存。

淡橙茶色～淡灰色 4 mn以 下の砂粒を多量

に合む(長石・角閃石)

良好 1/5

5

重 ?

(土師器)

SD-202

底径 外面は体部ヘラナデ、底面ナデ。内

面はヘラナデ、工具痕残存。

暗灰褐色 3 mln以 下の砂粒を少量

含む (長石・雲母 角
閃石)

良好 底部完

6

高杯

(土師器)

SD-202

口径 296
内外面ともに口縁部上部ナデ、他ナ

デ 。

淡赤茶色 4 null以 下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石・赤褐色酸化

粒)

良好 口縁部一

部

7

甕

(土師器)

SD-203

口径 142
外面は回縁部ヨヨナデ、体部タタキ

(5本/cm)。 内面は国縁部ヨコナデ、

体部ヘラナデ。

淡灰茶色～淡橙茶

色

5nn以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石 ・赤褐色酸化

粒)

良好 1/5 煤

付着

8

同上

口径 170

内外面ともに口縁部上部ナデ、他ナ

デ。摩耗の為調整不明。

外 :暗灰茶橙色

内 :淡黒灰色

4 mn以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母・角

閃石・赤褐色酸化粒 )

良好 口縁部一

言躊

9

同上

底径

外面は体部タタキと思われるが摩耗

の為調整不明瞭、底面ナデ。内面は

ヘラナデ。

明茶灰色 3 mm以下の秒粒を多量

に含む (長石・雲母)

良好 底部完

黒斑有り

同上

底径  44
外面はタタキ (5本/伽 )、 底面ナデ。

内面はヘラナデ。

淡橙灰茶色 3 mn以 下の砂粒を微量

に含む (長石・雲母・

角閑石・石英 )

良好 底部完

11
鉢 (土師器)

S D 203 底径  34
内外面ともに摩耗の為調整不明瞭。 淡橙茶色 6 mn以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母)

良好 底部完

同上

底径  36
外面は体部摩耗の為調整不明瞭、工

具痕残存、底面ナデ。内面はヘラナ

デ。

淡灰茶色 4 1nm以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石・赤褐色酸化粒)

良好 底部完

同上

底径  62
外面は脚部ナデ。内面は杯部ヘラナ

デ、脚部ナデ。

淡緑灰色 4 1nm以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母・角

閃石)

良好 1/3

高杯

(土師器 )

SD-203

口径

外面は摩耗の為調整不明瞭。内面ナ

デ 。

淡橙乳茶色 3nm以下の砂粒を少量

含む (長石・石英・赤

褐色酸化粒 )

良好 杯部

1/3

15

甕

(上師器)

包含層

口径 100
外面は日縁部ナデ、体部タタキ後ナ

デ。内面は日縁部ナデ、体部ヘラナ

デ。

外 :淡橙茶色

内 :淡茶灰褐色

5 1nln以下の砂粒を微量

に含む (長石・雲母)

農好 口縁部一

部

同上

底径  42
外面はタタキ、底面ナデ。内面はナ

|デ。

外 :淡灰茶色

内 :淡灰褐色

3 mm以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母)

良好 底部

3/4

17

同上

底径  38
内外面ともに摩耗の為調整不明瞭。 外 :淡灰茶色

内 :明茶赤褐色

4 mln以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石)

良好 底部

12

同上

底径  44
外面はタタキ (3本/cm)、 底面ナデ、

接合痕残存。内面はナデ。

外 :淡灰茶色

内 :淡黒灰色

3m以下の砂粒を多量
に含む (長石・雲母・

石英)

良好 底部

1/3

重

(土師器)

包含層

底径  50
外面はナデ。内面はヘラケズリ。 外 :暗灰黒色～淡

灰茶色

内 :淡茶灰色

8 nln以 下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石)

良好 底部完
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� 東郷遺跡第53次調査 (TG96-53)

遺物番号
図版番号

番  種 法量 (cm) 調整・技法等の特徴 色調 胎 土 焼成 備 考

重

(上師器)

包含層

底径  44 外面はタタキと思われるが摩耗の為
調整不明瞭、底面ナデ。内面は摩耗

の為調整不明瞭。

外

内

淡赤茶灰色

淡灰茶色

6 mm以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

石英)

良好 購
路

同上 底径  24 外面はナデ。内面はヘラナデ。 外

内

明茶灰色

淡灰黒色

l mln以下の砂粒を微量

に含む (長石 雲母・
石英)

良好 底部完

同上 底径  34 外面はタタキ、底面ナデ。内面はナ
デ 。

乳茶灰色～乳灰色 2 mn以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母)

良好 底部完

同上 底径  43 内外面ともに摩耗の為調整不明瞭。 外
内

淡黄灰茶色

淡灰色

2 mn以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母 角閃
石・赤褐色酸化粒・石英)

良好 底部完

高杯

(土師器)

包含層

口径 174 内外面ともに摩耗の為調整不明瞭。 明茶橙色 6 mln以 下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母 ,

石英)

良好 杯部

1/3

煤付着

3.ま とめ

今回の調査地は東郷遺跡の西部にあたり、調査区は東西方向に細長いトレンチ 2本を平行にあ

けた調査であった。調査の成果では古墳時代前期～中世の遺構 。遺物を検出することができた。

以下、検出した時代別に成果を記す。

古墳時代前期の時期は、調査区全域で遺物包含層 (第 6層 )が存在 し、その下面より上坑・

溝・小穴が検出された。これらの遺構の性格は小面積のため、明確には言えないが集落遺構の可

能性がある。その理由として隣接の調査地においてこの時期の遺構を検出している。調査区から

東約50mの第25次調査地 (T G87-25)で は古墳時代前期の井戸・土坑・溝、そこから東へ約30

mの昭和55年度市教委調査地で古墳時代前期の井戸等、さらにその周辺では市教委及び当調査研

究会の調査で竪穴式住居・掘立柱建物・井戸等の集落遺構を検出しており、集落域の中心と考え

られている。当調査地はその西側にあたり、その集落域の西端部分にあたるものと思われる。

平安時代末～鎌倉時代初頭の時期のものは水田耕作土を確認した。この時期の水田遺構は第25

次調査地 (T G87-25)で検出しており、今回の調査により西への広がりを確認することができ

た。これらのことから当調査地の周辺では生産域としての土地利用が行われていたことは明確と

なった。それ以後、土層の状況から近代まで同様に生産域としていたと思われる。

以上、調査の成果である。

参考文献
・米田彼幸・高萩千秋他 1983「第8章 東郷遺跡発掘調査概要報告」『八尾市坦蔵文化財発掘調査概報
1980。 1981年度』人尾市教育委員会
・駒沢敦 1984「 2.東郷遺跡第17次調査」『昭和58年度事業概要報告』研)人尾市文化財調査研究会報告5
研)八尾市文化財調査研究会
・嶋村友子 1986「 1.東郷遺跡の調査」『八尾市内遺跡昭和60年度発掘調査報告書』人尾市文化財調査報告
11昭和59年度国庫補助事業 人尾市教育委員会
・成海佳子 1988「 8。 東郷遺跡第36次調査 (T G91-36)」 F平成3年度 ω)人尾市文化財調査研究会事業報

告』研)人尾市文化財調査研究会
・高萩千秋 1989『東郷遺跡・田井中遺跡』針)人尾市文化財調査研究会報告17研)人尾市文化財調査研究会
・原田昌則 1991「 7。 東郷遺跡第34次調査 (T G90-34)J『 平成2年度 研)人尾市文化財調査研究会事業報

告』側)八尾市文化財調査研究会
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一

北 トレンチ全景 (西から)

SP-201(南 から)

SP-203～ SP-207(南 から)
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XV 東郷遺跡第53次調査 (TG96-53)

SD-202(南 から)

南 トレンチ全景 (西から)

SD-201・ SP-209～ SP-2¬ 2(1とから)
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図
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三

SD―-205 (耳とから)

SP―-202 (耳とから)

SD―-206 (耳ヒカⅢら)
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� 東郷遺跡第53次調査 (TC96-53)

(1)SK-201、 (2～ 6)SD-202、
SD-203、 19・ 20・ 26が遺構に伴わない出土遺物

図
版
四

12

刊3
19

20

(7・ 可1～ 13)
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本書は、人尾市中田 1・ 4丁目地内で実施した公共下水道 (7-62工 区)工事に伴う発掘調

査の報告書である。

本書で報告する中田遺跡第33次調査 (N T96-33)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋677-3号 平成 8年 3月 8日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査

研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 8年 4月 5日 から平成 8年 4月 15日 (実働 5日 )にかけて西村公助を担当者

として実施した。調査面積は30.25ド を測る。なお、調査においては中西明美、西村和子が

参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測一西岡千恵子・西村 (公)。 中西、図面レイアウト・トレー

スー中西、西村 (和 )、 西村 (公)が行った。

本書の執筆、編集は西村公助が行った。

本 文 目 次
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� 中田遺跡第33次調査

XII 中田遺跡第33次調査 (NT96-33)

(NT 96-33)

1. はじめに

入尾市の中央部に位置する中田遺跡は、南東から北西方向に流れる旧大和川の主流であった長

瀬川の左岸の沖積地上に位置する。同遺跡は、現在の行政区画では、中田・刑部・八尾木北にか

けて存在している。

当遺跡内では、昭和47年に中田遺跡調査会が区画整理に伴った発掘調査を行って以来現在まで
註 1

に数十件の発掘調査を実施している。そのなかでも、今回の調査地の南約 5m地点で八尾市教育

委員会が行った下水道工事に伴う発掘調査
ケ
(92-598)で は、平安時代末期の井戸を検出してい

註2

る他、弥生時代後期から近世に至るまでの遺構の検出や遺物の出上が報告されている。

当遺跡の周囲には、北に弥生時代中期以降近世に至るまでの集落遺構が検出されている小阪合

遺跡、西に弥生時代後期の集落遺構を検出している矢作遺跡、南に弥生時代中期から近世に至る

までの集落遺構を検出している東弓削遺跡が隣接している。

第 1図 調査地周辺図

-117-

矯 こ IV｀訂



調査原因 調査期間 文献 発 行

研究会 (NT89 2) 中国 2～ 4 公共下水道 (財)八尾市文化財調査研究会報告28 (財)八尾市文化財PII査研究会

イ 研究会 (NT89 4) 八尾木北 5 公共下水道

研究会 (N rO0 5) 八尾木北 1372 送電鉄塔建春

Jf究会 (Ntt0 6)

研究会 (NT91 7) 八尾木北 3340他 共同住
~t建
詔 (財 )ノ 尾`市文化財調査研究会報告34 (財)八尾市文化財調査研究会

研究会 (N「91つ ) 中日 1-3 共同住宅建設

研究会 (IN r92-10) 八尾木北 3 河川改修工事 平成4年度 (財 )八尾市文化財調査研究会事業報告 (財)人尾市文イヒ財調査研究会

研究会 (Nr92-12)

研究会 (Nr92-15) 刑部 2 公共下水道 (財)八尾市文化財調査研究会報告56

研究会 (N r93-16) 八尾木北 133他 共同住宅建設 (財 )八尾市文イヒ財調査研究会報告43 (財)人尾市文化財調査研究会

サ 研究会 (Nr93 20) 中田 4■ 18 防火水糟

Jf究会 (NT94‐26) 中国 120他

研究会 (N r94‐ 27) 八尾本北 6■ 9 共同住宅建3

研究会 (NT95‐ 29) 中日 350 公共下水道 平成7年度(財 )人尾市文化財調査研究会事業報告 (財)入尾市期 ヒ財調査研究会

研究会 (Nr95‐ 31) 刑部 共同住宅建尉

研究会 (NTつ 6‐33) 公共下水道 平成8年度 (財 )人尾市文化財調査昴究会事業報告 今回の調査地

研究会 (N r96‐ 3】 平成8年度 (財 )人尾ヽ文化財HFT査研究会事業報告

研究会 (N r97‐ 86) 日中日2丁 目 公共下水道

市教育委員会 青山町 3中 田 5他 遺跡範囲確認 中田遺跡 中田遺跡調査報告Ⅱ 八尾市教育委員会

倉庫 事務所 八尾市文化財紀要 2 八尾市教育委員会

布教育委員会 八尾木北 5他 八尾市文化財調査報告18 べ尾市教育委員会

市狭委 (894,3昭 和G9年 ) 中国 4 公共下水道 八尾市文化財調査報告21 八尾市教育委員会

市教委 (89‐484) 八尾木北 2-419 倉庫 事務所

市教委 (90‐ 540) 中田 4■ 42の 一部 共同住宅建設

市教委 (90‐427) 八尾木北 2■ 513 工場付住宅

市教委 (90‐412) 八尾本北 2562 共同住宅建設

市教委 (00‐ 520) 八尾木北 1-40他 工場建設

市教委 (91_353) べ尾木北 2 公共下水道 八尾市文化財調査報告28 入尾市教育委員会

市教委 (91‐ 354) 八尾木北 2 公共下水道

市教委 (91503) 中日 公共下水道

市教委 (92‐ 31ワ ) 公共下水道

市教委 (oワ _598) 公共下水道 八尾市文化財調査報告30 入尾市教育委員会

市荻委 (93‐355) 公共下水道

市教委 (94■ 4) 20他 八尾市文化財調査報告31 八尾市教育委員会 研究会 (N T94 26)調 査地

市教委 (95‐260) 中田 4■174 八尾市文化財調査報告33 八尾市教育委員会

i教委 (95‐ H9) 刑 部 八尾市文化財調査報告33 入尾市教育委員会 研究会 (N?9531)調 査地

市教委 (95‐470) 公共下水道 ハヨ里市文化財調査報告86 入尾市教育委員会

市教委 (96‐ 5,0) 公共下水道 八尾市文化財調査報告86 八尾市教育委員会

市教委 (96487) 刑 部 公共下水道 入尾市文化財調査報告36 入尾市教育委員会

大阪府教育委員会 公共下水道 35年度 IO 中田選跡発掘調査概要 大阪府教育委員会

■日遺跡調査会 二画整理 2 中田遺跡 〈北区〉発掘調査概要 中国遺跡調査会

② 中国遺跡調査会 中田 4 区画整理 3 中田遺跡 〈南区〉発掘調査概要 中日遺跡調査会

③ 中田遺跡調査センター 電話線埋設 4 中田遺訴 中田遺跡調査報告 I

第 1表 中田遺跡調査一覧表

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の調査は、公共下水道工事 (7-62工 区)に伴っ

て破壊が予測される人孔 7個所 (1区～ 7区)を対象に

実施した。現地表面からlmま でを機械により掘削し、

以下0.7～ 1.Omは 人力掘削による調査を実施した。

2)層序

第 0層は近代の盛上である。この層は各調査区で確認できた。なお、今回の調査地での現在の

標高は 1区では、T,P.+9,9mで 、7区ではT.P.+9.55mで西から東へ徐々に低くなる。第 0層を

取り除くと、各調査区には旧耕上が存在しており、近世から近代まで水田及び畑として利用して

いた土地であったことがわかる。以下は各調査区で層位が異なるので一概には言えないが、標高

T,P.+8.9m～ T.P.+8.Om前 後に弥生時代から中世にいたるまでの遺物包含層や遺構が存在して

いる結果がえられた。

写真1 調査地周辺 (西から)
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第2図 調査区設定図

3)検出遺構と出土遺物

1区

第 4層上面 (T.P.+8.6m)で 土坑 1基 (sK-101)を検出した。

SK-101

調査区内の北東端で検出した。検出した平面の形状は半円形で、径0.5m、 深さ約0。2mを測る。

埋土は、10Y R5/1褐 灰色粘土である。内部からは鎌倉時代の上師器の羽釜 (1)、 須恵質の鉢

(2)、 砥石 (3)が出土した。

(1)は内傾し、くの字に丸 く短く外反する口縁部である。 (2)は外反して立ち上がり端部

は上方向につまみ上げて尖 りぎみに終わ

る口縁部である。 (3)は 幅の狭い面に

1面のみ使用した痕跡が見られる。

TP十
100m

90m

2区

第 3層上面 (T.P.+8,7m)で土坑 l

基 (sK-201)を検出した。

SK-201

調査区内の北西端で検出した。検出し

た平面の形状は半円形で、径0.4m、 深

さ0.5mを 測る。埋土はN4/灰色細砂混

粘土で、内部からは鎌倉時代の土師器皿

(4)、 土師器羽釜の破片が出土した。

W

TP,十
100m

90m

0    1    2m

―

層序
盛土
旧耕■ 534/1 暗青灰色細砂混粘土
iOYR4/4 掲色細砂混粘土
10YR4/1 掲灰色粘土 上面で土坑を1基検出

1 旧耕± 5B4′1 暗音灰色細砂混粘上
2 ,OYR6/1 掲灰色シル ト泥粘土
3 10YR4/6 掲色細砂混粘土
4 N守 灰色粘土
上面で土坑を1藝検出

a 上坑 (S(101)内埋上 iOYRSyl 掲灰色粕土
植物遺体含む

第 3図  1区平断面図

④
,区  層序
O 盛土

0    1    2m

―

2区

10YRS/6 黄掲色細砂

土坑 (S(201)内 埋土 N4/ 灰色細砂混粘土

第 4図  2区平断面図

3区

第 4層上面 (T,P.+8.5m)で 調査を行ったが、
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遺構の検出はなかった。
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声
~~「 ~鶴

1

第 5図  1区SK-101 (

o                 10               20cm

l～ 3) 2区 SK-201(4) 3区 第 3層 (5)出土遺物実測図

遺構に伴わない出土遺物

第 3層内からは弥生時代後期の奏 (5)が出土していることから、調査 した面はこの時代以前

の面であると思われる。

4区

第 4層上面 (標高T,P,+8.6m)で河川 1条 (NR-401)を 検出した。

NR-401

南北方向に伸びる自然河川で、河川の西肩を検出した。検出した幅は約2.Om、 深さ約0.9mを

測る。埋土は10Y R5/6責褐色細砂で、内部からの遺物の出土はなかった。弥生時代後期以降か

ら平安時代まで機能していたと推定される。

W            E山
郎糧垂竪_山渾

W              E

80m

○

0    1    2m

―
3区 層序
0 盛土
1 旧耕土 N9′  暗灰色細砂混粘土
2 10YR671 褐灰色ンル ト混粘土
3 10YR4/4 掲色細砂混粘土
4 10YR9/1 黒褐色細砂

第 6図  3区平断面図

4区 層序
0 盛土
, 旧耕土 N3/ 贈灰色IIH砂混粘土
2 25Y2/1 黒色組砂粘土
3 10YR3/1 褐色細砂混粘土
4 10YR5/6 黄褐色細砂
5 5G5/1 緑灰色シル ト質粘土
a 河川 (NR 401)内 理± 10VR5/6 黄褐色細砂

第 7図  4区平断面図

5区 膚序
0 盛土
1 旧耕土 N3/ 暗灰色細砂混粘土
2 10YR3/1 黒掲a粘質粗砂
3 10YR5/6 黄褐色細砂混粘土 上面で河川を1条検出

a 河川 (NR‐501)内埋± 10YRS/6 資掲色細砂
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� 中田遺跡第33次調査 (NT96-33)

遺構に伴わない出土遺物

第 4層からは弥生時代後期の台付壺 (6)の裾部が、第5層からは弥生時代後期前半頃の壺 (7)

の口縁部と甕 (8)の口縁部が出上した。(7)は口縁端面に擬凹線を、顎部に直線文を施す。

写真 2 4区第 5層 (7)
出土遺物

第 9図  4区第 4層 (6)第 5層 (7・8) 5区第 2層 (9)出土遺物実測図

5区

第 3層上面 (標高T,P.+8.9m)で河川1条 (NR-501)を 検出した。

NR-501

南北方向に伸びる自然河川で、河川の東肩を検出した。検出した幅は約1.5m、 深さ約0,9mを

測る。埋土は10Y R5/6黄褐色細砂で、内部からの遺物の出土はなかった。南隣に隣接している

4区では、同じ河川と推定できる西肩を検出した。

遺構に伴わない出土遺物

第 2層からは弥生時代後期の高杯 (9)が出上した。

6区

第 3層上面 (標高T,P.+8.6m)で調査を行ったが遺構の検出はなかった。

「
R+100話
W E―一       ―― w        E― 一

TP+100m
7区

第 3層上面 (標高 T,P.+8.6m)

で土坑 1基 (sK-701)を検出した。

SK-701

検出 した平面の形状は半円形

で、径0.9m、 深 さ0.3mを 測る。

埋土は10Y R3/1黒褐色細砂混粘土

で、鎌倉時代の上師器小皿 (lo)、

瓦器椀 (11)が出上 した。 (11)

は高台が退化 している。見込みに

平行線の暗文を施 し、内面のヘラ

ミガキは渦巻き状のものである。

1

6区 層序
0 盛土
1 1日耕■ 5B21 青黒色細砂混粘土
2 10YR5/6 黄褐色ンルト混粘土
9 10YR6/6 明黄褐色ンル ト

第10図  6区平断面図
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7区 層序
O 盛土
1 旧耕上 5B守1 暗青灰色細砂混粘土
2 Ny 皓灰色細砂混粘土
3 10YR3/4 暗掲色シル ト混粘土 上面で土坑を 1碁検出
4 10YR7/6 明黄褐色細砂混ンル ト

a 土抗 (SK‐ 701)内 埋土  iOYR3′ i 黒褐色細砂混粘土

第11図  7区平断面図



写真 4

辰て言冨三冒雇目旨雪昌昌ラ房7´                m
第12図 7区 SK-701(10。 11)出土遺物実測図写真 3 7区 SK-701内遺物

出土状況 (西から)

3.出土遺物観察表

7区SK-701(11)

出土遺物

遺物番号 調査区 遺構名 包含層 種類 器種 口径 器高 底径 裾径 形態 調整 色調 胎土 焼成

〕 1区 SK‐ 101 土師器 羽金 口縁部内外面ヨコナデ。 橙色 粗 良好

2 1区 S K 101 須恵器 鉢 口縁部内外面回転ナデ。 灰色 密 良好

3 1区 S K 101 砥石 研磨した面は一辺である。 灰色

4 2区 S K 201 土師器 皿
口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面

ナデ。
にぶい橙色 粗 良好

5 3区 3層 弥生土器 奏
口縁部内外面ヨヨナデ。体部外面タ

タキロのちハケ。内面ヘラナデ。
橙色

1～ 3mm程

度の砂粒合

むぅ

良好

6 4区 4層 弥生土器 台付重
裾部内面ナデ。接合痕と工具痕あり。

外面ヘラミガキ。
淡茶灰色

3mm以 下
の 砂 粒 合

む。

良好

7 4区 5層 弥生土器 一空

口縁部内外面ヨコナデ、頚部内外面

ヘラミガキ。体部内外面ナデ。日縁

部端面に擬凹線を、顕部に直線文を

施す。

淡灰茶色

7mm以 下
の砂礫粒多

量 に含む。

良好

8 4区 5層 弥生土器 奏

口縁部内外面ヨコナデ、指押えあり。

体部外面タタキロ、内面ナデ、指押

えあり。

淡茶灰色

3mm以 下
の砂粒多量

に含む。

良好

9 5区 2層 弥生土器 高杯 220 杯部内面ヘラミガキ、ヨコナデ、外面ヘラミガキ。黄橙色
2mm程 度
の砂粒含む。

良好

7区 S K 70J 土師器 小皿
口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面

ナデ。
にぶい橙色 粗 良好

7区 S K 701 瓦 器 枕

国縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ヘ

ラミガキ、見込みに平行線の暗文を

施したのち渦巻き状のヘラミガキを

施す。体部外面ナデ。指頭圧痕あり。

黒灰色 密 貞好
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XII 中田遺跡第33次調査 (lw96-33)

4.ま とめ

4区 と5区で検出した河川は、南北方向に流れており幅約2.Om程度の小規模なものであるこ

とがわかった。弥生時代後期以後から河川として機能していたと推定される。また、同区からは

弥生時代後期前半頃の遺物が出上していることから同時期の集落が調査地の近辺に存在している

可能性が高いと思われる。

1区 。2区 。7区で検出した土坑は、鎌倉時代のものであることがわかった。 7区で検出した

上坑内から出土した瓦器椀は12世紀後半頃に比定でき、同時期の集落が今回の調査地に存在して

いる結果が得られた。南に隣接している平成4年度の人尾市教育委員会調査地では、平安時代末
註2

期の井戸を検出しており、このことより平安時代末期から鎌倉時代に至るまで今回の調査地周辺

で集落が営まれていたと推定できる。また、昭和63年度の八尾市教育委員会調査地では、15世紀
註 3

頃の井戸を検出していることから、集落はその頃まで継続している可能性も考えられる。

山本昭 1974.5『 中田遺跡』中田遺跡調査報告 I日本電信電話公社大阪東地区管理部地下線埋設工
事に伴う調査 中田遺跡調査センター

山本昭 1975,3『中田遺跡』中田遺跡調査報告Ⅱ昭和49年度国庫補助事業中田遺跡範囲確認調査 八

尾市教育委員会

註 2 漕 斎他 1994.3「 6。中田遺跡 (92-598)の 調査」『八尾市内遺跡平成5年度発掘調査報告書Ⅱ』人尾
市文化財調査報告30平成5年度公共事業人尾市教育委員会

註 3 米田敏幸他 1990「 1.中田遺跡 (88_393)の調査」『八尾市内遺跡平成元年度発掘調査報告書Ⅱ』八
尾市文化財調査報告21 平成元年度公共事業 人尾市教育委員会

参考文献

・坪田真- 1997「25.中 田遺跡第35次調査 (N T96-35)」 F平成8年度 俯)八尾市文化財調査研究会事業報
告』(財)八尾市文化財調査研究会
・漕 斎他 1994.3「 6.中田遺跡 (92_598)の 調査」『八尾市内遺跡平成 5年度発掘調査報告書Ⅱ』八尾市
文化財調査報告30平成 5年度公共事業入尾市教育委員会
・滴 斎他 1997.3「 16。中田遺跡 (95-470)の 調査」『八尾市内遺跡平成 8年度発掘調査報告書 I』 八尾市
文化財調査報告36平成8年度国庫補助事業八尾市教育委員会
・原田昌則他 1987「萱振A遺跡 (第 1次調査)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査概要』昭和61年度 財団法人
八尾市文化財調査研究会報告13

・寺沢薫・森岡秀人編著 1989『弥生土器の様式と編年 近畿編 I』 木耳社
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写真 6 2区 (南から)

写真 7 2区 調査状況 (東から) 写真 8 3区 (南から)

写真 9 4区 (南から) 写真10 5区 (南から)

写真12 7区 (南から)写真11 6区 (南から)

-124-



� 中田遺跡第34次調査 (NT96-34)



例

1.本書は大阪府八尾市八尾木北 6丁目地内で実施した公共下水道 (7-83工 区)工事に伴う発

掘調査報告書である。

本書で報告する中田遺跡第34次調査 (N T96-34)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋159-3号 平成 8年 7月 5日 )に基づき財団法人人尾市文化財調査

研究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 8年 7月 22日 から7月 25日 (実働 4日 )にかけて、高萩千秋が担当者として

実施した。調査面積は約60m2を測る。なお、調査においては人田雅美 。中谷嘉多・中村百

合・市森千恵子が参加した。

1.本書に関わる業務は、遺物復元 。遺物実測・図面レイアウト・トレースー中谷 。中村・市森

が行った。

1.本書の執筆・編集は高萩が行った。
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� 中田遺跡第34次調査 (NT96-34)

411 中田遺跡第34次調査 (NT96-34)

1, はじめに

中田遺跡は八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では中田1～ 5丁 目・刑部1～ 4丁 目・八

尾木北1～ 6丁 目の範囲にあたる。地理的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖

積地上に立地する。同一沖積地上では西に矢作遺跡、南に東弓削遺跡、北に小阪合遺跡が接して

いる。

当遺跡の契機は、昭和45年 の区画整理事業の際発見された遺跡である。以後、中田遺跡調査

会・大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。当調査研究会により断続的に発掘調査が実施され、

弥生時代前期～近世にかけての複合遺跡であることが確認されている。特に、これらの調査成果

では古墳時代前期の時期を中心としたものが遺跡全般で検出されている。

平成 3年度市教委調査

● =
NT92‐ 11

平成2年度市教委調査¶ |■

劉

申国

戦
雄
¨

６‐
委

中

脚
敵
【

Ⅲ親製碑鏃轟尋

鼎 1日麟
写七召ギロ」Ь4避頌せ慣チ翁♂ 0        100m

―

▼IF三号F「 F子をと」とこニドロ

二年成ケギ崖ギ教萎翁丞

狩茸』螂聴
昭和62年度市教委調査

第 1図 調査地位置図及び周辺図
Ⅷ ―手オァ

ー~
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今回の調査地は中田遺跡範囲の南部に位置する。この周辺では、北部の調査区に近接する南北

道路上で、当調査研究会による公共下水道工事に伴う調査 (T N92-14・ N T94-25)が実施さ

れており、主に古墳時代前期の集落遺構が検出されている。さらにその周辺では第 1図 に示すよ

うに数十次の発掘調査が実施されており、弥生時代後期～古墳時代前期の遺構・遺物が多数検出

されている非常に密な地域であることが指摘できる。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道第7-83工区工事に伴うもので、当調査研究会が中田遺跡範囲内

で行った第34次調査にあたる。調査区は下水管埋設により破壊される人孔部分 (マ ンホール)を

対象に設定し、調査を実施した。規模は2× 2mのグリッド15ヶ所 (No。 1～ 4・ 8～ 15。 18。 20。

21)である (*No.5～ 7・ 16。 17・ 19の 6ヶ所についてはすでに埋設工事により破壊されている

ことが事前に確認されており、調査対象から除外している)。

調査に際しては、現表土 (T,P,+10.8～ 11.Om)下 1.4～ 2.4mま でを機械と人力の併用で掘削

し、遺構・遺物の検出に努めた。その結果、大半の調査区は既往の埋設 (水道管・NTT管 ・ガ
ス管・下水管等)工事により現地表下約1.5～ 2.lmの土層が削平されていた。一部分の調査区で

地層の状況が確認される程度である。

2)検出遺構と出土遺物

調査の結果、古墳時代前期～平安時代末に至る遺構・遺物を検出した。以下、隣接する調査区

ごとにまとめて記す。

◆No。 1～ 4・ 20・ 21

No.1～ 4は東西道路の北側で、これらの調査区の南側には下水管、北側には水道管が埋設さ

れており、大部分が削平されていた。No.1・ 2の調査区は現地表 (10。8m前後)下約1.6mま で

掘削した。すべて削平されていた。深部については壁面部分が埋設の盛上で崩壊のおそれがみら

れたので掘削を断念した。No.3は現地表 (10,8m前後)下約1.5mま で掘削した。No.2・ 3の調

査区と同じく大部分は削平されていたが、北西側の一部でかろうじて残っていた。No.4は現地

表 (10,9m)下約1.5m前後まで掘削した。大部分は削平されていたが、北部で東西幅40cm程度

がかろうじて残っていた。No.20。 21は No.3と No.4の中間から北へ伸びる南北道路である。

調査区は道路の中央に設定した。調査区の中央には南北方向の水道管が埋設されていた。N
o。20ではさらに枝管が 2本あり、東と西方向に伸びており、上層は削平されていた。下層につ

いては水道管があり掘削できなかった。No.21では枝管が西に 1本伸びており、東側の半分を

現地表 (11.Om)下約1.6mま で掘削した。その結果、氾濫による砂層の堆積がみられた。

層序

第 1層 盛土・攪乱。層厚0。8～ 1.4m。 上部はアスフアルト・道路基礎がある。上面の標高は
ToP.+10,8～ 11,Omで ある。

第 2層 旧耕土。層厚0.1～ 0。 2m。 (No.3・ 4・ 21)昭和45年以降の区画整理事業の造成され
るまで耕作されていた。
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第 3層 床土。層厚0.2～ 0.25m。 (No.3・ 4。 21)
第 4層 乳灰茶色～淡灰色微砂～細砂。層厚0,4～ 0.5m。 (No.2・ 4。 21)平安時代末時代ご

ろの氾濫で堆積した土層である。

第 5層 乳茶灰色細砂 (No.2)・ 淡灰色粘土 (No.4)。 層厚0.2m前後。褐色の斑点がみら
ヤ生る。

◆No.8・ 9～ 14

No.8・ 9は No.1の西側に交差する南北道路で、南側へ約40mの ところにあたる。道路の

東側に調査区を設定した。調査区の西側半分では水道管の埋設により削平されていた。また東側

にはNTT管 の埋設があった。さらにNo.9の調査区では南側に水道管が埋設されており、すべ
て削平されていた。No.8の調査区ではかろうじて東半分が残っていた。現地表下約1.85mま で

掘削した。現地表下約1.6mで平安時代末の水田耕作土と考えられる土層 (第 6層 )を検出した。

その下第 7層は遺物の包含を確認することができなかったが、隣接調査 (N T94-25)の 成果か

らみて古墳時代前期の包含層と考えられる。No。 10～ 12は No.9の南側に交差する東西道路

(相村南本町線)である。これらの調査区はNo.9の調査区より西側の道路で、道路の北側沿い

に調査区を設定した。調査区では北側に旧道路の側壁、南側にNTT管 の埋設により削平されて
いた。No.10は No.9の調査区より南西約4mに位置し、現地表 (10.8m)下 2.lmま で掘削した。

調査区の北半分には旧道路の側壁、南側にはNTT管 が埋設されており、調査区内はすべて削平
されていた。No。 11は No.10の調査区より西約50mに位置し、現地表下約1.8mま で掘削した。

現地表下約1.4～ 1.6mで平安時代末の水田耕作土と考えられる土層 (第 6層 )を検出した。N
o.12は No。 11の調査区より西約40mに位置し、現地表下約1.8mま で掘削した。現地表下約1.5m

で平安時代末の水田耕作土と考えられる土層 (第 5層 )を検出した。No.13は No.10の 調査区

より東約10mに位置し、現地表下約2.Omま で掘削した。この調査区では埋設による削平はなか

つた。現地表下約1.7mで平安時代末の水田耕作土と考えられる土層 (第 5層 )を検出した。そ

の下約0.4mの第 7層は古墳時代前期の包含層であることが確認できた。しかし、第 8層上面で

は遺構はなかった。No.14は No.13の調査区より東約30mに位置し、現地表下約2.Omま で掘削

した。北側はNTT管 の埋設により削平されていた。現地表下約1.5mで平安時代末の水田耕作
土と考えられる土層 (第 5層)を検出した。

層序

第 1層 盛土・攪舌L。 層厚0.8～ 1.2m。
第 2層 旧耕土 (No.8～ 13・ 15)。 旧表土 (No。 14)。 層厚0,5～ 0,2m。
第 3層 明茶灰色細砂 (No.8)。 淡灰茶色～淡灰褐色砂質土 (No.10～ 14)。 層厚0。 5～ 0.2m。
第 4層 淡灰色粘土 (No.8)。 茶灰色シルト～微砂 (No.12・ 13)。 淡茶灰色細砂 (No。 10。

11・ 14・ 15)。 層厚0.5～ 0.2m。 褐色の斑点がみられる。

第 5層 淡灰青色微砂 (No.8・ 10・ 11)。 乳茶灰色～明褐色礫混じり細砂 (No.12・ 15)・
灰色粘土 (No。 13・ 14)。 層厚0.5～ 0,2m。 褐色の斑点がみられる。

第 6層 青灰色粘土 (No.13)・ 暗灰色粘土 (No.8。 11・ 12)。 層厚0.5～0.2m。 え化物を含む。
第 7層 暗灰色礫混じり粘土 (No。 13)。 層厚0.5～ 0,2m。 青灰色～淡灰色粘土 (No.8。 11・

12・ 14)。 層厚0.5～ 0。 2m。 褐色の斑点がみられる。古墳時代前期の遺物をごく少量
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含む。

第 8層 暗青灰色粘土 (No。 11・ 12)。 青灰色粘質シルト (No。 13)。 層厚0.5～ 0.2m。

◆No.15。 18

No.15・ No.18は No.14の 東側に位置する。No.15は No.14の調査区から東へ約35mに位置

し、現地表 (約 10,9m)下約2.Omま で掘削した。この調査区では埋設工事による削平はなかった。

現地表下約1.3mで平安時代末ごろの洪水層の砂層 (第 4層 )が厚 く堆積 していた。その層の上

部に2枚の九瓦 (1・ 2)を 出土した。丸瓦は調査区南西角の壁面で南北方向に土管の筒のよう

に重なった状態で検出した。この丸瓦は平安時代末に比定されるものである。 1は黒灰色の色調

で、凹面には布目痕、凸面にはヘラナデがみられる。 2は長さ40cm、 幅20cnを測る大型のもので

淡褐色の色調をしている。凹面には細かい布目痕が残り、凸面にはヘラナデがみられる。

No.18は No。 15の調査区から東へ45mに位置し、道路の南側に設定した。調査区の南側には

近代井戸のコンクリート壁、西側には水道管の埋設により保部分が削平されていた。現地表 (約

10.9m)下約2.4mま で掘削したが、約1.6m前後まで埋設工事により削平されていた。現地表下

約2.Omで土師器の小片を含む層 (第 6層 )を確認した。隣接する既往調査のデータから古墳時

代前期の土層と考えられる。しかし、その下の第 7層上面では遺構はなかった。

層序

第 1層 盛土。層厚0。9～ 1.6m前後。
第 2層 旧耕土 (No。 15)。 層厚0.2m。

第 3層 淡灰褐色細砂混微砂 (No。 15)。 層厚0。2m前後。
第 4層 乳茶灰色礫混微砂 (No.15)。 層厚0,8m以上。平安時代末の氾濫による堆積土。

第 5層 淡灰色粘土 (No。 18)。 層厚0,2m前後。
第 6層 青灰色粘土 (No.18)。 層厚0.55m前後。土師器片を含む。
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3.ま とめ

今回の調査では、古墳時代前期から平安時代末にかけての上層および遺物を検出した。しかし、

大部分の調査区は公共の埋設工事により削平を受けており、詳細なデータを得ることができなか

った以下、既往調査の成果を踏まえて調査区の成果を概括する。

古墳時代前期に比定される土層を確認した。この時期のものは当調査区から南西へ約30～ 140

mの第14次調査 (N T92-14)。 北西へ約140～ 200mの第26次調査 (N T94-26)で古墳時代前

期 (布留古相)の集落遺構が検出されている。また、西へ約130mの第10次調査 (N T91-10)

では瓦質土器を含む布留式上器を出土した溝状遺構を検出している。さらに、当調査区周辺では

庄内期～布留期にかけての集落遺構に関連する遺構・遺物が確認されており、当地の西側周辺は

集落域であることが言えるであろう。

平安時代末の遺構としては、水田耕作土を検出した。この時期は当地周辺では生産域であった

ことが第14。 18・ 20次調査で検出されており、その広がりが確認できた。集落域については当調

査区から東へ約300mの第25。 29・ 30次で検出されている。

以上、当地周辺の調査成果の状況である。

参考文献
・高萩千秋 1994「 V 中田遺跡第21次調査 (N T93-21)J『 財団法人人尾市文化財調査研究会報告43』 ω )
八尾市文化財調査研究会
・嶋村友子 1988「 8.中田遺跡 (86-532)の 調査」『八尾市内遺跡昭和62年度発掘調査報告書 I』 八尾市文
化財調査報告17 人尾市教育委員会
・坪田真-1990「 16。 中田遺跡 (N T89-3)の調査」 F八尾市文化財調査研究会年報 平成元年度』人尾市
文化財調査報告28研)人尾市文化財調査研究会
・坪田真-1990「 17.中 田遺跡 (N T89-4)の 調査」『入尾市文化財調査研究会年報 平成元年度』人尾市
文化財調査報告28慨)八尾市文化財調査研究会
・坪田真-1992「 Ⅱ中田遺跡 (第 3・ 4次調査 )」 『平成 4年度 人尾市埋蔵文化財発掘調査報告(Ⅱ )』 八尾
市文化財調査研究会報告35(財 )八尾市文化財調査研究会
,坪田真-1993「 Ⅶ 中田遺跡 (N T92-11)第 11次調査」『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』八尾市文化
財調査研究会報告 39針)人尾市文化財調査研究会
・坪田真-1993「 Ⅸ 中田遺跡 (N T92-13)第 13次調査J『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』八尾市文化
財調査研究会報告 39ω)八尾市文化財調査研究会
・高萩千秋 1994「 Ⅱ 中田遺跡第17次調査 (N T93-17)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告43』 慨 )
人尾市文化財調査研究会
,成海佳子 1994「Ⅲ 中田遺跡第18次調査 (N T93-18)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告43』 ω )
人尾市文化財調査研究会

・坪田真-1994「35 中田遺跡第19次調査 (N T93-19)」 『平成 5年度  研)八尾市文化財調査研究会事業
報告』研)人尾市文化財調査研究会
・高萩千秋 1994「Ⅳ 中田遺跡第20次調査 (N T93-20)」 『財団法人人尾市文化財調査研究会報告迩3』 研)
八尾市文化財調査研究会
・西村公助 1994「Ⅵ 中田遺跡第22次調査 (N T93-22)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告43』 針 )
八尾市文化財調査研究会

・原田昌則 1995「22.中 田遺跡第25次調査 (N T94-25)」 『平成 6年度  慨)八尾市文化財調査研究会事業
報告』研)八尾市文化財調査研究会

・岡田清-1995「23.中 田遺跡第26次調査 (N T94-26)」 『平成 6年度  研)八尾市文化財調査研究会事業
報告』ω)八尾市文化財調査研究会

・坪田真-1995「 24.中 田遺跡第27次調査 (N T94-27)」 F平成 6年度  (財 )人尾市文化財調査研究会事業
報告J研)八尾市文化財調査研究会
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T'J

1.

1.

本書は大阪府八尾市服部川 5丁 目7番地～12番地で実施した特別養護老人ホーム建設工事に

伴う発掘調査報告書である。

本書で報告する水越遺跡第 6次調査 (M S96-6)の 発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋332-3号 平成 8年 8月 19日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査研
究会が樋口廣司氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 8年 8月 26日 から9月 4日 (実働 6日 )にかけて、高萩千秋が担当者として

実施した。調査面積は約140だを測る。なお、調査においては人田雅美・中谷嘉多 。中村百

合・市森千恵子が参加した。

本書に関わる業務は、遺物復元・遺物実測・図面レイアウト・ トレースー中谷・中村・市森

が行った。

本書の執筆・編集は高萩が行った。
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� 水越遺跡第 6次調査 (MK96-6)

mll 水越遺跡第 6次調査 (M S96-6)

1 . tよ じめに

水越遺跡は八尾市の北東部に位置し、現在の行政区画では水越・千塚・大窪・服部川の一帯に

存在する縄文時代～近世に至る複合遺跡である。地形的には生駒山地西麓から河内平野に続 く標

高15～ 20mの扇状地の先端上に立地し、北に太田川遺跡 。大竹遺跡、南に郡川遺跡が接しており、

東側には高安古墳群が拡がっている。

当遺跡の契機は、大正 9年に清原得巌氏が石鏃を採集したことがきっかけである。その後も昭

和 5年 9月 に当遺跡内で地元の子供によつて採集されたという勾玉研磨用の砥石、さらに千塚地

区を中心に各種の石器類をはじめ、滑石製小玉 。管玉の未製品などが採集されている。これらを

清原氏が所蔵していることが大阪府教育委員会により確認されている。また昭和 9年 2月 に当遺

跡西方を南北に走る東高野街道で道路の改修工事が行われ、現在の市立高安中学校の西狽1の字一

里外にあたる地点で掘削した際、現地表下約0,6mの地層 (黒褐色土)内から弥生時代後期に比

定される弥生土器が発見された。
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発掘調査では、昭和53年度に大阪府教育委員会が入尾市千塚の府立清友高等学校新築工事に伴

う調査を行った結果、弥生時代中期～鎌倉時代の遺構・遺物を検出した。以後、当遺跡内では大

阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。当調査研究会の各機関により数次の発掘調査が行なわれ

た。これらの調査成果から、縄文時代～近世にわたる遺跡であることがわかってきた。

今回の調査地付近では、南側約100mで平成 3年度に当調査研究会が実施した第 4次調査 (M
K91-4)、 南側約150mで平成 2年度に入尾市教育委員会が実施した遺構確認調査 (90-559)

で弥生時代後期の集落域に伴う遺構や遺物を検出している。

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は特別養護老人ホーム建設工事に伴うもので、当調査研究会が水越遺跡の範囲

内で行った第 6次調査 (MK96-6)に あたる。調査では地下施設工事により破壊される部分を
対象に調査区を設定し、調査を実施した。面積は約140だである。

調査区の区割りについては南西の土地境界線より北へ 5mに任意の基点を設け、磁北方向に合
わせ、南北軸を設定した。それを基にして調査区範囲を賄える東西20m、 南北15mの 5m区割り
を設定した。設定した一区画を5m四方とし、北西隅の交点を基準に東西軸は算用数字 (1～ 3)、

南北軸はアルファベット (a～ e)を付した。なお、地区名は北西の一区画の南東に交差する東西

軸・南北軸からla～ 3e区を付称した。標高については旧東高野街道の東側にあったKBM2=T.
P.+13.647mを使用した。

第 2図 調査区位置図
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� 水越遺跡第 6次調査 (MK96-6)

調査に際しては、現表土 (T,P。 +20.5～ 20.6m)下 0,7～ 0,9mま でを機械で掘削し、以下0.2～

0.5mの上層については人力掘削を実施して遺構・遺物の検出に努めた。なお、設計変更が行わ

れ、当初の調査区予定地より西端になり市教委の遺構確認調査のデータを参考にして掘削したが、

予測以上に掘削深度が深くなったため、残土処理などの諸条件を考慮した。その結果、調査区西

部の一部の掘削を一旦保留した。再度調査終了後、その部分について幅 2mト レンチを設定して

掘削、調査した。

調査の結果、現表上下0。 9～ 1.3mで弥生時代後期末に比定される遺物包含層を検出した。その

上面では奈良時代～平安時代ごろの洪水で堆積したと思われる砂層がみられた。遺物包含層下面

では弥生時代後期末の遺構を検出した。さらに下層の状況を確認するため、調査区一部を掘削し

たが、弥生時代後期以前の洪水の堆積と思われる砂礫層を検出した。出土遺物は調査区内の遺構

及び遺物包含層からコンテナ (600× 400× 20041m)に して2箱分を数える。

2)基本層序
第 1層 表土・攪乱。層厚 0。 1～ 0.4m。 調査前まで植木を植えており、第 3層～第 4層の地層

付近まで部分的に削平されている。上面の標高は20.5～ 20.6mである。

第 2層 床土。層厚0.1～ 0.25m。

第 3層 淡褐色微砂。層厚0。2～ 0.3m。 さらっとした土層で中世から近世の堆積土と思われる。
第 4層 灰褐色細砂混粘質土。層厚0.1～ 0。 2m。 細砂が少量含まれる層で、中世ごろの土層と

思われる。

第 5層 明茶灰色細砂混粘質土。層厚0.lm前後。調査区の東部にみられる土層である。奈良
～平安時代の洪水層と思われる。

第 6層 明茶灰色細砂。層厚0.05～ 0。2m。 調査区中央にみられる土層で、西端へ行くに従い厚
く堆積する。奈良～平安時代の洪水層と思われる。

第 7層 淡茶灰色砂質土。層厚0.2m前後。調査区中央より西部にみられる土層で、西端へ行
くに従い厚く堆積する。奈良～平安時代の決水層と思われる。

第 8層 茶灰色砂礫混紺砂。層厚0.15m前後。調査区西部中央よりにみられる土層で、西端ヘ

行くに従い厚く堆積する。奈良～平安時代の洪水層と思われる。

第 9層 暗灰褐色細砂 (9'灰黒色細砂)。 層厚0.lm前後。褐色の斑点がみられる。調査区西
端にみられる土層で、西端へ行くにつれ厚く堆積する。

第10層 暗灰色砂礫混粘質土。層厚0.2m前後。褐色の斑点がみられる。調査区西端にみられ
る土層で、西端へ行くに従い厚く堆積する。

第11層 暗褐灰色粘土混細砂～暗灰褐色細砂混じり粘土。層厚0。 15m前後。古墳時代前期の遺
物をごく少量含まれている。調査区中央より東側に広がる。

第12層 黒褐色砂礫混じり細粘質土。層厚0.1～ 0.25m。 弥生時代後期末の上器片を含む。暗褐
色の斑点がみられる。調査区内の東側では厚 く遺物の包含が多い。逆に西側では薄

く遺物の包含が希薄であった。

第13層 灰黒色粘土。層厚0.2m前後。この上面より弥生時代後期末の遺構が切り込まれてい

る。このベース面は東側と西側で高低差が最大約0.4mである。標高では東端19.6m、
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西端19,2mを 測る。

第14層 灰色砂礫混じり細砂。層厚0.3m以上。
前の洪水による堆積と思われる。

調査区北東部角で確認した。弥生時代後期以
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第 3図 断面図
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� 水越遺跡第 6次調査 (bIK96-6)

SK‐2

第 4図 平面図
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3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、第13層上面の調査区東部で弥生時代後期末に比定される土坑 4基 (sK-1～ 4)
を検出した。以下、各遺構について記す。

SK-1

調査区の中央東部で検出した土坑である。平面形は不定形を呈し、東壁の調査区外に至る。検

出部の規模は長径約6.5m、 短径 1.5～ 3.lm、 深さ0.2～ 0.4mを測る。断面は逆台形を呈 し、西側

が深い。堆積土は炭を含む黒褐色細砂混じり粘土の一層である。西側の深部では拳大の石 (径 10

～15cmの花商岩)が 4個含まれていた。この石は埋めた形跡や整列していないが人為的に持ち

込まれたものと思われる。

遺物は土坑内部から弥生時代後期末 (畿内第V様式)に比定される土器片をコンテナにして約

1箱分出土 した。図化できたものは12点である (個々の法量・調整等については出土遺物観察表

を容照)。

1～ 6は壺である。大きく外反し、端部が肥厚するもの (1・ 2)と 端部が丸 く終るもの (3)、

端部が外傾する面をもつもの (4～ 6)に分けられる。

フ～16イよ甕である。 8はタト反し、端部をつまむ。体部外面に 3分割のタタキロがみられる。

9・ loは外反 し、外傾する面をもつ小型の甕である。11は 端部を大きくつまみ上げている。外

面頸部にハケナデが残る。12は 口縁端部が丸 く終 り、体部に張 りがない小型の甕である。14・

15は突出気味の平底をもつ甕。16イよ突出した平底をもつ甕である。

17～25は鉢で、17・ 18は突出気味の平底をもつもの。19は突出した平底をもつもの。20・ 21

は突出した上げ底をもつ小型の鉢で、21に は外面にタタキロが残る。22・ 23は有孔外で、突出

した平底に焼成前に開けられた穿孔がある。24・ 25は器壁の薄い杯部で、25は口縁部が内湾し

ている。26は高杯である。断面半月形の杯部に低い脚部をもつ。27は不明土器である。拳ほど

の大きさで河原石のような形状を呈しており、内部が空洞に成っている。

SK-2
SK-1の 南部で検出した土坑である。平面形は検出部で半円形を呈し、南側は南壁の調査区
外に至る。規模は東西径約1.Om、 深さ0.4mを測る。断面は逆台形を呈し、黒褐色粘質土が堆積

する。遺物は出土しなかった。

SK-3
SK-2の 西部で検出した土坑である。南半部は南壁の調査区外に至る。規模は東西約3.Om、

深さ0.2m前後を測る。断面は逆台形を呈し、黒褐色粘土が堆積する。底面は平坦である。遺物

は土坑内部から弥生時代後期末に比定される土器の小片をごく少量出上している。

SK-4
SK-1の 北西部で検出した土坑である。平面形は西東方向に長い楕円形を呈する。検出部の

規模は長径約1.3m、 短径約0。 7m、 深さ約0.3mを測る。断面は逆台形を呈し、黒灰色粘土が堆積

する。遺物は土坑内部から弥生時代後期末に比定される小片をごく少量出土している。
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陀

� 水越遺跡第 6次調査 (MK96-6)
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第 5図  SK-1出 土遺物実測図
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出土遺物観察表

遺物番号
図版番号

器  種 法量 (cm) 調整 技法等の特徴 色調 胎土 焼成 備 考

1

壼

(土師器)

SK-1

底径  80 外面はヘラナデ、ハケナデ後ナデ、
接合痕残存。内面はヘラケズリ。

外 :淡責灰色～黒

灰色

内 :暗紫茶色

6 mll以 下の砂粒を多量

に含む (長石・石英・

角閃石)

良 底部完

同上 口径 外面は口縁部ナデ、体部ハケナデ

(10本/cln)。 内面は口縁部摩耗の為調

整不明瞭、体部ヘラケズリ。

外 :淡灰茶色～淡

灰茶色

内 :淡橙茶色

4 Dul以 下の砂粒を少量

含む (長石・赤褐色酸

化粒 角閑石)

良好 1/4煤

付着

同上 口径 外面は口縁部上部ナデ、他タタキ後

ナデ、接合痕残存。内面はヘラナデ

接合痕残存。

淡橙茶褐色 5 Hull以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母・角

閃石)

良好

同上 底径  27 外面は体部ヘラナデ、底面ナデ、。内
面はヘラナデ、工具痕残存。

暗灰褐色 3 uull以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母・角

閃石)

良好 底部完

同上 口径 外面は口縁部摩耗の為調整不明瞭。

接合痕残存。体部タタキ (4本 /伽 )。

内面は摩耗の為調整不明。接合痕・

指頭痕残存。

淡橙茶色～淡灰色 4 Hnl以 下の砂粒を多量

に含む(長石・角閃石)

良

同上 口径  296 内外面ともに口縁部上部ナデ、他ナ
デ 。

淡赤茶色 4111n以 下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石・赤掲色酸化

粒)

良好 口縁部一

lib

7

甕

(上師器)

SK-1

口径 外面は口縁部ヨヨナデ、体部タタキ

(5本/cm)。 内面は口縁部ヨヨナデ、

体部ヘラナデ。

淡灰茶色～淡橙茶

色

5 mull以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石・赤褐色酸化

粒)

良好 1/5煤

付着

同上 口径 内外面ともに口縁部上部ナデ、他ナ

デ。摩耗の為調整不明。

外

内

暗灰茶橙色

淡黒灰色

4 Hun以 下の砂粒を少量

含む (長石・雲母・角

閃石・赤掲色酸化粒)

良好 口縁部一

部

同上 底径  36 外面は体部タタキと思われるが摩耗
の為調整不明瞭、底面ナデ。内面は

ヘラナデ。

明茶灰色 3 4un以 下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母)

良好 底部完

黒斑有り

同上 底径  44 外面はタタキ (5利cHl)、 底面ナデ。
内面はヘラナデ。

淡橙灰茶色 3Hn以下の砂粒を微量

に含む (長石・雲母・

角閃石・石英)

良好 底部完

11
同上 底径  34 内外面ともに摩耗の為調整不明瞭。 淡橙茶色 6nn以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母)

良好 底部完

同上 底径  36 外面は体部摩耗の為調整不明瞭、エ
具痕残存、底面ナデ。内面はヘラナ

デ。

淡灰茶色 4 mll以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石・赤掲色酸化粒)

良 底部完

同上 底径  62 外面は脚部ナデ。内面は杯部ヘラナ
デ、脚部ナデ。

淡緑灰色 4 nul以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母・角

閃石)

良 1/3

同上 口径 124 外面は摩耗の為調整不明瞭。内面ナ
デ 。

淡橙乳茶色 3 Hul以 下の砂粒を少量

含む (長石・石英・赤

褐色酸化粒)

良好 杯部

1/3

同上 回径   100 外面は口縁部ナデ、体部タタキ後ナ

デ。内面は口縁部ナデ、体部ヘラナ

デ。

外

内

淡橙茶色

淡茶杯褐色

5 1tlul以下の砂粒を微量

に含む (長石・雲母)

良好 口縁部一

部

同上 底径  42 外面はタタキ、底面ナデ。内面はナ
デ 。

外

内

淡灰茶色

淡灰褐色

3 mn以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母)

良好 底部

3/4

17

鉢

(土師器)

SK-1

底径  38 内外面ともに摩耗の為調整不明瞭。 外
内

淡灰茶色

明茶赤褐色

4 uull以下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石)

良好 底部

1滲

同上 底径  44 外面はタタキ (3村clll)、 底面ナデ、
接合痕残存。内面はナデ。

外

内

淡灰茶色

淡黒灰色

3 nln以 下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

石英)

良好 底部

1/3

同上 底径  5,0 外面はナデ。内面はヘラケズリ。 外 :暗灰黒色～淡

灰茶色

内 :淡茶灰色

8 Dun以 下の砂粒を多量

に含む (長石・雲母・

角閃石)

良好 底部完
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� 水越遺跡第 6次調査 (MK96-6)

遺物番号
図版番号

器  種 法量 (cm) 調整・技法等の特徴 色調 胎 土 焼成 備 考

小型鉢

(上師器)

SK-1

底径  30 外面はタタキ (5A/cm)、 指頭圧痕残
存、底面指ナデ。内面はヘラナデ、

工具痕残存。

外 :淡橙茶褐色

内 :灰褐黒色

5 mn以下の砂粒を含む

(長石・石英)

良好 底部完

同上 底径  3.0 外面はタタキ後ナデ。内面はヘラナ
デ、底面に穿孔一つ有す。

外 :淡赤茶褐色

内 :灰黄褐色

3 mlll以下の砂粒を多量

に含 む (長 石・雲
母・角閃石)

良 底部完

有孔鉢

(土師器)

SK-1

底径  42 外面はタタキ後ナデ。内面はヘラナ
デ、底面に穿了し一つ有す。

明茶褐色 3Ha以下の砂粒を少量

含む (長石・婁母)

良好 底部完

同上 口径  11.8 外面は日縁端部ナデ、他タタキ (3

A/cm)。 内面はヘラナデ。

明橙褐色～灰褐色 5 mln以 下の砂粒を含む

(長石・雲母・角閃

石・チャー ト)

良好 2/3

鉢

(土師器)

SK-1

外面は剥離の為調整不明瞭。内面は

ヘラナデと思われるが摩耗の為調整

不明。

外 :淡灰茶褐色～

淡橙茶褐色

内 :淡灰茶褐色

4 1nn以 下の砂粒を少量

含む (長石・赤褐色酸

化粒・角閃石)

良 2/3

同上 口径  148
底径  86
器高  9.8

外面は口縁部ヨヨナデ、体部ヘラナ

デ、接合痕・指頭痕残存、高台部ナ

デ。内面は口縁～体部ナデ、高台部

ナデ。

淡灰茶褐色 4ml以下の砂粒を少量

含む (長石・石英・赤

褐色酸化粒)

良好 ほぼ完形

高杯

(土師器)

包含層

ナ デ 淡灰茶色 3 mm以 下の砂粒を微量

に含む (長石)

良好

?

(土師器 )

SK-1

底径  46 外面はタタキ (5A/cm)、 底面ヘラナ
デ。内面はヘラナデ。

赤褐茶色～暗灰茶

掲色

4 nml以下の砂粒を少量

含む (長石・雲母・角

閃石)

良好 底部完
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3.ま とめ

今回の調査地は東西に長い敷地で東と西の高低差が約 2mを測る扇状地上に位置する。調査区

はその西端である低い部分にあたる。さらに東側の道路面と東部の敷地面では約 2mの段差がみ

られる。標高では道路面が約24.5m前後、西部の調査区で約20.5m前後であった。調査の成果で

は、弥生時代後期末から中世に至る遺構・遺物を検出することができた。以下、既往調査の成果

を踏まえて調査区の成果を概括する。

弥生時代後期末の時期の遺構は、市教委が実施した確認調査で調査地全域に存在することが確

認されている。近接の調査でも当地より南側約100mの地点では当調査研究会が実施した第 4次

調査 (M K91-4)、 さらに南側へ約150mの地点では市教委が行った平成 2年度調査 (90-559)

で同時期の遺構 。遺物を検出している。また当地より南西約500mでは当調査研究会が実施 した

第 5次調査 (MK95-5)に おいても弥生時代後期の上器が調査区東側で顕著に認められており、

集落域が東に拡がることを予知している。これらのことから、この時期の生活面が広範囲に存在

することが推測される。

古墳時代前期の時期は、布留式上器の小片をごく少量含む地層 (第11層 )を検出しているが、

ベース面となる土層はみられなかった。周辺の調査では北部へ約600mの地点で行った第 2次調

査、南西部へ約500mの地点で行った第 5次調査で同時期のものを検出している程度であり、隣

接地での状況は不明である。

奈良時代～平安時代の時期は調査区西部で検出している層序の第 5層～第 8層がそれにあた

る。これらの上層は洪水などによって一時的に堆積 したと思われる堆積状況である。当地の南側

約100mの第 4次調査では南東一南西方向に伸びる奈良時代の河川の流路跡を検出している。さ

らに南側約150mの平成 2年度市教委調査でも河川の流路跡を検出しており、この時期、当地周

辺では幾度となく洪水が繰 り返されていたことがうかがえる。

鎌倉時代以降の時期は層序の第 3層～第 4層の土層がそれに対応すると思われる。土層内部に

は遺物や礫などが含まれていないことから、農耕地として開墾していたものと考えられる。土質

や地形などから想定して畑として利用していた可能性が強い。

なお、調査区の北東角一角で下層状況の確認を行った。砂礫層が厚 く堆積 している状況から、

弥生時代後期以前に洪水などによって形成された河川の流路であると思われる。

以上、当地周辺の調査成果の状況である。
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例

1.本書は、人尾市山賀町4丁目53番 3号で実施した変電所建設工事に伴う発掘調査の報告書で

ある。

本書で報告する山賀遺跡第 4次調査 (YMG96-4)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委員
会の指示書 (八教社文第埋658号 平成 8年 2月 13日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調
査研究会が関西電力株式会社大阪南支店 支店長 堀田浩三から委託を受けて実施したもので

ある。

現地調査は平成 8年 7月 1日 から平成 8年 7月 26日 (実働20日 間)にかけて原田昌則・ 森

本めぐみを担当者として実施した。面積300m2を測る。調査においては岸田靖子・辻野優

子・西田真紀が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 9年 9月 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―森本、図面 トレースー北原清子、遺物写真―原田が

行った。

1.本書の執筆・編集は原田が行った。
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Ⅲ 山賀遺跡第 4次調査

xx 山賀遺跡第 4次調査 (YMG96-4)

(YMG96-4)

1. はじめに

山賀遺跡は、旧大和川の本流であった長瀬川・玉串川をはじめとする数多くの中小河川の沖積

作用により形成された河内平野中央部の海抜 4～ 5mに展開する複合遺跡である。現在の行政区

画では、八尾市北西部の新家町 1～ 8丁 目・山賀町 1～ 6丁 目、東大阪市若江西新町 5丁目。若

江南町 4～ 5丁 目の東西0.85km、 南北1,Okmがその範囲とされている。

山賀遺跡は、昭和46年 に東大阪市域で行われた楠根川改4笏工事により発見された遺跡である。

その後、昭和54～ 60年に実施された近畿自動車道路建設に伴う調査の結果、縄文時代～近世に至

る複合遺跡として認識されるようになってきた。なかでも、弥生時代前期中段階の集落の存在は、

河内平野の稲作導入期の動向を知る上で貴重な資料を提供している。

山賀遺跡周辺では、東に萱振遺跡 。西郡廃寺、西に小若江北遺跡 (東大阪市)、 南に美園遺跡、

北に若江北遺跡 (東大阪市)、 北西に上小阪遺跡 (東大阪市)が位置している。

山賀遺跡では、既に当調査研究会により3次にわたる調査が実施されている。なかでも、山賀

町4丁目34-1,35-1で平成 6年度に実施された第 3次調査 (Y M G94-3)で は、現地表下

市教委―平成 1年度調査地

丁
わ

目

勘li剣∞ 1室
:  市教委一昭和63年度調査地

1曲瘤
YMG94-3:

制脇区

市教委―昭和63年度調査地

第 1図 調査地周辺図
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約 3m前後で弥生時代前期の遺構・遺物が検出されており、近畿自動車道建設に伴う山賀遺跡
(その3)の調査を含めて広範囲に及ぶ集落域が想定されるに至っている。今回発掘調査を実施
した山賀町4丁目53呑 3号は遺跡範囲の西部に位置し、平成 6年度に実施された第 3次調査 (Y

M G94-3)地の南約150mに位置している。
2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は変電所建設に先だって実施したもので、 3箇所の変電所施設 (屋外機器基

盤・貯溜槽・ケーブルピット)を調査対象地とした。調査区名については、 A地区 (屋外機器
基盤)、 B地区 (貯溜槽 )、 C地区 (ケ ーブルピット)と呼称した。A地区は調査地の北部に設定
した調査区で、東西幅19.Om、 南北幅11.5mを 測る。B地区は東部に設定した調査区で、東西幅
3.5m、 南北幅10.5mを 測る。C地区はA地区の南部に設定した調査区で、東西幅11.5m、 南北幅
3.5mで、北側に東西幅1.Om、 南北幅5.Omを 測る突出部が 2箇所存在している。 3箇所の総調査

面積は約300m2で ぁる。

調査地の地区割については、調査地の北西隅のXO・ YO地点を基点として東西35m、 南北30
mにわたって設定した。一区画の単位は5m四方で、東西方向はアルファベット(西からA～ G)、
南北方向は算用数字 (北から1～ 6)で示し、地区の表示は lA区～6G区 と呼称した。地点の
表示には、東西線 (XO～ X30)。 南北線 (YO～ Y35)の交点の数値を使用した。掘削に際し
ては、現地表下約1.3m前後までを機械掘削した後、以下0.3mについては、人力掘削を行い遺

構・遺物の検出に努めた。調査はB地区→C地区→A地区の順で実施した。

調査の結果、A地区では、現地表下1.2～ 1.5m(標高3.5m前後)付近に存在している第 5層上

第 2図 調査区設定図
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面で、古墳時代前期・古墳時代後期末・平安時代前期～後期に比定される土坑 5基 (ASK-1
～ASK-5)、 溝 2条 (ASD-1。 ASD-2)、 小穴 2個 (ASP-1・ ASP-2)を 検
出した。さらに、約0。 1～ 0,3m下部の第 6層上面を調査対象にしたが、遺構は検出されなかった。

B地区では、現地表下1.5～ 1.6m(標高3.3m前後)付近に存在している第 6層上面を調査対象に

したが、遺構は検出されなかった。C地区では、現地表下1.4～ 1.5m(標高3.5m前後)付近に存

在している第 6層上面で平安時代後期の溝 3条 (csD-1～ CSD-3)、 古墳時代後期末と
平安時代後期～鎌倉時代初頭に比定される小穴21個 (CSP-1～ CSP-21)を 検出した。
出土遺物は遺構および第 4層 。第 5層から出上しており、量的にはコンテナ 1箱程度である。

2)基本層序

第 0層  現代客土。層厚50cm。 上面の標高はToP。 +5.Omを測る。
第 1層  N4/0灰色粘土質シルト。旧耕土。層厚10～ 20cm。

第 2層  10G Y6/1緑灰色粘土質シルト。床土。層厚10～ 20cm。

第 3層   5 GY6/1オ リーブ灰色～2.5Y5/4責褐色粘土質シルト。層厚10～ 30側。酸化鉄 。

マンガンを含む。

第 4層   10Y R6/6明 緑褐色粘土質シルト。(A地区の一部 2.5Y6/3に ぶい黄色細粒砂)層

厚10～ 20cm前後。酸化鉄・マンガンを含む。古墳時代後期末・平安時代後期～鎌倉

時代初頭の遺物を少量含む。

第 5層  10Y R4/1褐灰色粘土～10Y5/1灰色シルト。層厚 3～ 30cm前後。(B地区のみ炭化

した植物遺体を含む。)古墳時代後期末・平安時代後期～鎌倉時代初頭の遺物を少

量含む。

第 6層  N6/0灰色粘土。層厚 5～ 30cm。 酸化鉄・植物遺体を含む。

3)検出遺構と出土遺物

A地区

A地区では第 5層上面 (第 1面 )、 第 6層上面 (第 2面)の計二面を調査対象としたが遺構が

検出されたのは第 1面のみである。第 1面では、古墳時代前期 [布留式古相](ASK-1)、 古
墳時代後期末 (ASK-2)、 平安時代前期 (ASK-5)、 平安時代後半～鎌倉時代初頭 (AS
D-1・ 2)の 4時期にわたるの遺構が検出された。

土坑 (ASK)

ASK-1

3C区で検出した。東西幅1,65m、 南北幅0,6m、 深さ0,08mを 測る

東西方向に長い土坑である。埋土は上層の灰色砂質土と下層の灰色粘

土質シルトから成る。遺物は遺構北東部の肩部付近から土師器奏 (1)

が出土している。(1)は長胴形の体部を持つ土師器甕で口縁部が叩

き出し技法により成形されている。外面のタタキ調整の方向は、分割

成形に沿って、最下部と体部上半から顎部が右上がりで、その他は水

平方向である。色調は淡赤褐色で、胎土中にやや大粒で角のあるチ

ヤート・長石が多量に含まれている。形態や胎上の特長から摂津系の

甕と推定される。帰属時期は古墳時代前期 (布留式古相)に比定され

0                10cm

第 3図 ASK-1
出土遺物実測図
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よう。

ASK-2
2C区で検出した。不定形を呈するもので、東西幅0.95m、 南北幅0。 6m、 深さ0.07mを測る。

埋土は灰色シルトの単一層である。遺物は須恵器の小破片が1点出上したが、形状や時期は不明

である。

ASK-3
8B区で検出した。不定形を呈するもので、東西幅1.7m、 南北幅1.15m、 深さ0,13mを測る。

埋土は上層の灰色粘質土と下層の灰色粘土質シルトの二層から成る。遺物は出土していない。

ASK-4
3B区で検出した。不定形を呈するもので、東西幅0,6m、 南北幅1.2m、 深さ0。 1lmを測る。

埋土は灰色粘質土とオリーブ褐色シルトの二層から成る。遺物は出土していない。

ASK-5
2B区で検出した。不定形を呈し、東西最大幅2.2m、 南北幅1.5m、 深さ0.18mを測る。西部

底の 2箇所に小穴が存在している。埋土は灰色粘質上のブロックを含む不均質な灰色砂質土の単

一層である。遺物は北東部分で、土師器杯 (2)を 上に土師器杯 (3)を 下にして合わせ口にさ

れた状態で検出されており、何らかの目的をもって埋置されたものと推定されるが、内部からは

遺物は出上していない。 2点ともに粗製品で、法量は (2)が口径11.lcm、 器高3.Ocm、 (3)が

④

一

‥漏斡�蒻蒻以以塊
~

1 10Y4/1灰 色粘質土
2 5Y5/1灰色粘土質シル ト

１２（困）

■R+3禦め斡蒻
~ .R+漏

10Y4/1灰色砂質土
10Y4/1灰 色粘土質シルト
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|

1            2m

1

Y6  2

|

TP+340m
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TP+340m

第 5図 ASK-1～ ASK-5平 断面図

＼
。
/3

AS K‐5

1 10Y4/1灰 色砂質土 (10Y4/1灰色粘質土ブロックを含む)
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口径10,9cm、 器高2.9cmを測る。底部は平坦で、体部は指頭圧成形に

より外反気味に斜上方に伸びるが、体部上半付近のヨコナデにより

明瞭な段を形成している。 2点ともに、器面が風化しており調整は

不明瞭であるが、体部の中位以下が指頭圧成形、口縁部内外面には

ヨコナデ調整が行われたものと推定される。色調はともに淡茶褐色

で、胎土には微細な砂粒が散見される。近江俊秀氏による河内地域

中南部の古代末期から中世時期の上器編年に従えば、 2点の土師器

杯は土師器杯Bに分類されるもので、平安時代前期後半 (10世紀前

半～中葉)の指標とされる八尾市木の本遺跡 SW-02出土遺物と共

通した特長を示している。

溝 (ASD)
ASD-1

調査区の北側を東西に伸びる溝である。検出長18,3m、 南北幅3.Om、 深さ0.2～ 0。35mを測る。

底面では底面より切り込む 6条の小溝が検出されている。埋土は灰色粘土質シルトの単一層であ

る。遺物は、古墳時代後期末の須恵器、平安時代後期～鎌倉時代前期の上師器、白磁、黒色土器、

瓦器椀等の小片化した上器類が少量出上している。そのうち、 4点 (4～ 7)を図化した。(4)
は須恵器広口壷である。復原口径15.5cmを 測る。頸部は外反して上外方に伸びるもので、外側に

肥厚して丸味を持って終わる口縁端部中位に段が形成されている。古墳時代後期 (6世紀後半)
の所産である。(5)は須恵器杯身で、復原口径9.9cmを 測る。立ち上がりが内傾して短く伸びる

もので、田辺編年のT K217型式 (7世紀前半)に比定される。(6)は瓦器椀で、1/12程度が残
存する小破片である。内外面ともにローリングを受けており器面調整は不明である。13世紀代の

所産と推定される。(7)は小さい玉縁状口縁

0                      1ocm

第 6図 ASK-5
出土遺物実測図

を有する白磁碗である。胎土は純白できめが ξ

個かいもので、釉は薄く施釉されており釉色

は乳灰色である。森田・横田分類の白磁碗 Ⅱ

細かいもので、釉は薄く施釉されており釉色

は乳灰色である。森田・横田分類の白磁碗 Ⅱ

類に分類されるもので、猛毬亀爾垂Ξ樋毯亀 頂下
~~丁~~五

疋 
＼

初頭に比定される。(4・ 5)の爽雑遺物を除

けば、遺構の存続時期は鎌倉時代初頭時期が     第7図 ASD‐ 1出土遺物実測図
想定される。

ASD-2
ASD-1の 北側に並行する形で検出した。検出長18.2m、 南北幅0.6m、 深さ0.06～ 0。lmであ
る。須恵器、土師器の小破片が少量出上している。この遺構は第4層上面から切り込んでいるた

め、第 5層上面で検出したASD-1の 構築時期である鎌倉時代初頭以降が推定される。
小穴 (ASP)
小穴はASP-1・ 2を 3C区 と3B区で検出した。埋土は灰色粘土質シルトの単一層で、柱
根・遺物とも出土していない。

B地区

B地区では、現地表下1.5～ 1.6m(標高3.3m前後)付近に存在している第 6層上面を調査対象
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Ｂ

Ｃ

Ｄ

10YR4/3にぶい黄褐色砂質ンルト
10YR6/3にぶい黄橙色砂質シルト
75Y6/1灰色砂質シル ト
第 4層ガグライ化した部分

6

N7/灰 白色粘土質シル ト

10YR5/4にぶい責掲色砂質シルト
7 5GY5/1緑 灰色粘土質シル ト

10GY4/1暗緑灰色極細粒

� 山賀遺跡第4次調査 (YMG96-4)

X25

|

J   H
2 5GY4/1暗 オリーブ灰色粘質シルト
10GY4/1暗緑灰色シル ト質粘土
10GY3/1明緑灰色極細粒砂～中粒砂

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

第 8図 B地区第6層上面平断面図 (1/100)

にしたが、遺構は検出されなかった。なお、断面観察においては、北部で客土による整地以前に

存在した道路状遺構が確認されている。

C地区

C地区は第 6層上面を調査対象とした。検出された遺構は主に古墳時代後期末と平安時代後期
～鎌倉時代初頭の二時期に分けられる。

溝 (CSD)
CSD-1
調査区の南側を東西に伸びる溝である。検出長8.lm、 南北幅0.6m、 深さ0.08mを測る。埋上

は灰オリーブ色砂質シル トの単一層である。遺物は須恵器・瓦器椀・土師器小皿の小破片が少量

出土した。

CSD-2
5A・ B区で検出した。csD-1に 切られている。検出長4,7m、 南北幅0。 2m、 深さ0.04m
を測る。遺物は6世紀末～7世紀初頭の上師器の杯身の小破片が出上した。

CSD-3
東西の突出部で検出した。東西方向に伸びるもので、検出長6.8m、 南北幅 (東側)0。9m、 (西

側)1.4m、 深さ0.18～ 0.25mを 測 り、東突出部の方が幅がやや狭 くなっている。埋土は灰オリー

ブ色シルト質粘土の単一層である。遺物は須恵器、土師器、瓦器・瓦質三足釜等の破片が少量出

上したが図化し得たものはない。

上
一

上
一
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第9図 C地区第6層上面検出遺構平面図 (1/100)

/Jヽ穴 (CSP)
小穴は合計で21個 (CSP-1～ CSP-21)検 出した。散発的な分布を示すが、CSD一
1の南側に東西方向に列状に並ぶcsP-11～ CSP-18については、柵列状の性格が推定さ
れる。上面の形状で区別すれば、円形を呈するものと不定形を呈するものがあり、規模は径0。 1

m～ 0。8m、 深さ0,05～ 0.25mである。埋土は褐灰色粘土質シルト・灰白色粘土質シルト・オリー

ブ灰色シルト質粘土に分けられる。遺物が出土したのはCSP-2・ 6・ 13。 15・ 16・ 20で あ

10GY4/1暗緑色粘土
75Y4/2灰 オリーブ色砂質シルト
5Y5/2灰オリーブ色ンル ト質粘土

‖颯1磁
CSP-13
CSP-12
CSP-11

|卜 IIs玉
上
一

上

一

土

一
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駅 山賀遺跡第4次調査(YMG96-4)

る。CSP-15か ら瓦器椀の小破片が一点出上した以外は、土師器の小破片である。遺物の出

土状況から褐灰色粘土質シル ト埋土をもつ小穴 (CSP-2～ 4・ 7・ 19・ 20・ 21)が古墳時

代後期末、その他の埋上をもつ小穴は平安時代後期～鎌倉時代初頭のものと思われる。なお、C

SP-20で柱穴の痕跡が確認されている。

4)遺構に伴わない遺物

第 4層 ・第 5層が遺物包含層で、第 4層からは須恵器・土師器・瓦器椀、第 5層からは瓦器

椀 。土師器の上金・高杯、古墳時代後期末の須恵器等が出土しているが、いずれも小破化したも

のが大半で量的にも少ない。 7点 (8～ 14)を 図化 した。図化 したうち (8)の 土師器高杯が

C地区第 5層から出上した以外は、A地区の第 4層から出上している。 (8)は土師器高杯であ

る。全体にローリングを受けており器面調整は不明である。胎土は精良で、赤褐色系の色調を呈

する。(9・ 10)イよ須恵器杯蓋の小破片である。完形であれば宝珠つまみを有し、口縁部内部に

かえりを持つものである。色調は (9)が灰白色、 (lo)が淡青灰色で (lo)の外面には灰かぶ

りが認められる。 2点 ともにTK-217型式 (7世紀前半)に対比される。 (11・ 12)イよ須恵器

杯身の小破片で残存率はともに1/10程度での小破片である。立ち上がりが直上に伸びる (11)と

内傾 して短 く伸びる (12)がある。前者が T K10型式 (6世紀中葉 )、 後者が T K217型式 (7

世紀前半)に比定される。 (13)イよ玉縁口縁を有する白磁碗である。胎土は黒色の細粒が入るも

のの緻密で、釉は薄めに施釉されており、

釉色は灰白色を呈する。森田・横田分類の

白磁碗Ⅳ類に分類される。 (14)イよ白磁皿

で復原底径4.l cmを 測る。底部がやや上げ

底状になるもので、見込み部と体部の境に

沈線状の段を有する。釉はきわめて薄 く、

黄色味の強い白色を呈する。森田・横田分

類の白磁皿Ⅵ類に分類される。 2点 ともに

11世紀中葉～12世紀初頭に比定される。 第10図 包含層出土遺物実測図

3.ま とめ

今回の調査では、古墳時代前期 [布留式古相 ]、 古墳時代後期末 (6世紀末 )、 平安時代前期、

平安時代後期～鎌倉代前期に比定される遺構・遺物を検出した。

古墳時代前期 [布留式古相]の集落としては、ASK-1が 唯―で遺物包含層中からも当該期

に比定される遣物が出上していないことから集落の中心から離れた位置であつたようである。な

お、本調査地の北東約80mで実施された第 7次調査 (K F88-7)で当該期の集落が検出されて

おり、それらに有機的に関連した遺構であると推定される。

古墳時代後期末の遺構としては、 C地区で検出した小穴 (CSP-2～ 4・ 6・ 8・ 19～ 21)
とA地区の土坑 (ASK-1・ 2)がそれに該当する。しかし、遺構密度が粗 く、さらに明瞭な

包含層を形成するに至っていない点は、比較的短期間の集落であったことが推定される。なお、

同時期の集落が第 7次調査 (K F88-7)で 検出されており、両者間の有機的な関係が想定され

るとともに、調査地の東部約150mに存在した西郡廃寺 (錦織寺)の造営を推進した錦織氏の動

と≦室±≡≡上__二とい、9

10

｀`
＼_士匡ジ花
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向を推定する上で一助となろう。

平安時代前期の遺構としては、唯一、A地区でASK-5を 検出している。遺構内から出上し
た 2個の上師器杯は、口を合わせて重ねた状態で埋納されたことが確認でき、祭祀的な要素の強

い遺構であった可能性が高い。

平安時代後期～鎌倉時代初頭の遺構は、A地区およびC地区で検出されており、C地区で検出

された小穴群を除けば、溝状遺構に限定される。これらの溝状遺構は農耕に関連した遺構と推定

され、当該期においては当地一帯が生産域としての土地利用が計られていたようである。

参考文献
・近江俊秀・岡田清-1989「河内南部における古代末期から中世の土器の諸問題」―木の本遺跡SW-02出
土遺物を中心として一 F入尾市文化財紀要 4』 入尾市教育委員会文化財室

田辺昭三1966『陶邑古窯址群 I』 平安学園考古学クラブ

・横田賢次郎・森田勉1978「太宰府出土の輸入陶磁器について一型式分類と編年を中心として」『九州歴史

資料館研究論集 4』

・原田昌則1989「 2.萱振遺跡 (第 7次調査 :泉町 2丁目56他 )」 F人尾市文化財調査斬究会年報 昭和63年
度』ω)人尾市文化財調査研究会報告25側)八尾市文化財調査研究会
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� 山賀遺跡第 4次調査 (YMG96-4)

C地区第 6層上面検出遺構 (】しから)
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本書は大阪府八尾市新家町 5。 6丁目地内で実施した公共下水道工事 (8-5工区)に伴う
発掘調査の報告書である。

本書で報告する山賀遺跡第 5次調査 (YMG96-5)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会
の指示書(八教社文第埋139-3号 平成 8年 6月 14日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査
研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 9年 1月 7日 から平成 9年 1月 23日 にかけて、森本めぐみを担当者として実

施した。調査面積は約43.2ドである。

内業整理は、現地調査終了後随時行い、平成 9年 9月 に終了した。

現地調査および内業整理に参加した調査補助員は以下のとおりである。

垣内洋平・岸田靖子・辻野優子・山内千恵子

本書の執筆・編集は森本が行った。

本書で用いた土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の F新版 標準土色帖 (1996)』
による。
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ⅡX 山賀遺跡第 5次調査

Ⅸ 山賀遺跡第 5次調査 (YMG96-5)

(Y M G96-5)

1.|よ じめに

山賀遺跡は、人尾市北西部に位置し、現在の行政区画では新家町、山賀町、東大阪市若江西新

町、若江南町の東西0.85km、 南北1.Okmがその範囲である。旧大和川の本流であった長瀬川 。玉串

川をはじめとする数多くの中小河川の沖積作用により形成された河内平野中央部の複合遺跡であ

る。

当遺跡では、(財)大阪文化財センターにより、近畿自動車道建設に伴う大規模な調査(昭和54

～60年 )が行われている。その結果、縄文時代～近世に至る複合遺跡として認識されるようにな

った。なかでも、弥生時代前期では大規模な集落が確認されている。

山賀遺跡は、当調査研究会により4次にわたる調査が実施されている。なかでも、第 3次調査

(Y M G94-3)で は、現地表下約 3m前後で弥生時代前期の遺構・遺物が検出されており、近

畿自動車道建設に伴う山賀遺跡 (その3)の調査を含めて広範囲に及ぶ集落が想定されるに至っ

ている。第 4次調査(YMG96-4)で は古墳時代後期末の集落と平安時代後期～鎌倉時代初頭の

生産遺構が確認された。また、新家町5丁 目の市教委の調査 (62-543)で も弥生時代前期の上器

が少量であるが出土している。

‖  |

Ξ正三II白

、今回の調査
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道工事 (8-5工区)に先立って実施したもので、当調査研究会が
行った山賀遺跡内での第 5次調査にあたる。調査対象は立坑 2箇所で北側の発進立坑を 1区、南

側の到達立坑を2区とした。

1区は東西幅 4m、 南北幅6.8m、 面積は約27.2m2を 測る。 2区は東西幅 4m、 南北幅 4m、 面

積は約16.Om2を 測る。 2箇所の調査総面積は約43.2ドである。

1区は現地表下約1.5mま で水路によって削平されていたため、以下を最終掘削面である現地

表下6.Om(T.P.-1.Om)ま で掘削した。 2区は覆工板設置により現地表下約1.5mが掘削されて

いたため、以下を最終掘削面である現地表下5.2m(ToP,-0.5m)ま で掘削した。平成 9年 1月

7日 から掘削を開始し、 1月 23日 ですべての調査を終了した。実働日数は11日 間である。両区と

も機械掘削と人力掘削を併用し、遺構 。遺物の検出に努めた。

2)基本層序
l区では24層 を確認した。確認した土層のなかからToP.+0。 4～ 0,7m付 近で緑黒色粘土層

(115層 )を、T,P,-0.4～ -0.6m付近から緑黒色粘土層 (121層 )を観察した。115層は (財)大
阪文化財センターが調査した山賀遺跡 (その 1)～ (その 5・ 6)で観察された第 1黒色粘土層
に相当する。この層は弥生時代前期に比定されている。また、121層は同じく縄文時代後期に比

定される第 3黒色粘土層に相当する。

2区では21層 を確認した。確認した上層のうち、T,P,+0.6～ 0.8m付近で黒色粘土層 (215層 )

を観察した。215層は 1区で観察した115層 と同じく、第 1黒色粘土層に比定できる。 2区では第

3黒色粘土層とおもわれる層は確認できなかった。

第 2図 調査区設定図
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TP+40m

10m

-10m

5Y4/3暗オリーブ色細砂 (鉄分含む)
7 5GY5/1緑 灰色粘質土 (シル ト含む)
7 5GY4/1暗 緑灰色粘土

10GY4/1暗緑灰色粘土 (炭化物が帯状堆積)
25GY守1暗オリーブ灰色粘土 (鉄分合む)
5 BG3/1皓青灰色細砂混じり粘質土

7 5GY4/1暗 緑灰色粘質シル ト

5Y7/3～ 75Y8/1浅黄～灰白色細砂～中粒砂 (ラ ミナ有)
7 5GY5/1緑 灰色微砂～細砂 (炭化物の薄層有)

564/1暗緑灰色粘土
5G3/1暗緑灰色粘土 (炭化物含む)
5 GY4/1暗 オリーブ灰色細～中粒砂 (植物遺体多く合む)

7 5GY5/1緑 灰色粘土 (微砂を中位に含む)

5G4/1暗緑灰色粘土
5G17/1緑黒色粘土 (第 1黒色粘土層)
7 5GY4/1暗 緑灰色粘質シル ト

7 5GY4/1暗 緑灰色シル ト

10GY4/1晴緑灰色シル ト
10GY4/1暗緑灰色シル ト (微～細砂を帯状に含む)
10GY4/1暗緑灰色粘土
5G17/1緑黒色粕土 (第 3黒色粘土層)
7 5GY3/1オ リーブ黒色粘土 (植物遺体の薄層含む)

10Y3/1オ リーブ黒色粘土 (微～中粒砂含む)
10Y3/1オ リーブ黒色微～中粒砂

Ⅸ 山賀遺跡第 5次調査 (YMG96-5)

2区

TP+40m

30m

-10m

5Y7/1浅黄色中～粗粒砂 (鉄分沈着)
7 5GY4/1皓 緑灰色粘土 (炭化物含む)
7 5GY2/1緑 黒色粘土 (炭化物多く合む)
2 5GY3/1暗 オリーブ灰色シル ト混じり粘土 (植物遺体・炭化物含む)

10C3/1暗緑灰色粘土 (植物遺体少量含む)
5 GY3/1暗 オリーブ灰色細砂混じり粘土

2 5GY4/1暗 オリーブ灰色微～細砂

10GY3/1皓緑灰色粘質土 (植物遺体・炭化物を多く含む)
10GY3/1～75Y5/2暗緑灰色～灰オリーブ色混じりのシル ト
5G2/1緑黒色粘土 (植物遺体を多く含む)
5G3/1暗緑灰色粘土 (植物遺体を含む)
2 5GY4/1暗 オリーブ灰色微～粗粒砂
2 5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土 (炭酸カルシウム粒を多く含む)

7 5GY4/1暗 緑灰色粘土

N2/1黒色粘土 (植物遺体を含む)(第 1黒色粘土層)
10GY5/1緑灰色粘土
5 BG3/1暗青灰色准土

10GY4/1暗緑灰色粘土
10Y4/1暗緑灰色シル ト混じり粘土
5 GY5/1～2 5GY4/1緑 灰色～暗オリーブ灰色シル ト～粘質シル ト

(ラ ミナ有)
75Y7/3～ 75Y5/1浅責色～灰色微～中粒砂 (ラ ミナ有)

1区

30m

20m

00m00m

区

０１

０２

躯
２０‐
２。２
２０３
２０４
２０５
２０６
２０７
２０８
２。９
２‐０
２‐‐
２‐２
２‐３
別
２‐５
２‐６
２‐７
２‐８
２‐９
２２。
　
２２‐

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

第 3図 基本層序模式図 (東壁 S-1/50)
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3)検出遺構と出土遺物

〈l区 〉

基本層序は第 3図のとおりである。現地表面はToP。 +4.8m前後

を測る。

T,P.+2.5～ 2.2m付近から土管を確認した。これは当調査区西約

20m地点の『山賀 (その5,6)』 2区で検出された暗渠の続き (1944

年に埋設)と 思われる。

遺構は、最終掘削時に確認した近世井戸 (SE-1)の みである。
桶枠井戸で井戸側の下三段が残存していた。下段は高さ約90cm、 厚

さ約 3伽、幅 8～ 14伽の板材22本から成り、直径約70cmを 測る。井

戸側の上端はT.P.+0.3m付近から検出されており、下段の先端は

124層・微～中粒砂層(縄文時代後期以前)の湧水層まで達していた。

検出した井戸側36本中11本の内側に墨痕が認められたが、文字かど

うかの判読は不可能であった。埋土内からは近世の陶磁器類 6点が

出土した。第 4図 -1は肥前磁器で下段の井戸側埋土内から出上し
た。革花文で見込み部は蛇の目釉剥ぎを行っている。その他、114

層から土器が 1点出上しているが、小破片のため器形 。時期とも不

明である。

(2区 〉

0           5cm

―

第 4図 SE―刊出土遺物

基本層序は第 3図のとおりである。現地表面はToP。 +4.3m前後である。

2区では炭化物や自然木等の植物遺体を含む層が多く、208層からは木根とおもわれる自然木

を検出した。また212層の微～粗粒砂を取り除いた213層上面に足跡らしき砂の落ち込みを検出し

た。その他の遺構は検出されなかったが、210層から2点、211層から3点、213層から1点の上

器の破片が出上した。いずれも小破片であり、器形・時期とも不明である。

機能引

-第 5図  1区最終平面図 第 6図  2区 2刊 3層上面足跡検出平面図
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Ⅸ 山賀遺跡第 5次調査 (YMG96-5)

3.ま とめ

今回の調査では、明確な遺構および各層の時代決定に有効な遺物の出土はみられなかった。し

かし、小面積ながら、現地表下 6mの深さまで地層観察を行うことができた。その結果、 (財 )

大阪文化財センターが実施した近畿自動車道建設に伴う調査『山賀遺跡 (その 1)』 ～『山賀

(その 5・ 6)』 で観察された第 1黒色粘土層と第 3黒色粘土層に比定されるl15層・215層、121

層を確認することができた。

また、 1・ 2区とも三時期の砂の堆積を確認した。(財)大阪文化財センターの調査に照らし合

わせると弥生時代後期 。弥生時代前期・縄文時代後期以前に相当するものとおもわれる。各層に

はラミナや植物遺然の薄層などがみられることから、それぞれの時期の河川にあたっていたと考

えられる。

参考文献
。中西靖人 。杉本二郎他 1983.9F山賀 (その 1)』  大阪府教育委員会・ω)大阪文化財センター
・森井貞雄・高橋雅子他 1983.1l F山 賀 (その 2)』  大阪府教育委員会 。(財)大阪文化財センター
・上西美佐子・西口陽―・宮野淳一他 1984.2『山賀 (その 3)』 大阪府教育委員会 。(財)大阪文化財セ

ンター

・生田維道・石神幸子・小山田宏―・小林義孝他 1983.10『 山賀 (その 4)』  大阪府教育委員会 。(財)大
阪文化財センター

。岸本道昭・田中和弘他 1986.3『山賀 (その 5・ 6)』  大阪府教育委員会 ,(財)大阪文化財センター
・赤木克視・村上年生編 1987.3『河内平野遺跡群の動態 I』  大阪府教育委員会 。(財)大阪文化財センタ

・成海佳子 1994.10『 Ⅸ山賀遺跡第 1次調査 (Y M G93-1)』 『X山賀遺跡第2次調査 (YMG93-2)』

(財)八尾文化財調査研究会報告43 (財 )八尾市文化財調査研究会
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図
版

一

1区完掘状況 (南から)

1区土層断面 (東壁)TP.+33～ 1.7m付近 1区 SE-1下 段検出状況 (東から)

1区 SE-1下 段半割状況 (東から)1区土層断面 (東壁)T.P+1.7～ 00m付近
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Ⅸ 山賀遺跡第 5次調査 (YMC96-5)

2区完掘状況 (南から)

土層断面 (東壁)
TP.+1.5～0.5m付近

213層上面足跡検出

状況 (南から)
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発行年月日 1998年 月 日

所収遺跡名 所   在   地
コ  ー  ド

北  緯 東  経 調 査 期 間 調 査 面 積
(r)

調 査 原 因

市町村
跡
号
遺
番

跡蔀造蘇

(第 22次調査)

大阪府 八尾市

太子堂 1丁 目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960410

19960419

33m2 公共下水道

跡部遺跡

(第24次調査)

大阪府 八尾市

太子堂 1・ 2丁 目地内

27212 度
分
秒

135度
35分
19秒

19970303

19970306

8ド 公共下水道

緒藩撞蘇

(第 5次調査)

大阪府 人尾市

植松町 7丁 目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960527

19960531

38m2 公共下水道

椎藩撞蘇

(第 6次調査

大阪府 八尾市

永畑町 3丁 目1-11

27212 度
分
秒

135度
35分
51秒

19961028

19961206

180ポ 道路開発

篭井造蘇

(第 4次調査

大阪府 八尾市

亀井町 1・ 2丁 目他

27212 度
分
秒

度
分
秒

19970217

19970221

1792m2 公共下水道

督艤撞蘇

(第 21次調査

大阪府 八尾市

萱振町 7丁 目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960717

19960902

13だ 公共下水道

泉の米撞訴

(第 7次調査|

大阪府 八尾市

木の本 1丁目地内

27212 度
分
秒

135度
35分
21秒

19961001

19961015

52m2 公共下水道

災輩半撞蘇

(第 21次調査:

大阪府 人尾市

西久宝寺地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19961225

19970120

39.2nギ 公共下水道

ふ破答造訴

(第 33次調査)

大阪府 八尾市

南小阪合町 1丁目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19961113

19961129

76n12 公共下水道

ふ誠答撞蘇

(第 34次調査)

大阪府 人尾市

筈協稿1・ 2丁目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19970113

19970228

50,3コF 公共下水道

志危造蘇

(第 3次調査

大阪府 八尾市

志紀町西 1丁目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19970212

19970310

43.4m2 公共下水道



所収遺跡名 所   在   地
コ  ー  ド

北 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積
(m2)

調 査 原 因
市町村

跡
号
遺
番

由井話造蘇

(第 15次調査)

大阪府 八尾市

田井中4丁 目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960312

19960328

17,92m2 公共下水道

替箭造蘇

(第 7次調査)

大阪府 八尾市

竹渕 3・ 4丁 目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960628

19960713

37m2 公共下水道

策対撞蘇

(第 52次調査)

大阪府 八尾市

桜ケ丘1丁目88,89,90■番地

27212 度
分
秒

度
分
秒

19961029

19961112

180コF 店舗付共同住宅建設

策燕撞蘇

(第 53次調査)

大阪府 八尾市

】ヒ碁こHJ2 T目 67-2.68

27212 34F_
37ケ)
41秒

度
分
秒

19961202

19961212

100m2 個人住宅付共同住宅

Υ凸造蘇

(第 33次調査)

大阪府 八尾市

中田 1・ 4丁 目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960405

19960415

30.25コギ 公共下水道

中田遺跡

(第 34次調査)

大阪府 八尾市

入尾木北 6丁 目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960722

19960725

60詢ド 公共下水道

奴越撞蘇

(第 6次調査)

大阪府 八尾市

服部川5丁 目7呑～12番地

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960826

19960904

140m2 特別養護老人ホーム
建設

栖費造蘇

(第 4次調査)

大阪府 八尾市

山賀 4丁 目53呑 3号

27212 度
分
秒

度
分
秒

19960701

19960726

300Юド
変電所建設

栖費撞蘇

(第 5次調査)

大阪府 八尾市

新家町 5・ 6丁 目地内

27212 度
分
秒

度
分
秒

19970107

19970123

432m2
公共下水道

所収遺跡名 種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

跡部遺跡

(第 22次調査)

集落 古墳時代前期 土師器

跡部遺跡

(第 24次調査)

集落 古墳時代前期 ユ可ナキ11

植松遺跡

(第 5次調査)

集落 室町時代～近世 ユ可)|11 土師器・

国産磁器

植松遺跡

(第 6次調査)

集落 平安時代前期 溝 1 土師器・須恵器

黒色土器・土馬

亀井遺跡

(第 4次調査)

集落 室町時代前期～中

期

溝 1 土師器・瓦質土

器・屋瓦

萱振遺跡

(第 21次調査)

集落 平安時代末～鎌倉

初頭

ユ可,|11 巴文軒丸瓦



所収遺跡名 種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

木の本遺跡

(第 7次調査)

集落 古墳時代前期 小型丸底壷

久宝寺遺跡

(第21次調査)

集落 古墳時代前期 土師器・焼土塊

小阪合遺跡

(第 33次調査)

集落 古墳時代前期
平安時代末～鎌倉
時代

ユ可ナI11 上師器・瓦器椀

小阪合遺跡

(第 34次調査)

集落 古墳時代前期・後
期、平安時代前期・
近世

井戸 1・ 溝 8・ 小

穴 2

弥生土器・土師

器 。須恵器

志紀遺跡

(第 3次調査)

集落 縄文時代晩期～弥
生前期・古墳時代・
平安時代～鎌倉時代

沼沢地・河川・水

田

田井中遺跡

(第 15次調査)

集落 弥生時代前期・平
安時代末期～鎌倉
時代

河川・水日

竹渕遺跡

(第 7次調査)

集落 室町時代 丸瓦

東郷遺跡

(第 52次調査)

集落 平
安
一
平硼初頭．・近代

鍛
嗽は

奈
安
時

土坑 2・ 溝 7・ 月

穴45

土師器・緑釉陶

器・銅鈴

墨書土器

東郷遺跡

(第53次調査)

集落 弥生時代後期～古

墳時代前期

土坑 2・ 溝 6・ 小

穴13

弥生土器・土師器

中田遺跡

(第 33次調査

集落 弥生時代後期・鎌

倉時代

河川 2・ 上坑 3 弥生土器・土師

器・瓦器椀

中田遺跡

(第 34次調査

集落 古墳時代前期～平

安時代末

土師器・丸瓦

水越遺跡

(第 6次調査

集落 弥生時代後期末 土坑 4 弥生土器

山賀遺跡

(第 4次調査

集落 古墳時代前期・古墳
時代後期末・平安前
期・平安時代後期～
鎌倉時代初頭

土坑 5・ 溝 5

穴21

/J 土師器・須恵器・

白磁碗

山賀遺跡

(第 5次調査

集落 近世 井戸 l 肥前系磁器碗
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I 跡 部 遺 跡
Ⅱ 跡 部 遺 跡
Ⅲ 植 松 遺 跡
Ⅳ 植 松 遺 跡

v 亀 井 遺 跡
Ⅵ 萱 振 遺 跡
Ⅶ 木の本遺跡
Ⅷ 久宝寺遺跡
Ⅸ 小阪合遺跡
x 小阪合遺跡
� 志 紀 遺 跡

� 田井中遺跡
� 竹 測 遺 跡

� 東 郷 遺 跡

� 東 郷 遺 跡

xM中 田 遺 跡
� 中 田遺 跡

� 水 越 遺 跡

� 山賀 遺 跡

Ⅸ 山賀 遺 跡

(第22次調査)

(第24次調査 )

(第 5次調査)
(第 6次調査)
(第 4次調査)
(第21次調査

(第 7次調査
(第21次調査

(第33次調査

(第34次調査

(第 3次調査
(第 15次調査

(第 7次調査
(第52次調査

(第53次調査

(第33次調査)

(第34次調査 )

(第 6次調査 )
(第 4次調査)
(第 5次調査)
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